

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いい季節になったものだと思う。

　三月上じよう旬じゆんのイースィンド、それは春先の日の出来事だった。

　いつものように自室で目覚め、いつものように身だしなみを整えて。

　稽けい古このあと、朝食を取った辺りだろうか。次し第だいに眠ねむ気けを感じるようになったのは。

　降り注ぐ日差し。肌はだを撫なでる爽さわやかな風。目に映る緑。野辺に咲さいた一輪の花。

　そういったものを感じるうちに、ついふらふらと──。

　そんなつもりはなかったのだが、つい、ふらりと──。

　昼ひる寝ねをするために、人ひと気けのないところまで来てしまっていた。

「うーむ、いかん。いかんなあ」

　そう独り言ごちながら、城じよう壁へきの上、日当たりのいい場所で横になってしまう。

　それだけで意識が飛びそうだった。春の陽気は魔ま法ほうじみた心ここ地ちよさだった。

「いやいや、いかん。こんなことではいかんのだ」

　国王に仕える騎き士しとして、こんな怠たい慢まんは決して許されることではない。

　ないのだが、この絶好の昼寝日和びより、無む駄だにするにはあまりに惜おしく感じられた。

「まあ、ちょっとくらいなら」

　言い訳をしながら、浮うかしかけた腰こしを下ろす。

　悪漢、魔ま物ものの類たぐいには強くても、睡すい魔まにはめっぽう弱い騎士であった。

「ふ～……」

　改めて城壁に横になり、男は大きく息をついた。

　視界には青空が広がっている。耳には同どう僚りようの声がかすかに届いた。

　小鳥の鳴き声もどこかで聞こえる。視界の端はしにはタカかワシかの姿もあった。

　日はぽかぽかと暖かい。そよ吹ふく風には花や緑の匂においを感じる。

（ああ、本当に）

　やはり春はいい季節だ。これほど心ここ地ちよい季節は他ほかにはない。

　砦とりでが位置する王国東部、ここには毎年、厳しい冬が訪おとずれるのだが──。

　その分、春の暖かさが際きわ立だつというものだ。騎士は子どものように丸まりながら、大いに春の日差しを楽しんでいた。

　しかし。

「……うん？」

　眠ねむりに落ちる寸前、騎士はある違い和わ感かんに気がついた。

　辺りが暗くなっている。まどろみの淵ふちにあっても感じるほどだ。

　どこか冷たい黒雲の気配。それが徐じよ々じよに広がってきている。

「……なんだ？」

　すぐに体を起こし、脇わきに置いていた剣けんを手に取った。

　騎士は油断なく辺りを見回すが、原因と思おぼしきものは見当たらない。

　そもそも、黒雲など初めから存在していなかったのだ。中天にある太陽は依い然ぜんとして明るい光を放っている。雨が降りそうな気配も、雷かみなりが落ちそうな気配も、どちらも感じ取ることはできない。春の日の天気は何の変わりもなく、つい先ほど、騎士が目を閉じる前とまったく同じものだった。

（それならば、なぜ）

　空はこうも暗いのか。まるで世界から色と光が失われていくようだ。

「う……？」

　剣を持つ手がじっとりと汗あせばんでいるのを感じた。

　慌あわてて手て袋ぶくろをこすろうとするも、両の手は震ふるえるばかりで言うことを聞かない。

（なんなのだ……!?）

　魔ま獣じゆうを相手にしても、このようなことにはならなかった。

　野や盗とう団に囲まれた時さえ、不敵に笑ってみせるくらいの余よ裕ゆうは持てた。

　しかし、今はどうだ。何も起きていない。何も姿を見せてはいない。ただ何かの気配を感じ取っただけで、騎士は幼おさな子ごのように震えあがってしまっている。

（しかし……！）

　腐くさっても王国騎士、国を守るための戦士である。

　もしも敵がいるのなら、自分はそれと戦わなければならない。よしんば敵かなわない相手だとしても、敵の情報を街や都に届けなければならない。そのために自分はここにいるのだ。見張り砦はそのために存在している。折れかけた心を奮い立たせ、騎士は青ざめた顔のまま、それでも城壁の狭間はざまに手をかけて──。

　そして、それに気がついた。

「あ……？」

　砦から東、遠くに見える黒こく龍りゆう山脈。

　まるで龍の背びれのようで、事実、龍が住まうと言われている山々から──。

　黒い影かげが広がっている。何か巨きよ大だいなものが姿を見せようとしている。

「あ、あ、ああ……!?」

　まさか！　いや、あり得ない。それだけはあり得ないはずだ。

　あれはおとぎ話の住人で、本当に存在しているものではない。

　違ちがう。絶対に違う。あれはそう、きっと自分の見み間ま違ちがえで──。

『オオオオオ……！』

　底ごもった声に、騎士の心はたやすく砕くだけた。

　もはや疑う余地はない。あれはドラゴンの咆ほう哮こうだ。

　それも圧あつ倒とう的に格上のもの──そう、それは、まるで──。

「うわ、わ、ああああっ!?」

　そうと認にん識しきした瞬しゆん間かん、騎士は倒たおれ、手足をでたらめにバタつかせた。

　しかし、目の前の現実は何も変わらない。彼が逃にげ出そうと逃げ出すまいと、それは今まさに現れようとしている。

　黒い体をむくりと起こし──金色の目を爛らん々らんと光らせて──。

「ああああああああああああああっ!!」

　悪夢のように広がった影は、今や翼つばさを持ち、天高く飛び立とうとしていた。
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　王おう暦れき三百二十四年。

　イースィンド王国は今、滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしていた。

　きっかけは些さ細さいなことだった。あるものが王都に向かっている。それだけの情報が、僻へき地ちの砦から伝えられただけだ。

　しかし、たったそれだけのことでこの国は滅ほろびようとしている。

　人々は怯おびえ、嘆なげき、神に祈いのりを捧ささげて──かき集められた人たちだってそうだ。

　冒ぼう険けん者、騎士、一流と呼ばれる魔ま法ほう使つかいたち。彼らは一様に涙なみだを浮かべ、死にたくない、死にたくないと、怯え、嘆き、神に祈りを捧げていた。

「ちくしょう、死にたくねえよ！」

「なんで！　なんで、あんなのが！」

「勇者はどこだ……今、どの辺りにいる!?」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんとはこのことだろう。

　大の大人が泣き喚わめき、這はいつくばってゲロまでしている。

　あれが来ると言われただけでこうだ。イースィンドの精せい鋭えいたちは、もうすでに諦あきらめてしまっていた。あれには敵わないと、そう決めつけてしまっているんだ。王都を守る最終防衛ライン、谷間に築かれた大だい魔ま法ほう要よう塞さいには、嘆きと絶望ばかりが漂ただよっていた。

（……いや、そうでもないか）

　中には諦めていない者もいる。

　ギルドマスターや騎士団長、それに宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの長おさや王族か。

　国を守る。民たみを守る。ただそれだけを心の支えに、闘とう志しを燃やしている者たちがいる。

「おめえら、めそめそ泣いてんじゃねえぞ！　魔物の一いつ匹ぴきや二匹ひき、オレが地面に叩たたき落としてやる！」

「我らは精強にして無比！　国難にあってなお、その事実は揺ゆるがない！」

「魔法大国と呼ばれる所以ゆえんを見せてやれ。各自の奮ふん闘とうに期待している」

「イースィンドに生きる者よ！　我が愛する同胞はらからたちよ！　今こそ、持てる力の全すべてを尽つくして戦う時だ！　怯ひるむな！　臆おくするな！　我らが倒れれば、この国の森や大地、愛する者の全てを失うと知れ！」

　それぞれの鼓こ舞ぶは、さすがに心に響ひびくものがあった。

　俺以外にもそう感じている者がいるんだろう。さっきまでへたり込んでいた奴やつらは、涙を拭ぬぐい、勇気づけられたような顔をしている。

　だけど、ダメなんだ。今回ばかりは諦めてしまうのが正解なんだ。

　あれは心の持ちようでどうこうできる相手じゃない。勇気や希望、人々の団結だなんて、あってないように吹き散らしてしまうような化け物なんだ。

　破は壊かいの化け身しん。龍の中の頂点。抗あらがえないもの。万ばん物ぶつの支配者。

　レベル２５０のレイドボスモンスター。

　混こん沌とん龍りゆう《カオスドラゴン》。

　それが、王都に向かっている化け物の名前だった。
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「足手まといになるかもしれないけどさ。オレも、戦ってくるよ」

「…………」

「うちの母さんはさ、いい人なんだよ。街の連中も、気のいい奴らばっかりでさ。お前も知ってるだろ？　死なせたくないんだ……絶対に、死なせたくねえ」

　大魔法要塞、その兵舎の一室で、俺はアルティと向き合っていた。

　俺が呼んだんじゃない。こいつが俺を訪ねてきたんだ。珍めずらしく神しん妙みような顔をして、アルティは泣きそうな声で自分の想おもいを語っている。家族を、仲間を、そして街の人たちを。死なせたくないから戦うのだと、俺に教えてくれていた。

「オレが戦えば、その分あいつらが生きられるだろう？　もしかしたら、あのいかれた龍から逃げられるかもしれねえ。だから……」

　ここで、グッと声を飲み込むアルティ。

　言いたいことはわかっている。最初からそれが本題だったんだ。

　こいつはきっと、俺に対して──。

「だから、お前も一いつ緒しよに戦ってくれ！　お前はこの国の人間じゃねえし、戦うのが嫌きらいだってのも知ってる！　でも！　でも、今回だけは……今回だけは、一緒に戦ってくれ……！　頼たのむ……いや、お願いします……！」

　涙をこらえて、俺に頭を下げるアルティ。こいつがこんなことをするなんて、普ふ段だんの様子からは考えられない。それだけ真しん剣けんってことなんだろう。

　それも仕方がないことではある。なにせ相手はカオスドラゴン、龍族の頂点に位置する化け物の中の化け物なんだ。イースィンド程度の総力では、きっとあの龍には敵わない。俺だってそうだ。れんちゃんもいない、優ゆう介すけもいない、俺ひとりの力では──。

　まず間ま違ちがいなく八つ裂ざきにされる。

　猛もう毒どく、麻ま痺ひ毒、火傷やけどや石化まで与あたえてくるブレスを喰くらって。

　それでおしまいだ。動けないままになぶり殺しにされる。仮にアルティと組んだところで結果は同じだ。こいつはブレスがかすっただけで死ぬ。死し屍し累るい々るいの中、俺だけがポツンと残されるんだ。それだけのレベル差がこいつらと混沌龍の間にはあった。

「逃げろ」

「えっ……？」

「逃げろ。みんなで散り散りになって逃げろ。頼む……」

　俺が言えるのはそれだけだった。

　きっとこいつは逃げ出さない。それを知っての頼みだった。

　無む駄だ死じにするよりはよっぽどいい。玉ぎよく砕さいするくらいなら、みんなまとめて逃げ出してしまえばいいんだ。根無し草の俺だから言える、まったく身勝手な妥だ協きよう案。それを受けたアルティは、少しだけ悲しそうに笑うと、

「いや、オレは最後まで戦う。戦うよ」

　そう言って、兵舎の外へと出ていってしまった。

「…………」

　残された俺は、どうしようもない無力感に支配されていた。

　何がチートだ。何がカンストプレイヤーだ。レベルによって得てきた万能感は、より大きな力によって、あっけなくゴミくず同然にされてしまう。

　アルティは自分より強い相手に向かっていった。あいつはいつもそうだ。誰だれかのために戦える、俺よりよっぽど立派な奴だ。そんなアルティに頼まれたのに、俺はこうして一歩も動けずに座り込んでしまっている。

（なんでだ？　なんで俺はこうなんだ？）

　たとえば幼おさな馴な染じみのれんちゃんのように、なんで俺は動けないんだ？

　困っている人がいるのに。俺には大きな力があるというのに──。

「……ご主人さま」

「まだいたのか、お前」

　呼びかけに顔を上げると、そこにはユミエルの姿があった。

　こいつは必要もないのに俺にくっついてきたんだ。緊きん急きゆう招集で呼ばれた俺を、追いかける形でこの要よう塞さいまでついてきてしまった。

　こいつは俺の手助けをしてくれるのだという。

　俺は望んでいないのに。そんなこと、命令してさえいないのに。

「今からでも遅おそくない。ユミィ、逃にげるんだ」

「……嫌いやです」

　じっと俺の目だけを見つめ、ユミエルは静かにそう言った。

　ここにいるのだとその目が告げている。こいつは俺の隣となりにいたがっている。

「死ぬぞ。逃げなきゃ、死ぬ」

「ご主人さまが戦うのならば、わたしも戦います。ご主人さまが死ぬのなら、わたしもいっしょに死にます」

「そんな、どっかで聞いたような台詞せりふをぬかすな！」

「冗じよう談だんではありません。わたしは、本気です」

「くっ……こ、この……！」

　死ぬなんて口にするユミエルに、ついカッとなって手を振ふり上げてしまう。

　それでも、ユミエルは動じない。俺の目だけを、じっと見つめている。

「くっ……！」

「………………」

「なあ、分かってくれよ。俺は、お前を死なせたくないんだ」

「それはわたしも同じです」

「そうじゃねえだろ！　俺はお前に……！」

「同じことです」

　俺たちの話は堂どう々どう巡めぐりを見せてしまう。

　仕方ない。これも仕方がないことだ。俺たちは仲間だからな。お互たがいがお互いを思いやっていることは、言葉にしなくても分かる。仲間だからこそ譲ゆずれない。それは仕方のないことだって、分かってはいるんだ。

（でも……！）

　それでも、俺はこの子を、死なせたくないんだ。

　だから──。

「ご主人さま。わたしは、わたしはあなたのそばに」

「……ごめん」
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「う……？」

　ユミエルの口元で【眠ねむり玉】の粉を散らした。

　それだけで眠りに落ちて、しかし、最後に悲しそうな表情を見せたユミエル。

　その体をゆっくりと兵舎の床ゆかに横たえる。

（これでいい）

　ユミエルの体を《エア・クッション》で包み、俺はそっとその場を離はなれた。

　そうだ、これでいい。これでこいつは死なずに済む。

　俺が死力を尽くして立ち向かえば、最悪、この子だけは死なせずに済むんだ。それどころかより多く、もっとたくさんの人間を救えるかもしれない。

　それはこの絶望的な状じよう況きよう下で、一筋の光のように思えたが──。

　代わりに、俺の命は失われてしまうだろう。

（それでもいい）

　俺は心の底からそう思った。

　イースィンドの人たちを救えるなら、こいつの命を守れるならば。

　俺は混沌龍にだって立ち向かう。最後の最後まで迷ってしまったけれど、俺の心はようやく、何を為なすべきなのかを決めていた。

「すまん、ユミィ……元気で、な」

　最後にユミエルの髪かみを一度だけ撫なでて──。

　俺は意を決し、兵舎の外へと飛び出していった。
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　混こん沌とん龍りゆうはすぐに現れた。

　黒龍山脈から王都へ向けて、悠ゆう々ゆうと泳ぐようにやってきて──。

　途と中ちゆう、王都を守る結界に気がついたのだろう。その要かなめとなる要塞にも気づき、奴やつは俺たちの前へとやってきていた。

「龍よ！　なにゆえ人の領域を侵おかすのか！　なにゆえ人の都を目指すのか！」

　要塞の前に浮うかび、金色の目を不ふ愉ゆ快かいそうに細めている混沌龍。

　その巨きよ大だいな黒龍へ向かい、王都にいるはずの国王が魔ま法ほうで姿と声とを送る。

「建国以来、人と龍は良き関係を保ってきたはずだ！　それなのに、なぜ！」

『矮わい小しようなる人間よ。今の我は貴様らと語る口を持たぬ』

「…………!!」

　一言、二言発しただけで、混沌龍はその場を支配してしまった。

　ざわめきがない。怯おびえる声もない。静けさに満ちた谷の合間で、ただ混沌龍だけが自由と発言権を持っていた。

『人の暮らしを尊重するからこそ、わざわざここに立ち寄ってやったのだ。力任せに結界を裂さかれたくなければ、ただちに小こ賢ざかしい術式を解除せよ』

「な、に……!?」

　予想は外れて欲しかった。

　混沌龍の目的地は、王都以外であって欲しかった。

　しかし、今の言葉を信じるのなら、奴の狙ねらいはまさに王都そのものにある。

　地下の古代迷めい宮きゆうか、はたまた王家の宝物庫に用があるのか。話し合いなど一いつ切さいせずに、混沌龍が自ら出向いてきてしまっているんだ。それは「力ずくで欲しいものを奪うばう」という意思表示に他ほかならない。そしてそれはどれほどの被ひ害がいを生むのか、考えるだけでも寒気がするような事こと柄がらだった。

「待て！　望みがあるなら話を聞こう！　協力できることがあれば人手も出す！　だから、まずは話を……！」

『貴様らの手など借りぬ。時間稼かせぎに付き合う気も更さら々さらない。勇者の横よこ槍やりが入る前に、我は目的を果たしてみせる！』

「ぐうう……!!」

　切り札も見み抜ぬかれ、国王はとうとう黙だまり込んでしまった。

　あらゆる魔ま物ものを切り伏ふせる人界の守護者、勇者。確かに勇者がいたのなら、混沌龍さえ撃げき退たいできるはずなのだが──。

　勇者は世界にひとりしかいない。そして、守るべき人々は星の数ほど存在する。

　どれだけ急いでも明日の朝まで時間がかかる。先約を片づけている勇者様は、イースィンドの使者に向かってそう言ったのだとか。

　つまり、それまでは自分たちで王都を守らなければならない。

　それが俺たちが集められた理由であり、唯ゆい一いつのか細い勝利条件でもあった。

（だけど……）

　勇者の力は向こうも重々承知らしい。

　早くも臨戦態勢を取る混沌龍には、もはやどんな言葉も通じそうにない。

『まずはこの小屋を壊こわす。前座代わりに楽しませてみせろ！』

　大要塞を小屋呼ばわりする混沌龍。

　その咆ほう哮こうだけで、人々は力なくくずおれそうになったが、

「おおおおおおおっ!!　喰くらいやがれぇぇぇぇぇぇええええっ!!」

『むうっ!?』

　誰だれよりも早く、《皆みな殺ごろしのキリング》が飛び出していった！

　重力操作スキル【グラビトン】により、混沌龍は地面へと叩たたきつけられた。

　そこにすかさず加えられる大だい戦せん斧ぷでの一いち撃げき。鉄より硬かたいはずの龍りゆう鱗りんが砕くだけ、細かな破は片へんとなって四方八方へ飛び散っていく。

「オレはおめえと戦うために鍛きたえてきたんだあ……!!」

『貴様……!!』

「この好機、逃のがしゃしねえぞ!!」

　飛び散る破片で自らを傷つけ、しかし、それを気にも留めずに斧を振るうキリング。

　まるで狂戦士のような戦いぶりは、怯えた人々に活を入れ、すぐにも大きな流れを生み出していった。

「親父おやじに続けーっ！　オレたちで混沌龍を倒たおすんだ!!」

「「「おおおおおおおおおおおおおっ!!」」」

「冒ぼう険けん者どもに後おくれを取るな！　騎き士し団、突とつ撃げきせよ！」

「「「了りよう解かい!!」」」

　獣けもののごとき冒険者の群れが、隊列を組んだ騎士たちの槍やりが、徐じよ々じよに、徐々にと混沌龍の巨きよ体たいを削けずり取っていく。もちろん、混沌龍は反はん撃げきを試みたが、

「魔物の思うようにはさせない……！」

　百人、二百人の魔ま術じゆつ師したちが、加護の魔法を、そして行動阻そ害がいの魔法を、宮きゆう廷てい魔術師長の指揮の下もとに的確に放っていく。

　味方には力が満ちて、敵は思う通りには動けなくなる。

　伊達だてに魔法大国と呼ばれているわけじゃないな。束ねた力は龍にも届き、戦せん況きようをより有利な方へ動かしているように見える。

　今、混沌龍は小人に捕つかまったガリヴァーのような状態だ。

　あとはこのまますり潰つぶされて、魔ま素その粒りゆう子しとなって消えていくことだろう。

（あいつが並の魔物ならな）

　そうじゃないことは俺が一番よく知っている。

　あいつはあの程度でくたばるような奴じゃない。

　れんちゃんが何十回斬きろうと、優介が何十回魔法を放とうと、動きを鈍にぶらせることさえできなかったんだ。今、あいつがされるがままになっているのは、あえて攻こう撃げきを受けているだけに過ぎない。あの龍には戦いそのものを楽しんで、相手が何をしてくるのか、自分の体で受けて確かめているような節があった。

　今回もその流れに沿って戦いは進行している。

　いつ龍が飽あきるのかは分からないが、その前に素す早ばやく移動し、あいつに大ダメージを与あたえられるタイミングを計って──。

『もういい』

「っ!?」

『興きよう醒ざめだ』

（噓うそだろっ!?）

　俺の時よりも早すぎる！　こちらの準備がまだ整っていない！

　それなのに混沌龍は体を起こし、翼つばさを広げ、口元から黒い炎ほのおを漏もらし始めている。

　ダメージや拘こう束そくなど、やはりあってないようなものだった。砕けた鱗うろこは再生し、魔法の呪じゆ縛ばくは引きちぎられて、それをキリングたちは呆ほうけて見上げることしかできていない。

「まずい、まずい、まずい！」

　完全に予想外だった！

　いや、これくらいは予想しておくべきだった！

　二年半前のあの時と違ちがい、今の混沌龍には目的らしきものがある！

　戯たわむれなんて期待するべきじゃなかったんだ！　俺はもっと早く動くべきだった！

「おい、止やめろ、止めろ、止めろ……!!」

　強化バフをかけてる場合じゃない。慌あわてて谷を駆かけ上がる。

　しかし、もう間に合わない！

　今から飛びかかっても、混沌龍の攻撃は、きっと大地を焼き尽くす。

　そこにいる人たち諸もろ共ともだ！　アルティやキリング、谷間にいる連中は、どうあがこうが助からない！

　今、こうしている瞬しゆん間かんにも、混沌龍は大きく力を高め──。

『有う象ぞう無む象ぞうが……』

「…………っ！」

『我が前から消え失うせろ!!』

「伏せろぉぉぉおおおおおおおおおおお!!」

　果たして、俺の声は届いたんだろうか。

　それとも半ば本能で、身を守ろうとしていたんだろうか。

　キリングがアルティをかばうのが見えた。騎士が集まり、防ぼう御ぎよの陣じん形けいを取るのが見えた。魔ま法ほう使つかいはバリアを張って、冒険者の荒あらくれたちは、パッと散って岩いわ陰かげに隠かくれ──。

　その全すべてが無意味となった。

　おぞましき黒い炎、混沌龍の【カオス・ブレス】は、谷間の全てを焼いていった。

「あ、あ、あ……!?」

　要よう塞さいの外に出て、果か敢かんに戦っていた王国の精せい鋭えいたち。

　その全てが瘴しよう気きに吞のまれて消えていった。今や戦場は暗黒に沈しずみ、誰がどうなっているのか、どこに何があるのか、まったく分からないような状じよう況きようだった。

　でも、その方が良かったのかもしれない。猛もう毒どくに侵され、あるいは石化し、焼きただれたような死体を見るよりかは、見えない方が──。

「ぐ、う、うう」

「あああ……っ！」

「……えっ？」

　うめき声が聞こえた!?

　生きているのか？　まさか、混沌龍のブレスを受けて!?

『虫けらどもよ。命だけは助けてやろう』

「…………!?」

『これに懲こりたら、以後、我の邪じや魔まをするなよ』

　瘴気が晴れた要塞前には、倒れた人たちの姿が見える。

　いずれも麻ま痺ひして動けずにいるが、大きなダメージを受けた様子は見られない。

（手加減、したのか……？）

　一体なぜ？

　何のために、あいつは手加減を──。

『我は強者との戦いのみを望む！　弱者は邪魔をするな！　地に伏せておれ！』

「…………………………」

　なるほど、そういうことか。

　要するにあいつは根っからの戦せん闘とう狂きようなんだ。

　弱い者には用がなくて、強い者にしか興味や関心を抱いだかない。俺たちが戦った奴やつだって、「力を示せ」としきりに促うながしてきたじゃないか。

（なら！）

　俺が考えている手は、絶対に成功するはず！

　いや、成功させなくちゃいけないんだ！　あいつの気まぐれに期待してばかりはいられない。ものの弾はずみや心変わりで、あいつが誰かを殺してしまう前に──。

　俺があいつに一撃を加える!!

「喰らえええええええええええっ!!」

『なにいっ!?』

　崖がけの上から跳ちよう躍やくし、混こん沌とん龍りゆうの眼前に迫せまる！

　結果的に奴の意表を衝つくことができた。俺は渾こん身しんの力を込めて、手にしたナイフを奴の眉み間けんに深々と突つき立てた！

『おおおおおあああああああああっ!?』

　決まった！　会心の一撃だ！

　これで倒せはしないが、奴は思い知ったはずだ。

　ここに強者がいると。自分を害する何者かがいることを！

『おのれ……！　小こ癪しやくな真ま似ねを……！』

　眉間から黒い血を流しながら、奴は憤ふん怒ぬの表情で俺のことを見た。

『貴様の仕し業わざか！　貴様の！』

「そうだ！」

『な、ま、まさか、貴様……!?』

　目と目が合った。奴はかじりつくように俺を見ている。

　間ま違ちがいない。俺は奴のターゲットとなった。これで奴は俺を追いかけてくるはずだ。

　混沌龍の喜びは強者との出会い、そして戦いだ。王都に何の用事があるかは知らないが、明日あしたの朝までは俺との遊びに付き合ってもらう。

『待てっ！』

　要塞から離はなれるように駆け出すと、後ろから追いかけるように声が聞こえた。

　次いで、羽ばたきの音。ここまでは順調だ。みんなから距きよ離りを取り、被ひ害がいの出ない場所まで逃にげて、逃げて、逃げ続けてやる。

　そして追いつかれたら戦うんだ。この谷の地形を利用し、あいつの牙きばも爪つめも、ブレスでさえも避さけ切ってみせる。

　勇者が来るまでの十六時間、俺は龍りゆうと戦い続ける。

　それが俺の唯ゆい一いつにして絶対の作戦だった。

（なんて、ハハ……）

　いくら何でも無む茶ちやが過ぎる。

　カンストレベルと言ったって、疲つかれもするし怪け我がもするんだ。

　おそらくは持って数時間。それが俺の作れるほんのわずかな時間だった。

　だけどきっとその時間は、誰かにとってかけがえのない時間になるのだろう。もしかすると今日のうちにも、勇者が飛んできてくれるかもしれない。

　だからそれまでは、死なずに戦い続けるんだ。

　無茶でも楽観でも何でもいい。できる限り時間を稼かせぎ、戦い尽つくしてから俺は死ぬ。

　きっと誰だれかのためになると、それだけを信じ続けて──。

「さよなら、ユミィ」

　最後の最後、俺は振ふり返ってそうつぶやいた。

　あの子がいる魔ま法ほうの砦とりでは、それから間もなくして見えなくなった。
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「はっ、はっ、ぜっ、ぜっ……！」

　走って、走って、走って──。

　もう何十分走り続けただろう？

　乾かわいた谷間を走り抜ぬけ、ほんのわずかな森へ分け入り、また谷の中へと戻もどっては、陰に隠れて走り続ける。

　その間、幾いく度どとなく混沌龍の攻撃を浴びせられた。

　奴は崖を崩くずしたり、大地に尻尾しつぽを叩たたきつけたり、自じ慢まんのブレスを吹ふきつけたり──。

　まるで俺をいたぶるように、混沌龍は俺にちょっかいをかけ続けた。

　だけど、それももう終わりだ。もう少しこうしていたかったが、これ以上は俺の体力が持ちそうにない。

『ほう……追いかけっこは、もうおしまいか？』

　ばさり、ばさりと翼を打って、混沌龍が俺の前へと降り立った。

　うん、ちょうどいい。風と水が穿うがった谷間、この複雑な地形なら、俺の素早さを存分に活いかすことができる。

『ククク……ずいぶんと健けん脚きやくなのだな。後を追うのも一苦労だったぞ』

（チッ……よく言う）

　本気を出せば、もっと速く飛ぶこともできるだろうに。

　それを隠していけしゃあしゃあと、本当によく言ったものだ。

　自然と苦々しい表情になる。それを見た混沌龍は、ますます嬉うれしそうな声を上げた。

『楽しかったぞ、貴様との戯れは』

「そうかよ」

『ああ。だが、それもここまでだ。いよいよ覚かく悟ごしてもらおう』

　ギラリと金色の目を光らせる混沌龍。

（そうか、始まるのか……）

　俺の、最後の戦いが。

（大だい丈じよう夫ぶ。周りには何もないし、誰もいない）

　赤茶けた谷が広がっているだけだ。これなら、被害を気にせずに戦える。

（しかし……）

　始まりが荒こう野やで、終わりは谷間か。

　いくら何でも殺風景過ぎて、思わず自じ嘲ちようめいた笑いが口から漏もれてしまう。

　それをどう解かい釈しやくしたのか、奴はまるで笑うかのように顔を歪ゆがめた。

（残ざん忍にんな奴め）

　あの顔は、獲え物ものをいたぶろうという顔だ。

　これから始まることが楽しくて楽しくてたまらない。そんな顔をしてやがる。

　そんな顔をする奴を、絶対にグランフェリアに行かせるわけにはいかない。みんなが、ユミィが暮らしている街には──。

「くそっ、そもそも、なんでグランフェリアなんだよ！」

　つい、愚ぐ痴ちをこぼしてしまった。

　極論を言ってしまえば、どこか他ほかの国に行って欲しかった。魔ま王おうが治める大陸中央とか、聖女が住まう聖都サーバリオとか、戦う相手に事欠かない場所にだ。そんなに強者と戦いたいのなら、いっそのこと勇者目がけて飛んでいって欲しかった。

（なんで、よりにもよってグランフェリアなんだ……!!）

　その疑問を耳ざとく聞いていたのだろう。

　混沌龍はにやりと笑うと、ささやくようにこう告げた。

『聞きたいか？　それはな、お前がいるからだ』

「え……？」

『お前に会いに来たのだ。二年半前、我に深手を負わせたお前にな』

「………………」




　まさか。




　こいつは、あの時の、混沌龍？

「倒たおした、はずだ」

『あの程度では死なぬさ』

「心臓をえぐった……!!」

『ああ、素す晴ばらしかったぞ。あの時、貴様がつけた傷が最も深かった。傷口が塞ふさがっても、毎夜毎夜、じくじくと痛むほどでな。その度たびに、貴様の技わざ、貴様の動きが鮮せん明めいに甦よみがえり、おかげで我は、一日たりとも貴様の顔を忘れたことがなかった』

「………………!!」

　恨うらみか。あの時の恨みを晴らすため、こいつは王都を目指していたのか。

　だとしたら──だとしたら、俺がいたから──。

　この国は危機に瀕ひんしていたのか？　あっけなく滅ほろびようとしていたのか？

（俺がいたから……）

　体からドッと力が抜ける。虚きよ脱だつ感が俺を支配する。

　犠ぎ牲せいになるって飛び出したけど、なんてことはない。

　俺が、俺こそが原因だったんだ。全すべての元げん凶きようは俺だったんだ。

　俺がいなけりゃ、こいつが王国に来るなんてことはなかった。俺がいなけりゃ、みんなが恐きよう怖ふで涙なみだするなんてことはなかった。

　なのに俺は、英えい雄ゆうか何かのつもりになって、自己犠牲に酔よっぱらって、こんなところまで走り続けて──。

「疲れた……」

　あまりの道どう化けぶりに、もう立ってすらいられなかった。

　尻しりもちをつくように腰こしを下ろし、がくりと脱だつ力りよくし、うなだれる。

『ほう、腹をくくったか。覚悟はできたようだな』

　ずしり、ずしりと、混沌龍が歩み寄ってくる。

　愚おろかな俺に、死が近づいてきている。

「教えてくれ……お前の目的は、俺だけなんだよな？　この国の人たちには、手を出さないんだよな？」

『当然だ。元より、我が目的は貴様だけだ。他の者など、眼中にないわ』

「そうか……」

　心残りはなくなった。

　安心して、死ねる。

『ククク……この時を待ち望んでいたぞ』

　俺の前で静止した混沌龍。

　奴やつは身をかがめ、手を伸のばしてくる。鋭するどい爪が、俺に迫る。

　あれで貫つらぬかれるか、はたまた握にぎりつぶされるか。どっちにしろ、俺みたいな奴には相応ふさわしい最さい期ごなのかもしれない。

　それでもまだ、怖こわいと感じる心が残っていたんだろう。

　思わずギュッと目をつぶってしまう。視界は闇やみに閉とざされて──。

　すると走そう馬ま灯とうのように、様々な光景、色んな人たちが、まぶたの裏に浮うかんできた。

　───庭ではしゃぎまわる孤こ児じ院いんのガキども。

　───まんぷく亭で酒を酌くみ交かわす近所の人々。

　───学園の奴らに、冒ぼう険けん者ギルドの面々。

　───そして、泣きじゃくる、ひとりの少女。

　これはユミエルだ。いっしょに暮らしている、妖よう精せい種の女の子。

　しっかり者に見えるけれど、本当はさびしがり屋だということを知っている。

　ユミエルは、俺がいなくなったらどうするんだろう。案外、変わらない日々を過ごすのだろうか。それとも、ひとりで毎日泣くのだろうか。親友を失った俺のように、抜け殻がらのようになってしまうのだろうか。俺は、あの時感じたような気持ちを、あの子に与あたえてしまうのか──。

「それだけは……ダメだっ!!」

『ぬうっ!?』

　絶望と諦てい観かんを振り払はらい、ナイフを抜いて素す早ばやく斬きりつける！

　今まさに俺に触ふれようとしていた爪、その切っ先を切り飛ばしてから俺は叫さけぶ！

「俺は……俺は!!」

　まだ死ねない！　生きていたい！

　ユミエルの隣となりで、ユミエルといっしょに、これから先も生きていたい！

　言葉にならない想おもいが、腑ふ抜ぬけた俺の体に活力を甦らせる。

　動く。俺の体は、まだ動くんだ！　諦あきらめてなどいられない！　何もせずに命を差し出すなんて、あり得ない！

『いい目だ。それでこそ、我が強者と認めた男』

　またも混こん沌とん龍りゆうが顔を歪める。こんなにやけた奴に俺の人生をどうこうさせたりしない。

　こいつを倒せばいいんだ。時間稼ぎ以外にも、俺には選せん択たく肢しがまだ残されている。

　俺が混沌龍を倒す。

　今、この瞬しゆん間かんに、俺の全てを賭かける！

「さあ、かかってこいよ、トカゲ野や郎ろう！　今度こそぶっ殺してやる!!」

『この我に、そのような大言を吐はくとは……いいぞ、いい！　貴様は素晴らしい！　もう我が慢まんならぬ。すぐにも始めようぞ！』

「ああ!!」










「子づくりを!!」










[image: ]

　ぼうん！

　そんな音とともに、混沌龍の巨きよ体たいが白はく煙えんに包まれた。

　そして、その中からひとりの少女が飛び出してきて──。

　なんか、抱だきつかれ、押し倒されてしまった。

「え……？　え？」

　俺にまたがり、にっこりと笑う少女。

　ゴスロリ服を着た黒くろ髪かみの、多分、龍りゆう人じんの女の子？

　背中には小さな羽が生え、腰の辺りにはやはり小さな尻尾しつぽが生えている。

　目は珍めずらしくも金色だし、まるで擬ぎ人じん化した混沌龍のようだ。

「って、まさか……お前……混沌龍!?」

「うむ！」

　煙けむりは風に流されたが、そこには混沌龍の巨体はなかった。

　代わりに現れたのがこの少女だ。つまりは、この小さな女の子が、あの混沌龍ということになるわけで──。

「な、なんで……!?」

　こいつは俺を殺しにきたんじゃないのか？

　なんで、女の子の姿になって抱きついてきているんだ？

　なんで──。

「決まっておろう！　お前と子づくりをするためだ！」




　拝はい啓けい、ユミエル様。




　どうやら、俺にはドラゴン語は難しすぎたようです。




　　　　‐５‐




「なあ、なぜダメなのだ？　何が気にくわんのだ？　なあなあ」

　グランフェリアに続く街かい道どうを、俺はゴスロリ服を着た少女と歩いていた。

　彼女の名前はルートゥー。御おん年とし千年を超こえる混沌龍《カオスドラゴン》様だ。

　二年半前、俺たちが死ぬ気で倒たおした（と思っていた）魔まの山の主。王国を恐怖のどん底に叩たたき落とした黒き死の象しよう徴ちよう。俺と同レベルにして、俺よりもずっと強いような──。

　そんな化け物が、俺と子どもをつくるためだと言って変身したんだ。

　あの恐おそろしき巨きよ龍りゆうが、今は幼さが抜ぬけ切らない少女へと姿を転じている。

　いや、それどころか──。

「やはり、こちらの方がよかったか？」

　そう言うやいなや、みるみるうちにルートゥーの体が成長していく。手足は伸び、腰はくびれ、胸は大きく膨ふくらんで。そして、ピンクの唇くちびるは、まるでバラ色のルージュをひいたかのように赤く、艶つややかに染まっていく。

「どうだ？　これならそそるか？」

　そう言って、俺にしなだれかかってくる龍人の美女。

　いや、これもルートゥーだ。急激な成長を遂とげたルートゥーは、何やらいい匂においすら漂ただよわせながら、俺の体に腕うでや脚あしを絡からめてきていた。

「だからっ！　そういうの止やめろって！」

「なんだ、反応が悪いな。やはり少女の姿の方がいいか」

　そう言うとまたしても、あっという間に少女の姿に戻もどるルートゥー。

　どうやら彼女は変へん幻げん自じ在ざいに姿かたちを変えられるらしい。その能力を使って女の子になっているみたいだが──。

　ドラゴンが女の子に？　女の子が美女に？　んで、すぐにもドラゴンに戻れるんでしょう？　その不定形っぷり、まさしく混沌カオスだ。

　妙みようなところで名前の由来を知ってしまう今日この頃ごろだった。

「どうだ？　我はかわいいだろう？　父様や母様、他ほかの龍族の男どもも、みな一様にかわいい、かわいいと褒ほめ称たたえてくれた。そんな我と子づくりしたいであろう？　我に種つけしたいと思うはずだ」

　混沌龍のルートゥーさんが、先ほどからお尻しりをふりふり、自分のかわいさをアピールするかのように、俺に対して何やらポーズを決めている。

　ぶっちゃけ、かわいいとは思う。思うけれども、

「子づくりは」

「したくありません！」

「なぜだっ!?」

　ショックを受けて青ざめるルートゥー。

　いや、俺の方がショックだよ。貞てい操そう観念どうなってんだ。

「当たり前だろうっ！　何でろくに知りもしない相手と子どもがつくれるんだ！　少なくとも、俺はできない！」

「我はできるぞ？」

「俺ができないって言ってるんですぅーっ！」

　果たして本当に意思の疎そ通つうはできているのだろうか。

　押し倒された時から今に至るまで、ずーっとこの会話の繰くり返しだ。

「そもそも、なんで俺なんだよ。俺より強い奴やつはいっぱいいるだろ。ほら、勇者とか……天上龍とかいるじゃん！　強い奴がいいってんなら、そういう奴らにしとけって。な？」

「勇者は勇者臭くさいから好かん。天上龍様は我々龍族の神様だ。どちらも子づくりの相手としてはありえない。我は、貴様がいいのだ」

「なんでだ？　あの時、お前と戦ったのは俺だけじゃねえだろ。なんで俺なんだ」

「それは……き、貴様が、初めて、我の心臓をえぐった者だからだ」

「……は？」

　やっぱりドラゴン語は難しいですね。まるで意味が理解できない。

　え？　今、何で俺を選んだんだって話をしているんだよ？　なんでそこで臓器の名前が出てくるの？

　ますます混乱していく俺。そんな俺の様子にも気づかず、ルートゥーは桃もも色いろに染まった頰ほおに手を当て、恥はずかしげにぽつり、ぽつりと語り出した。

「我が龍りゆう鱗りんを貫つらぬく短刀……肉や骨を断たち切り、奥へ奥へと沈しずめられる魔素の刃やいば……そして、我が心臓を蹂じゆう躙りんする貴様のスキル……どれも甘く、切ない感情を我にもたらした」

「は？」

　俺の【心臓貫ぬき】でえぐられて、その感想？

　え？　心臓破れちゃったんだよ？　レイドボスって怖こわいなぁ。

「こんこんと湧わき上がる愛いとおしさが、生まれて初めて我を酩めい酊ていさせた。我はあの瞬しゆん間かん、波に翻ほん弄ろうされる木の葉のようだった。貴様に心臓を貫かれたあの衝しよう撃げきは……まるで爆ばく発はつのようだったぞ」

「爆発」

「たとえるならば、そう。赤い実、はじけた」

「やかましいわ！」

　心臓弾はじけてその程度かよ！

　本当に恐ろしいな、混沌龍ってやつは……。

　俺のドン引きする姿にも気づかずに、ドラゴン・ルートゥーはなおも語る。

「気がつけば、貴様は姿を消していた。我に狂くるおしいほどの恋れん情じようを植えつけ、いずこかへと去っていたのだ。どうしようもない感情を持て余し、毎夜毎夜、我の心臓は切なく疼うずいた……貴様を想おもわぬ日はなかった……」

　ルートゥーの目が潤うるんでいる。

　頰は赤く染まり、結ばれた唇はひくひくと震ふるえている。

　そして混こん沌とん龍りゆうの少女は、俺の胸に顔をうずめてきたんだ。その小さな体が熱を帯びているのを感じられる。

「嬉うれしかったのだぞ……貴様の力を感じ取った時、我は涙なみだすら流したのだ。貴様に会うために、体も綺き麗れいに磨みがいた。服も新調した。そして準備が整った後、高鳴る鼓こ動どうを抑おさえながら、幸せを嚙かみ締しめるように、ゆっくりと時間をかけて貴様の下もとへと飛んできたのだ」

　俺の体に回された腕に、ギュッと強い力が籠こもる。

　俺の服に埋うずめられた口から、熱い吐と息いきが漏もれるのが分かる。

　ルートゥーが、俺に体のすべてを預けているのが分かる──。

「これで、我の気持ちは分かっただろう……？」

「ああ……」

「ならば、さあ、タカヒロ……我と、子づくりしよう……？」

　潤んだ瞳ひとみで俺を見上げ、ルートゥーがささやいてくる。

　彼女の言葉は、きっと偽いつわりのないものだ。自分の心を包つつみ隠かくさず、胸のうちを俺に向かってさらけ出しているんだ。

　だとしたら、それに対する俺の答えは決まっている。

　俺の答えは、こうだ。

「お断りします」

「なぜだっ!?」

「自分、心臓貫かれて喜んじゃうような人はタイプじゃないんで……」

「我の初めてを奪うばっておいて、何をぬかすかっ!?」

「ひ、人聞きの悪いことを！　言い方っ！　言い方っ！」

　やいのやいのと騒さわぎつつも、俺たちは街道を歩き続ける。

　俺は我が家へ帰るために。混沌龍ルートゥーは、俺に嫁よめ入いりするために。

（……連れて行くしか、ないんだろうなあ）

　帰れと言われて素す直なおに聞く奴じゃないだろうし、力ずくで追い返そうにも相手の方がずっと強い。どうにもならなそうだ。

　すまん、ユミエル。同居人が増えそうだ。
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「ほほう、ここが貴様の家か。そして、我らの愛の巣か」

「違ちがう違う。愛の巣にはなりません」

「我は思うのだ。つれない態度も、またいいと」

　誰だれかこいつをどうにかしてくれ。

　もう勇者はいるんだろう？　あれから三日も経たったのだもの。

　だけど現実は非情なもので、勇者は次の現場へ向かったそうだ。まあ、倒すべき敵が消えてしまったもんな。まさか勇者に探して回れとは言うこともできず、国王たちは渋しぶ々しぶ彼女を見送ったそうだ。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな結末じゃ、民たみの不安は拭ぬぐえないと思うんだが──。

　案外、どうにかなっているらしい。それも俺が思いもしない方向で。

（黒騎き士しってなんだよ……）

　どうやら混沌龍は、黒騎士なる者が倒したことになったようだ。

　全身黒ずくめの謎なぞの騎士。それが混沌龍の眉み間けんを割って、いずこかへと連れ去っていったらしい。朦もう朧ろうとした意識の中、あの場にいた全員がそれを目もく撃げきしたそうだ。確かにそれは黒かったし、確かに龍に剣けんを突つき刺さしていた。要よう塞さいにいた者たちも、龍が上げる絶ぜつ叫きようを間ま違ちがいなく聞いていた。

　その後、混沌龍が姿を消したことから、「混沌龍は黒騎士が倒した」という結論に至ったらしい。探知魔ま法ほうを使っても「巨きよ大だいな龍」が見つからない。国内のどこからも目撃情報が上がってこない。これはもう、間違いなく死んだのだろうと、人々は胸むねを撫なで下ろしているそうなんだけど──。

（ああ……すげえ的を外してる）

　混沌龍は死んじゃいない。

　俺と腕を組み、俺の隣となりでにこにこ上じよう機き嫌げんで笑っている。

「巨大な龍りゆう」なんてどこにもいないよ。少女の姿になっているんだから。

　それさえ知らずに、「黒騎士の正体は誰だろう？」「無名の英えい雄ゆう、次世代の勇者候補だろうか」などと噂うわさ話ばなしに興じている始末。

　ああ、その能天気さがうらやましい。

　俺も目の前にある真実を、すべてなかったことにしたい。

（そもそも何だよ、黒騎士って。俺のことか？）

　そりゃまあ黒いし、混沌龍の眉間を割りはしたけどさ。

　倒たおしてないし、そもそも俺は騎士じゃない。あの時はみんなブレスを喰くらってグロッキーだったからな。なんか変な風に戦いの光景が映ったんだろう。その結果、飛びかかったのが俺だとバレなかったのは良かったんだけど──。

（あ～、も～！　あとだあと！　考えるのは止やめだ！）

　こんなところでうだうだ考えていても仕方がない。

　俺は頭をかきむしって、改めて自分の家のドアへと向かった。

「いいか？　これから家に入るけど、変なことは言うんじゃないぞ？」

「ああ、承知している。何度も言うでない」

　龍の翼つばさと尻尾しつぽを揺ゆらし、余よ裕ゆうたっぷりな顔で俺に答えるルートゥーさん。

　大だい丈じよう夫ぶかな。大丈夫なのだろうか。いや、大丈夫だ！　きっと大丈夫！　なはず！

　こう見えて千年も生きてるんだから、常識や社会のルールだってちゃんと分かっているはずなんだ。俺は信じているぞ、ルートゥー！

「じゃあ……開けるぞ」

「うむ」

　いよいよ帰宅の瞬間だ。ここまで本当に長かった。

（疲つかれた……）

　まずは風ふ呂ろだな。そのあとにすぐ寝ねよう。

　そんなことを考えながら、玄げん関かんのドアノブに手をかけようとすると、

「ご主人さまっ！」

「うおっ!?」

　中から飛び出してきたユミエルが、勢いを殺さずに俺に抱だきついてきた。

　ひょっとして泣いているんだろうか？　若じやつ干かん鼻声だったような気がする。

「ユ、ユミィ？」

「ご主人さま……！　ご主人さま……！」

　やっぱり泣いていたんだな。

　おまけに髪かみが乱れてしまっている。いや、しかしだな。

「ちゃんと連れん絡らくしただろ？　生きてるって」

「ですが……」

「うん、まあ、その。あんなことしたのは悪かったけどさ」

　無む理り矢や理り眠ねむらせて、自分ひとりで戦場に赴おもむくなんて──。

　目が覚めた時、きっと心臓が凍こおりついただろうな。俺からの【コール】が繫つながるまで、こいつは気が気じゃなかったはずだ。それが分かっているだけに、やっぱりどうにも、気まずくなってしまうわけで──。

「今度同じことをしたら怒おこりますよ……」

「う、す、すまん」

「本当ですよ……」

　少しだけ落ち着いて、しかし、俺の服から手を離はなさないユミエル。

　すん、すんと鼻を鳴らす女の子に、俺はどうしていいのか、ひたすら困ってしまうばかりだった。

（だけど、ああ、やっぱり）

　帰って来られてよかった。生きて戻もどれてよかった。

　ユミエルの温ぬくもりを感じながら、俺はそう、生きる喜びのようなものを感じていて、

「わ、我というものがありながら……！」

「ん？」

「なんだ、その女は!?」

　狼ろう狽ばいした声に振ふり向けば、顔を青くしてわなわなと震えている少女の姿が見えた。

　あ、そういえば、こいつもいたんだった──。

「タカヒロ！　どういうことだ！　貴様、まさか既き婚こん者か!?」

「い、いや、その」

「許さん！　許さんぞ！　我は正妻の立場以外認めぬ！」

「違うって」

「第二、第三夫人に収まるなど、我の誇ほこりにかけてだな！」

「ううう……!?」

　飛んできただけでイースィンドに大おお騒そう動どうを巻き起こした混沌龍。

　かわいらしい少女の姿になったとはいえ、秘ひめる力は同等で、こいつはまさしく「少女の姿をしたドラゴン」なんだ。

　そんなものを招き入れ、俺の暮らしは一体どうなってしまうのだろうか。

　分からないまま流されて、分からないまま何やら新たな騒動が起きようとしている。

（まさかれんちゃん、『大いなる災さい厄やく』ってこいつのことか？）

　かもしれないし、違うのかもしれない。

　どちらにせよ、今日だけはすべてを忘れ、ただ泥どろのように眠りたかった。




「説明するのだ、タカヒローッ！」
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　朝が来たことには気がついていた。

　時刻はだいたい午前九時か。感覚的にそれくらいのことは分かる。

　カーテンがあるのに明るいし、外はざわざわと活気に満ちているし──。

　もう起きなくちゃいけない時間だ。早く着き替がえて顔を洗って、リビングで「おはようございます」を言わなくちゃいけない。

　そうしないとまたおしおきされるぞ。ナイフとか鞭むちとかで脅おどされるんだ。

　そうなる前に、さあ！　佐さ山やま貴たか大ひろ！　起きるんだ！

「うう～ん」

　ダメみたいですね。

　俺の体はまったく言うことを聞いてくれない。

　まあ、今は春だからな。春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずじゃないけれど、ベッドの中にいるのが本当に気持ちよくてしょうがないんだ。

　温かい布ふ団とんに包くるまって、寝ねたり起きたりのまどろみを楽しむ。

　こんなに幸せなことはあるだろうか。特に今の季節は最高で、俺はもう、ここから出るようなことはしたくなかった。

（いつまでもこんな時間が続けばいいのに）

　そんなことを考えながら、俺はごろりと大きく寝ね返がえりを打って、

「……ん？」

　何か今、柔やわらかなものに触ふれたような気がする。

　布団じゃないな。犬や猫ねこ、ぬいぐるみの類たぐいでもなさそうだ。

　もっとすべすべとした、絹を貼はった水風船みたいなもので──。

「えええっ!?」

　そっと布団をめくってみると、そこには少女の裸ら体たいがあった。

　さらりと広がる黒くろ髪かみ。朝日の中、純白に輝かがやく肌はだ。ふたつの胸は小ぶりなサイズで、小さなお尻しりも丸くかわいくバランスがいい。

　女ではないが、子どもでもないといったところだろうか。

　まさに少女といった姿のそれは、羽や尻尾しつぽで龍りゆうの特とく徴ちようも備えていて、

「って、ルートゥーじゃねえか！」

　果たしてそこにいたのは、混こん沌とん龍りゆうことルートゥーだった。

　いつの間に潜もぐり込んできたんだろう？　彼女は俺の隣となりですやすや寝ね息いきを立てていたが、すぐに目を覚まし、ふわあと大きくあくびを浮うかべた。

「ああ、おはよう、タカヒロ」

「あ、ああ、おはよう」

「ふふふ、なんと素す晴ばらしい目覚めだ」

「はあ」

「こうするのが夢だったのだ！」

「そっすか……」

「うむ！」

　ベッドの上で女の子座りをしたまま、うんと大きく背せ伸のびをするルートゥー。

　さっきからずっとそうなんだが、この間、彼女はずっと裸である。色々と大事なところが隠れていないし、そもそも、隠そうという気すらなさそうだ。

「お？　ん？　見み惚ほれていたのか？」

　俺が呆ぼう然ぜんと見ていると、それをどう勘かん違ちがいしたのか、ルートゥーがぐいっと体を近づけてきた。

「ふふん。いいのだぞ、手を出しても」

「出さねえよ！」

「遠えん慮りよするな。貴様と我の仲ではないか」

「会って十日も経たってませんーっ！」

　正確には二年半ぶりの再会だったが──。

　まあ、似たようなもんだ。仲とか関係とかどうこう言われても困る。

「ほら、出てけ！　部屋は用意してやっただろ！」

「ひとり寝はさびしいのだ。我はタカヒロと同じ閨ねやがいい」

「知るか！　俺は嫌いやだって言ってんだよ！」

「我と子づくりしたくないのか？」

「したくないって言ってんの！」

　裸の少女とどったんばったん、ベッドの上で大おお騒さわぎだ。

　字じ面づらだけ見たらいい感じに見えるんだけどな。

　なんだろうな、この疲つかれと虚きよ無む感かんは。

「いったい何が不満なのだーっ!?」

「全部だ！　この状じよう況きよう、全部！」

「そんなはずはあるまい！　我はドラゴン一のいい女だぞ!?」

「俺は人間なんだよぉーっ!!」

「……ご主人さま、そろそろ起き床しようを」

「あ」

「ん？」

「……失礼いたしました」

「誤解だーっ!!」

　情事の最中、うっかりドアを開けてしまった。

　みたいな顔をするんじゃない、ユミエル！　そっとドアを閉めるな！　このまま俺を置いていくな！

「さあ、続きをしようか？」

「しないっつってんだよ!!」

　再会して五日、いい加減言葉に遠慮もなくなってきたけれど。

　その程度で龍を止められるはずもなく、俺の暮らしはまだ嵐あらしの最中のようだった。

　たとえばそう、昨日の集まりの時なんかも──。
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「「「「「「婚こん約やく者!?」」」」」」




　王都に帰ってきた翌日、俺の家にはいつもの面子めんつが集まっていた。

　帰き還かんの知らせを受けて飛んできたんだろう。中には息せき切って、額に汗あせを浮かべたような奴やつもいた。

　そんな奴らに向けて、ルートゥーが放った言葉がこれだ。

「我はルートゥー！　サヤマタカヒロの婚約者である！」

　この衝しよう撃げき的な自己紹しよう介かいに、当の俺さえ、大きな声を上げてしまっていた。

「ど、どういうことだよ、タカヒロ!?」

「そうですわ！　い、いつの間に婚約などと……!?」

「い、いや、俺にも何が何だか……」

「え？　え？　噓うそだよね、タカヒロ？」

「噓だと思いたいが……」

「本当のことだ！」

「「「「ええええええええっ!?」」」」

「せ、説明を！　先生、説明してくださいませ！」

「そうだ！　ちゃんと分かるように説明しろ！」

「んなこと言われたって……!!」

「どうした、タカヒロ。この小こ娘むすめたちに教えてやれ。あの運命の日のことをな！」

「うわあああああああっ!?」

「ああっ!?　カオルさんが発はつ狂きようしましたわ！」

「た、耐たえ切れなかったんだ！　無理もねえ！」

「あの日、タカヒロは我を猛もう烈れつに攻せめ……」

「女の方が語り出したぞ！」

「雄お々おしき力で、我の膜まくを突つき破り！」

「まあ!?」

「心膜！　心膜のことな!?」

「それって逆におかしくないか!?」

「どういうことですの、先生!?」

「あああああ～！　もおおお～っ！」

「ふむ、彼女はもしや……」

「こんやくしゃってなんだろ？」

　まあ、だいたいこんな感じだった。

　俺んちのリビングは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化したんだ。カオルが倒たおれ、アルティが叫さけび、フランソワが取り乱して、クルミアが首を傾かしげて。エルゥとユミエルはいつも通りだったが、若じやつ干かん、様子がおかしいようにも見えた。

　そんな混こん迷めいの場において、ルートゥーだけが王者のごとく構えていた。

　その図太さ、マイペースさ、それはまさにドラゴン級。いるだけで大混乱を引き起こす、まるで天変地異のような存在は──。

「以後、よろしく頼たのむぞ！」

　俺ん家でも例外なく、大きな騒そう動どうを引き起こすのだった。




「ほれ、あ～ん」

「あ～ん……」

「ふふん、どうだ、美味うまいか？」

「まあ、美味いけどさ」

「そうか！　では、我にも、あ～ん」

「あ～ん……」

「うむ、美味いっ！」

　大混乱から明けて一日、ルートゥーは相も変わらずマイペースだった。

　寝ね起おきのドタバタから始まって、着き替がえるのにも、顔を洗うのにも、そして飯を食べるのにも、終始俺にべったりだ。

　まるで恋こい人びとみたいな感じで──。

　まあ、本人はそのつもりでいるんだろう。頰ほおをほんのり染めていて、目をキラキラと輝かせ、まさに「恋こいする乙女おとめ」状態だ。

　千年以上生きてるそうだが、精神年ねん齢れいは見た目相応に幼いのかもしれない。無む邪じや気きで、けなげで、純じゆん粋すいで、人を愛せば愛されると本気で信じている節がある。

　そんな子を突き放すのは、いくら俺でも躊躇ためらわれるけど──。
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　う～～～～～む。

「さて、食休みにひと眠ねむりでもするか」

「えっ？　いや、俺、これから仕事が……」

「仕事などせずともよい！　我が百年でも二百年でも養ってやる」

「いやいやいや！　そんなヒモみたいなことはだな！」

「遠慮などするな。我は貴様のためなら何だってしてやりたいのだ」

　そう言ってにっこりと笑うルートゥー。

　彼女は俺の腕うでを取り、日当たりのいい小上がりへと連れて行こうとする。

　だが、それはダメだ！　それだけはダメだ！　よりにもよってユミエルの前で、堂々とサボろうとするだなんてあり得ない！　ユミエルがおしおきメイドになる前に、ここは素す早ばやく事務所に移り、そこから配達にでも出かけて！

「なんだ、それほど仕事がしたいのか？」

「いや、そういうわけでも」

「我も手伝おうか？」

「え？」

「そこまで仕事がしたいのならば、我もそれを手伝うぞ！」

「えええええっ!?」

　事態は思わぬ方向へと転がってしまった。

　こいつが手伝う？　俺の仕事を？

　あの混こん沌とん龍りゆうが、人間の街で、何でも屋の仕事を手伝うだと!?

（絶対、ろくなことにならねえ……!!）

　バッドエンドが目に見えて、俺はそそくさとルートゥーから離はなれた。

　しかし、混沌龍はそれを逃にがさない。俺の腕に腕を絡からめ、めちゃくちゃ乗り気な顔で事務所の方へと行こうとしている。

「未来の夫の手助けは、未来の妻の務めでもある！　さあ、我が愛いとしきタカヒロよ！　我にどんどん仕事を与あたえるがいい！」

「えええええ……!?」

　そのままズルズルと引きずられていく俺。

　それを啞あ然ぜんと見送るユミエル。そして輝かがやく笑え顔がおのドラゴン、ルートゥー。

（なぜだ、なぜこうなる）

　それはもちろん、混沌龍が居座っているからだ。

　恋する乙女のルートゥーさん。彼女が暴走、激走しているからだ。

（やっぱり追い出した方がよかったか？）

　気に病やむとか言ってる場合ではなくて、きっぱりと突き放してしまうべきだったか。

　いや、だけど、失しつ恋れんしたルートゥーが大暴れしそうで怖こわいし──。

　力ずくでどうこうしようにも、俺だけじゃ歯が立たない相手なんだ。

（結局のところ、流されるしかないんだろうな）

　わずか五日で諦あきらめて、あとは野となれ山となれだ。

　絶対的な上位者に対し、俺は打開策を見み出いだせずにいたが──。

　援えん軍ぐんは意外なところから、思わぬ形でやってくることとなる。




　　　　‐３‐




「ごめんください」

「ごめんくださいまし」

　案の定の大暴走、ルートゥーのお手伝いの後処理も終わって──。

　もう店じまいだという頃ころに、そいつらはぞろぞろとやってきた。

「は～……い？」

　倉庫の中から顔を出し、お客さんに返事をする。

　しかし、俺はそこで固まってしまった。なぜならそこに立っていたのは、この街では見たこともない連中だったからだ。

「おお、ご在宅でしたか」

「は、はあ」

　ゆったりとした着物をまとった、どこか仙せん人にんっぽい白しら髪がのお爺じいさん。

　その後ろに控ひかえている、まるでコピペしたみたいな黒くろ髪かみのメイドさんたち。

　それだけなら驚おどろきはしなかっただろうが──。

（この人たち、全員龍りゆう人じんか？）

　お爺さんはレッドドラゴンの特とく徴ちようを。

　メイドさんたちはシャドウドラゴンの特徴を。

　それぞれが角と尻尾しつぽという形で備えている。そしてそれを隠かくそうともせず、自身の身分証明としているようだった。

「お初にお目にかかります。わしの名は老ろう龍りゆう。そしてこの子らは影えい龍りゆうの姉妹。いずれも混沌龍、ルートゥー殿どのの縁えん者じやでございます」

「ええっ!?　だとすると、あんたら」

「ほっほ、もちろん、正体は龍でございますよ」

　その証しよう拠ことばかりに、老龍さんは片目を大きく開いてみせた。

　爬は虫ちゆう類るいを思わせる縦長の瞳ひとみ。なるほど、確かに人外じみている。

「今はヒトに化けてはいますが」

「私たちは紛まぎれもなくドラゴン」

「まずはそのことをご理解ください」

「わ、分かったよ」

　壁かべ際ぎわに控えるメイドさんたち、その影かげがぐにゃりと歪ゆがんで龍の形になる。

　あの四人全員もドラゴンか。なんかとんでもないことになってきたな。

「それで、そのドラゴンさんたちが」

「はい」

「一体、うちに何の御ご用ようでしょうか……？」

　自然と声がか細くなっていった。

　いや、だって仕方がないだろう。ルートゥーだけでも手に余るのに、続けて五体もドラゴンが来たんだ。気にするなって方が逆に不自然だ。こいつらも騒さわぎの種にならないかと、俺は内心、冷や汗あせをだらだらと流しまくっていた。

　しかし、老龍さんはふっと笑うと、腰こしを曲げて深々とお辞じ儀ぎをしてきた。

「この度たびはご迷めい惑わくをおかけしました。あの子はわしが連れて帰りますゆえ」

「えっ？」

「結けつ婚こん云うん々ぬんもわしが諦めさせましょう。どうぞご安心ください」

「本当ですかっ!?」

　思わず前のめりになって食いついてしまった。

（これは……！）

　思ってもみない展開ってやつだ。

　まさか、あの混沌龍に！　あのルートゥーに！　保護者がちゃんといただなんて!!

「お、お願いしてもいいんですか？」

「逆にこちらが頭を下げる方です」

「うちのお嬢じよう様さまが無む茶ちやを申しました」

「サヤマ様、大変申し訳ありませんでした」

「うううっ！」

　当たり前の対応がこんなにも嬉うれしい。

　最近、非常識な存在のとんでも理論に振ふり回されてばかりいたからなあ。

　地じ獄ごくで仏とはこのことで、俺は一も二もなく、素す直なおに首を縦に振っていた。

「じゃあ、頼たのみますよ。ルートゥーは今、リビングの方にいて……」

　事務所の奥から廊ろう下かに出て、すぐ目の前のドアノブへと手をかける。

　後ろからは老龍さんとメイドさんたちがついてきている。特に気負った様子もない。これなら全部任せてしまってもいいだろう。無む理り矢や理り引きはがすような形になってしまうが、元はと言えばあいつが勝手にやってきたんだからな。人間は人間、ドラゴンはドラゴン、元いた場所に戻もどるのが一番だよ。

『タカヒロ～！』『タカヒロ！』

『こうするのが夢だったのだ！』

『嬉しかったのだぞ……』

「…………」

　別れるとなると、途と端たんにあいつの顔が浮うかんでくるな。

　まあ、ルートゥーの天てん真しん爛らん漫まんなところは嫌きらいじゃなかった。嫌いじゃなかったけど、やっぱり強ごう引いんすぎたんだよ。

　黒こく龍りゆう山脈に帰ってもらって、そこで俺のことを忘れてもらって──。

「ルートゥーさ─────────ん!!」

「っ!?」

「ルートゥーさん！　この私が助けに来ました！」

「え、ええっ!?」

　轟ごう音おんが響ひびいたかと思うと、壁かべが吹ふっ飛び、そこから何者かが飛び出してきた。

（なんだ、このカンフー野や郎ろう!?）

　侵しん入にゆう者の正体は、中国の武ぶ闘とう家っぽいイケメンだった。

　癖くせのある長ちよう髪はつに涼すずやかな目元。整った顔立ちにすらりと伸のびた手足。

　そんでもって着ている服は武術の道着で、

（……うん、やっぱりカンフー野郎だ）

　どこかで見本にできそうなほど、見事なまでに武闘家然とした男だった。




「どこです!?　ルートゥーさん！　あなたの青せい龍りゆうが来ましたよ！」

「青龍です！　この私が助けに来たのですよ！」

「ルートゥーさん！　いたら返事をしてください！」

「ルートゥーさん！」「青龍です！」「この私がいるのです！」

「ルートゥーさ────────ん!!」




「「「………………」」」




　いきなり現れたイケメンに、すっかりその場が吞のみ込まれてしまっていた。

　騒そう々ぞうしく叫さけび回り、ルートゥーの名を呼んではまた歩き回る青年。よく見れば彼もまたドラゴンのようで、青い尻尾がうねうねと悶もだえるようにくねっていた。

「ルートゥーさん！　ここにいるはずなのでは!?」

「まさか！　地下に閉じ込められているのですか!?」

「なんという……!!　今、助けに行きますよ！」

「待て待て待て待てっ!!」

　なおも叫んで辺りを回り、しまいには床ゆかを掘ほり返そうとしたところで──。

　ようやく止めに入ることができた。床にも大穴を開けられずに済んだ。

　しかし、問題は何も片付いていないな。こいつは一体何者なんだ？　ルートゥーの関係者であろうことは分かるが──。

「むっ!?　あなた、何者です！」

「俺？　俺はこの店の主あるじで」

「サヤマタカヒロ！　貴様がそうかーっ!!」

「うおおおっ!?」

　鋭するどく重い音を立て、男の正せい拳けんが俺の頰ほおをかすめた。

【緊きん急きゆう回かい避ひ】が発動し、直ちよく撃げきだけは避よけることができたが──。

　いきなり何しやがるんだ、こいつは!?

「避けるな！　受けろ！　我が怒いかりの鉄てつ拳けん！」

「無茶を！　言うな！　このカンフードラゴン野郎！」

　俺が拳こぶしを避けた、その一いつ瞬しゆんだけは目を見開いて止まっていた。

　しかし次の瞬しゆん間かんには青筋を立てると、男は続けざまに拳と蹴けりとで攻こう撃げきしてきた。

（本当に何なんだ、こいつ!?）

　何となく分かるような、いまいち事情が分からないような。

　そんな曖あい昧まいな状態のまま、しばらく回避を続けていると──。

「ええい、まどろっこしい！　かくなるうえは龍へと転じて！」

「ええっ!?」

「この小屋諸もろ共とも、お前のことを踏ふみ潰つぶしてやる！」

「えええええええっ!?」

　どうやらこいつは本気らしい。

　癖のある髪かみがざわめいて、青いオーラが男の体を包み込んでいく。

「うおおおおおおおおおおおおっ!!」

「くっ……!!」

　伝わる力、これはまさしく龍のものだ！

　まさか本当に変身するのか？　こんな街中で？　俺の家の中で!?

「待っ……!!」

　制止したところで止まらない。

　男はますます激しさを増し、やがて巨きよ大だいな龍へと転じ──。

「やめんか」

「ぐえっ」

「………………」

　転じる前に、老龍さんに首を捻ひねられて気絶していた。

　残されたのは微び妙みような空気と壁に開いた大穴。そしてそこから注がれるご近所さんたちの好こう奇きの視線だ。

「どうすんだ、これ」

　いや、本当にどうすんだ、これ。

　つぶやいたところで、答えは誰だれからも返ってきたりはしなかった。
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「婚こん約やく者？」

　なんかこの言葉、ついこないだも口にした気がするな。

　そんなことを考えながら、俺は老龍さんの話の続きを待った。

「ええ、この青龍はわしの不ふ肖しようの孫でして」

「偉い大だいなる混こん沌とん龍りゆう、ルートゥーさんの婚約者なんだ！」

「黙だまっておれ」

「ぐえっ」

　再び首を捻られて倒たおれるイケメン。

　見た目は王子様っぽいのに、どうも残念な奴やつみたいだな。リビングのテーブル、向かいに座るルートゥーも不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

「婚約と言っても口約束だろうに」

「え？　どういうことですか？」

「ああ、はい。この孫はルートゥー殿どのと約束を交かわしたそうなんです」

「一方的なものだったがな」

「確か、ルートゥー殿より強くなったら、結けつ婚こんしていただくのだと」

「適当にうなずいてやったが、確かにそのような内容だった」

　いかにも面めん倒どう臭くさそうにルートゥーは言った。

　顔をしかめて頰ほお杖づえをついて、この状じよう況きようこそが不本意なのだと態度で示している。

「我はタカヒロのものになったのだぞ？」

（なってないです）

「すでに閨ねやを共にし、熱い契ちぎりを交わしたのだ」

（交わしてないです）

「それを今さら婚約者など、一体何のつもりでそのようなことをほざいておるのだ」

（俺も同じことが聞きたいなあ）

　ツッコミどころ満まん載さいな話であったが、ここはグッと我が慢まんをしておいた。

　まずは青龍、それからルートゥーだ。なるべく話がこじれないように、俺は慎しん重ちように言葉と相手を選んでいた。

「そもそも口約束って有効なんですか？」

「時と場合によりますな。しかし、戯たわ言ごとを真に受ける者はいません」

「だけど、お孫さんは……」

「はい。恥はずかしながら、真に受けた馬ば鹿か者のようで……」

　本当に恥ずかしそうにうつむく老龍さん。

　確かに、むちゃくちゃだもんなあ。自分より強くなったら結婚してやるだなんて、適当にあしらわれたんだと思わなかったんだろうか？

　相手は混沌龍だぞ、混沌龍。ドラゴンの中でも圧あつ倒とう的に強い、まさに龍族における王様みたいな存在だ。メタ的な発言をするとレイドボスモンスターでもある。それを普ふ通つうのドラゴンが努力で越こえようなんて、蟻ありが象に挑いどむようなものだろう。

　結局のところ、青龍は最初から相手にされていなかったんだ。

　それを思うと少し同情も湧わいてくるが、俺はさっき壊こわされた事務所のことを忘れちゃいなかった。

「じゃあ、お孫さんは老龍さんにお任せするということで」

「はい。重ね重ね、サヤマ殿には申し訳ありませんでしたな」

「いえいえ」

　餅もちは餅もち屋や、ドラゴンはドラゴンだ。

　青龍くんは強制送そう還かん、以後、しっかり見張ってもらおう。

（さて、残りは）

　いよいよ本丸だ。問題の根っことも言えるルートゥー。

　こいつをどうにかしない限り、俺の暮らしに安息は決して訪おとずれないだろう。

　まかり間ま違ちがえても老龍さんが心変わりしないよう、こいつもきっちりしっかり、山の奥へと連れ帰ってもらう！

「ルートゥー」

「なんだ？」

「お迎むかえだってさ。家に帰るんだ」

「そのようなもの、我は頼たのんでおらぬ！」

「頼んでなくても来るものなんだよ。お前、ひとりで勝手にここまで来たんだろ？　ご両親だって心配しているんじゃないか？」

「父と母は放任主義だが？」

「老龍さんがいるじゃないか」

　内心ドキドキしながら軌き道どう修正する。

　道理で自由奔ほん放ぽうな娘むすめに育ったわけだよ──。

　混沌龍パパと混沌龍ママ、顔も知らないお前らが憎にくいぞ。

「ルートゥー殿。いや、嬢じようちゃん。わしらと共に山に帰ろう」

「断る！　もうここが我のいるべき場所なのだ！」

「サヤマ殿はそうは思ってはおらぬよ。家の中に龍がおることを戸と惑まどっておられる」

「そんなことはない！　なあ、タカヒロ？　そうだろう？」

「そんなことあるかな」

「タカヒローッ!?」

　サッと目を逸そらしながらルートゥーへと告げる。

　まあ、でも、これはいい機会なんだろう。ここでしっかりと俺の考えを告げておこう。

　俺は改めてルートゥーに向き合うと、ゆっくりと俺の言葉で話し始めた。

「お前は運命の出会いだって言ってくれたけどさ。俺はそんな風には感じられなかったんだ。だから、お前がいくら好きだ好きだって言ってくれても、俺はそれに応こたえることができない。婚約者はおろか、恋こい人びとにだってなれないんだ」

「タカヒロ……」

「分かってくれるな、ルートゥー。俺はお前をよく知らないし、お前は俺のことをよく知らない。友だち未満の関係なんだよ、俺たちは」

「タカヒロ……!!」

　ルートゥーはこの世の終わりのような顔をしていた。

　だけど、暴れたりだとか、怒おこったりだとか、迷めい惑わくをかけるようなことはしなかった。

　今までは恋とか愛に浮うかれていただけで、本当は良識を持った立派なドラゴンなんだろうな。話せばこうして伝わるんだ。もっと早くそうしていれば、あるいはこの子も大きく傷つかずに済んだかもしれない。

（れんちゃん、俺はお前みたいにできないよ）

　あいつは女の子を傷つけないのが上手だった。

　あんな風にできていたら。今はそう思わずにはいられなかった。

「うっ、うっ……」

「お嬢様、帰りましょう」

「仲間が暮らすあの山へ」

「穏おだやかな時が流れるあの場所へ」

　いつの間にか、シャドウドラゴンたちがルートゥーの周りを囲んでいた。

　背中をさすり、腕うでを取り、ルートゥーのことをどうにか慰なぐさめようとしている。

　しかしルートゥーは泣くばかりで、次し第だいにその背中は小さく丸まってしまっていた。

（やっぱり子どもだったんだな……）

　歳ばかりに気を取られて、実際の彼女を見ていなかったのかもしれない。

　混沌龍じゃない、幼い少女を見つめながら、俺は沈ちん痛つうな気持ちで両手を握にぎり──。

「き、さ、ま……!!」

「……ん？」

「貴様ーっ!!　許さんぞ！　ルートゥーさんを泣かせてーっ!!」

「うわっ!?」

　そういえばこいつもいたなあ！

　って、もう復活したのかよ。さすがドラゴンというか、なんというか。

「勝負だ！　お前だけは許してはおけない！　我が鉄てつ拳けんで叩たたきのめしてやる！」

「いや、勝負ってなあ。俺には受ける理由がないぞ？」

「とぼけるな！　ルートゥーさんを泣かせた罰ばつだ！　いさぎよく受けろ！」

「どうも話が通じないな……」

　ガリガリと頭をかきながら思う。

　話せば分かる奴もいるが、人の話をいまいち聞かない奴もいる。

　まあ、それは人間も同じことだろうが──。

（ちょっとこいつは度が過ぎてるな）

　まるで子どもだ。聞き分けのないガキだ。

　そんな奴がこれから先もルートゥーにつきまとうのは、他人ひと事ごとながら、どうにも気分がよくなかった。

（……仕方ない）

「これも縁えんってやつか」

「何か言ったか!?」

「いや。それより、勝負だったっけ？」

「ああ！　一対一の決けつ闘とうだ！」

「いいぜ。受けるよ、その勝負」

「おおっ！」

「ただし！」

「っ!?」

「俺が勝ったら、ルートゥーとの婚約、なかったことにしてもらうぞ」

「な、な、な、なんだと!?　なぜだ!?」

「元々口約束だろうが。それに、お前、混沌龍に挑もうっていうんだろう？」

「そうだ！　そうだが、それがどうした！」

「人間に勝てないようじゃ……お前、一生ルートゥーには敵かなわないぞ？」

「…………っ!!」

　分かりやすい挑ちよう発はつに、青龍はたちまち顔を真っ赤にした。

　ふざけるな！　人間風ふ情ぜいが！　そんな口を利きいていいと思っているのか！

　言葉にならない怒いかりの声が、殺気のごとくに伝わってくる。それを涼すずしい顔をして受け流しながら、俺はきょとんとしている他ほかの面々へと言った。

「そういうことだ。良さそうな場所を用意してくれ」

　それだけ言って、俺は冷めきった紅茶を一口すすった。
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　イースィンドとバルトロアの国境線に位置する山脈。

　ふたつの大国を隔へだてるような、南北に伸のびた峰みね高き山々は──。

　はるか昔、巨きよ大だいな龍りゆうが大地を寄せて作ったとされる。あるいはその龍が横たわり、それが土に覆おおわれて山脈の形になったのだとも。

　いわれは色々あるようだが、山脈が持つ名前はたったひとつだ。

　すなわちそれは黒龍山脈。龍族の領域にして、今回の決闘の舞ぶ台たいでもあった。

「さて、と」

　最強装備を身につけて、俺はシステムメニューをそっと閉じた。

　相手もすでに準備を終えているんだろう。メラメラと立ち上る闘とう気きは、まるで青色の龍のようにも見えた。

「それでは、ルールの確かく認にんをしよう」

　山脈の奥深く、開けた台地で老龍が言った。

「片方が参ったと言うか、言えなくなるかで決着と見なす。双そう方ほうともそれでよいな？」

「ああ」「元より承知のうえだ！」

「戦いの際は何を使っても構わない。武器や薬の準備に怠おこたりはないな？」

「ああ」「そんなものは必要ない！」

「最後に確認するが……棄き権けんの意思はないな？」

「ああ」「もちろんだとも！」

「よろしい。では、合図を待ちなさい」

　巨大なリングのような高台の上から、すっと老龍の姿が消えた。

　ふわりと浮かんで下の方に引いたんだ。そちらに目を向けると、他のドラゴンやメイドさんたち、それに何よりルートゥーの姿が見えた。

（なぜだ……？）

　ルートゥーの目が語りかけてくる。

　お前は我が好きではないのだろう？　我のことを突つき放したはずだ。それなのになぜ、我のために戦おうというのか？

　だいたいこんなところだろう。実際に聞いても同じ答えが返ってくるはずだ。

（だけど、なあ）

　理由なんて当の俺にも分からないんだ。

　強しいて言えば後あと腐くされなく別れるためだろうか。それもどこか違ちがう気がしたが、もうこれ以上は考えないようにした。

（勝って帰る。それだけだ）

　そのためにここに来たんだ。

　目的を果たすために、俺は青龍のことだけを見ることにした。

「なんだ、その目は」

「…………」

「怒っているのか？　だが、怒りたいのは私の方だ！」

「…………」

「ルートゥーさんを泣かせた対価、存分に支し払はらってもらうぞ！」

　ここまで来ても独りよがりな野や郎ろうだった。

　そんな相手に、もう何も伝える言葉なんてなくて──。

　ただ俺は静かに、はじまりの合図とやらを待った。

『ウゥゥゥゥゥゥゥゥ……』

（これか？）

　やがて吹ふきさらしの台地には、龍の唸うなり声のようなものが響ひびき始めた。

　ウウ、ウウと低く鳴っては、次第に高く大きくなっていく。

「これが始し祖そ龍りゆう様の声だ」

「なに？」

「人間め。龍の偉い大だいさに震ふるえろ」

　果たして本当に始祖龍とやらの声だったんだろうか。

　俺にはそれを知るよしもないが、声は次第に激しさを増し、それは激しい風を伴ともなうまでになっていた。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　常人は吹き飛ばされそうな暴風の中、遂ついに戦いの幕が切って落とされた！

　あの叫さけびに青龍の声も混じっていたんだろう。奴やつは青い稲いな妻ずまと化して、一直線に俺との距きよ離りを詰つめて──。

　そして、無様に急所を衝つかれてしまっていた。

「…………え？」

　拳こぶしを突き出した瞬しゆん間かん、そのままの姿勢で青龍が固まる。

　奴の前には誰だれの姿も残ってはいない。俺は奴の後ろに回り、背中から心臓を串くし刺ざしにしようとしていた。

「ま、まだだっ！」

　裏うら拳けん一いつ閃せん、青龍が振ふり向きざまに攻こう撃げきを仕かけてきた。

　そして、もう一度急所を衝かれる。今度は真正面からナイフを当てられ、奴の眉み間けんはひくひくと小さく震えていた。

「があああああっ！」

「ああああああああああっ！」

「うおおおおおおおおおっ!!」

　手刀、肘ひじ打うち、回し蹴げり。

　そのひとつひとつは見事だったが、俺はそれに合わせて逐ちく一いち急所を衝いてやった。

　もちろん、どれも寸止めだ。実際の青龍は怪け我がひとつ負ってなく、血一いつ滴てきこぼしてさえもいなかった。

　なのに奴はすっかり青ざめ、息を荒あらく吐はき出してしまっている。

　勝敗は誰の目で見ても明らかだった。

「その程度の実力で、よくも混こん沌とん龍りゆうに挑いどめたもんだな」

「うっ……!!」

「言っとくが、ルートゥーは俺の百倍は強いぞ」

「う、うるさい！　うるさいっ!!」

　龍族の矜きよう持じか何だか知らないが、青龍はここに来てまだ諦あきらめなかった。

　まだ手が残っているのか？　事実、残っているのだろう。

　青龍は大きく距離を取ると、腹に力を込め、強く闘とう志しを高めていった。

「はあああああああ……!!」

　龍に転じるつもりだ。いや、本ほん性しようを現すという方が正しいか。

　人の身では使える力に限界がある。それを龍の姿になって、すべて解き放とうとしているんだ。

　この劣れつ勢せい、覆くつがえすにはそれしかないだろう。

　しかし、今の俺も負けていない。俺は《フリーライフ》のメンバーのひとり。カンストレベルの《パニッシャー》だ!!

『オオオオオオオオオオオオオッ!!』

　老龍の孫、青龍。その姿は祖父と違って、名前通りのブルードラゴンだ。

　水を生み出し、水を操あやつり、奴は台地のすべてを破は壊かいし尽つくしていく！

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　激しい水流が地面を穿うがった。丸まる鋸のこのような水すい刃じんが台地の端はしを切り落とした。

　そうだ、これがドラゴンの力だ。地形さえ変える激げき烈れつなパワー、それが龍族の生まれ持った生き物としての本質だ。

　ドラゴンとは破壊者なんだ。それが全力で暴れ回れば、このような台地、ひとたまりもないはずだ──。

「こ、これはっ」

「老龍様、避ひ難なんを」

「いや、もう少しここで……」

　視界の端でドラゴンたちの慌あわてる姿が見えた。

　なるほど、今の青龍はそれほどの力を放っているのか。当たれば龍族でもただでは済まない。きっと俺も吹き飛ばされて、下手をすると死んでしまう恐おそれもあった。

　まあ、それも当たればの話だが。

『うっ……!?』

　散々に暴れ回っていた青龍、その背中で俺はスッと姿を見せた。

【蜃しん気き楼ろう】。ごくわずかな時間の間、攻撃を完全に無効化するスキルだ。

　まるで幻まぼろしのように現れた俺は、慣れた手つきで得物を動かすと──。

「ここが確か延えん髄ずいだったか」

　青龍の首の後ろに、ピタリとナイフを当てて言った。

「まだ続けるか？」

『あ、あ……!?』

「続けるのか？」

『あ、う……!!』

　奴はしばらく口ごもっていたが──。

　結局、青龍は何も言えなくなった。

　誰が見ても疑いようのない、完全な決着がついた瞬間だった。
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「くそっ！　くそう！　この私が人間に負けるだなんて！」

「結果は結果だ。諦めな」

「約束は守る！　守るが……くそーっ！」

　決けつ闘とうのあと、青龍は人間の姿になっておんおんと泣いていた。

　そりゃもうこっちが申し訳なくなるくらいに、わんわん、おんおん、這はいつくばって滂ぼう沱だの涙なみだを流していた。

「なんて私は未熟なんだ！　これでは龍りゆう族の恥はじさらしだ！」

「いや、お前は強かったよ。それは間ま違ちがいないって」

「サヤマタカヒロ……」

「ルートゥー相手だと千回やっても勝てそうにないけど」

「うわあああああ～～～～ん!!」

　しまった、口が滑すべった。

　いや、しかし、噓うそは言っていない。言っていないぞ、うん。

「これに懲こりたら手て頃ごろな相手を探すんだな」

「ううう～!!」

「あいつを嫁よめにしてみろ。命が何個あっても足りないぞ」

「ううううう～!!」

　いつの間にか俺がこいつを慰なぐさめる構図になってるし──。

　まあ、恋こい路じを思いっきり邪じや魔ましたんだ。一方通行だったとはいえ、悪いことをしたな。

「なんか困ったことがあったら、相談に乗るからさ」

　しまいにはこんなことまで言い出す始末。

　ちょっと迂う闊かつなんじゃないかと思い始めたところで、

「……いや!!　敵の手は借りない！」

「て、敵？」

「そうだ！　お前は私の好敵手だ！　夢を叶かなえるための最大の壁かべだ！」

「ライバルって」

「私は諦めないからな！　百年、いや、二百年でも修しゆ行ぎようして、いつかお前を叩たたきのめしてやる！」

「俺、そんなに生きられない……」

「黙だまれ！　その首洗って待ってろよ！　いつかお前を倒たおすからな！」

「ええ～……」

　最後の最後までガキっぽい奴だったな。

　青龍は言いたいことだけ言い残すと、ぴゅうと山の奥へと飛んでいった。

　今日から早さつ速そく修行を始める気なんだろう。二百年も続けたら、俺なんて骨さえ残ってなさそうだけど──。

「まあいいや」

　これ以上は立ち入るべきことじゃないな。

　むしろ修行の効果が出て、あの幼よう稚ちな性格も直ってしまうのかもしれない。

　もう会うことはなさそうだけど、奴の目覚ましい成長を祈いのって、俺は青龍の去った方から視線を外した。

「さて……」

　残る問題はこれだけだな。

　決闘前から今までずっと、俺のことをいぶかしそうに見ていたルートゥー。

　こいつにちゃんと説明してやらないといけない。

「タカヒロ……」

「うん……」

「お前はなぜ、あのようなことをしたのだ？」

　やはりそうきたか。そうくるかと思っていた。

　なぜか。うん、それはやっぱり、さ。

「一方的に婚こん約やく者だって言われて煩わずらわしかっただろ？」

「ああ、うむ」

「俺もそうだった。だから、どうにかしてやりたかったんだよ」

「う……す、すまない」

「いいよ、もう」

　俺の中ではもう、笑って済ませられる問題になっていた。

　それはルートゥーの純じゆん粋すいさを知り、彼女の理性的な部分も知ったからだ。

　今となっては熱も冷め、物事をまともに考えられるようになっているだろう。それが分かるからこそ、こうして向き合って話をすることもできていた。

「お前とは色々あったけど……そんなに悪い気はしなかったよ」

「本当か!?」

「ああ。婚約者云うん々ぬんはもう勘かん弁べんだけどな」

「こ、こら！　そればかりを言うな！」

「ははは……」

　崩くずれかけた台地の上で、俺は爽さわやかな風を受けて笑っていた。

　春になったっていうのに、ここのところずっと重い展開が続いていたからな。

　分かりやすい解決を、実は俺の方こそ求めていたのかもしれない。

「風が気持ちいいな」

「ああ……」

　火ほ照てった体を風が撫なでていく。

　隣となりにはルートゥーがいて、俺はそれを苦とも何とも思っていない。

　初めてこの少女に自然体で接することができた。それが一番の収しゆう穫かくのような気がして、俺はまた、ふっと小さく微笑ほほえんで──。

「しかし、解げせぬな」

「ん？　何がだ？」

「決闘のことだ。貴様はなぜ、あのようなことをしたのだ？」

「は？　さっき説明しただろ。あれはお前の……」

「それは聞いたが、だからこそ解せぬのだ」

「どういうこと？」

「あの青龍だがな？　確かにあれは煩わしかったが」

「うん」

「そもそもあいつはメスだ」

「え？」

「女なのだ。しかも百か二百か、それくらいの子どもなのだ」

「えっ？　ええっ!?」

「あの結けつ婚こんの約束も、本当に戯たわ言ごとの類たぐいだったのだがな……」

「ええええええええ……!?」

　まさかまさかの展開だった。

　え？　だとすると、俺がやったことというのは──。

『大きくなったらお姉ちゃんと結婚する～』

　とか言ってる女の子に、

『諦あきらめろ。お前には見込みがないぞ』

　とナイフを突つきつけてガチ説教したようなもので──。

「ああああああ……!?」

　後こう悔かいのあまりに身み悶もだえをする。地面に倒れてぐにゃぐにゃと、ミミズのごときにのたうち回って頭を抱かかえる。

「そ、そうと分かったら謝りに行かないと！」

「いや、孫にはいい薬でした」

「うむ。あやつは少々天てん狗ぐになっていたからな」

　通りすがりの老龍さんと、隣に佇たたずむルートゥーさんは、のん気にそんなことを言っているけれど──。

　うう、すまない、青龍。俺が、俺が間違っていたんだ！

「そもそもタカヒロよ。自じ称しよう婚こん約やく者はあやつだけではないのだぞ？」

「ひいっ!?」

「雷らい光こう龍りゆうに砂さ田でん龍りゆう。深しん海かい龍りゆうに氷ひよう河が龍りゆう。ああ、西の大陸に精せい霊れい龍りゆうなんてのもいたな」

「もう許して！　もう許して！」

「それら全すべてを退けてくれたら、我はとても助かるのだがな？」

「誰だれかあ～っ!!」

　あからさますぎるぞ、ルートゥー!!

　その目が如によ実じつに語っている。お前の戦う姿が見てみたい。我のために戦う姿を、もっともっと見てみたいと！

　だけどこんなの今回限りだ！　今日の夜には送ってもらって、ユミエルの待つマイホームに戻もどるんだ！

　人間は人間の世界に帰るんだよ！　それを分かってくれ、ルートゥー！

「お、あそこにいる龍も自称婚約者だぞ？」

「嫌いやだあああ～っ！」

　叫さけび声も虚むなしいままに、どんどん増えてく自称婚約者情報。

　知りたくもない知識によって、俺は混こん沌とんの中へと沈しずんでいって──。

　結局、その日のうちに二戦、三戦と重ねるのだった。




　さて、これがルートゥーに関かかわって起きたことの顚てん末まつだ。

　最後は混こん沌とん龍りゆうの名前の通りにめちゃくちゃ、自分でもどうなっているのか分からないような混沌カオスになってしまったが──。

　彼女との関係はそこで終わるのだと思っていた。

　自称婚約者という縁えんも切れ、お互たがいの生活に戻っていくのだと──。

　そう、思っていたんだが──。
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「あれ？　引っ越こしですか？」

「ええ、はい。ちょっと臨時収入がありましてね」

「おほほ、端はしの方ではありますが、上級区に移ろうかと」

「へ～、いいじゃないですか。上流の仲間入りですよ」

「いやいや、そんな大層なものでは」

「おほほほほ、そんな言うほどのことでは」

　なんて会話を交かわしてから、数日経たってのことだった。

　お隣さんが引っ越したと思ったら、あっという間に新しい住人がやってきたんだ。

（都会は人の入れ替かわりが激しいとは言うけど）

　中級区の住宅街で、それも一週間足らずで起きるとは思わなかった。

（どんな奴やつがやってきたんだ？）

　カネの力で追い出したとか、上手うまい話で住人を騙だましたとか、そういった手合いがうちの隣に来られては困る。

　少し不安に思いながら、開け放しのドアの中を、ひょいっと軽くのぞき込むと──。

　突とつ然ぜん、何者かが飛びついてきた！

「タカヒロッ！」

「なっ!?」

　お、お前は！　まさか！

「ルートゥー!?」

「うむ！」

　さらりとした黒い髪かみ。その色に似たゴスロリのドレス。

　龍りゆうの翼つばさに龍の尻尾しつぽ。それに、この金色の瞳ひとみ！　こいつは見み紛まごうことなくルートゥーだ！

「いや、なんでだ!?　お前、山に帰ったんじゃ……？」

「ああ、帰ったぞ。帰ったが、再びここにやってきたのだ」

「え、ええ……!?」

　なんのために？　そう目で問いかけると、

「タカヒロ。我は反省したのだ。確かに前回は性急だった。お前にも皆みんなにも迷めい惑わくをかけてしまった。まったく我の独りよがりであったと」

「あ、ああ」

「しかし、今回は違ちがうぞ！　こうして住む家も用意した！　山からメイドたちも連れてきた！　保護者代わりの老龍だっている。万ばん全ぜんの態勢だ！」

「そ、そうか？」

「そうなのだ。それに、ほら、謝罪もしたぞ」

「謝罪？」

「イースィンドの民たみに余計な不安を与あたえただろう？　だから名代を送って国王に謝罪し、しっかりと賠ばい償しよう金も支し払はらってきたのだ」

「なんだ、そういうことか。それはいいんじゃないか？」

「そうだろう？　今後、何かが起きてもいいように多めに渡わたしておいたぞ。国王は涙なみだを浮うかべて喜んでいたと聞いた」

「オーバーキル……!!」

　最後の最後でやりやがった！

　何かが起きてもいいように多めに渡しておく？

　それって、「何かが起きる」と宣告したようなものじゃないのか？

　その勘かん違ちがいを是ぜ正せいしないと、二日、三日で王の胃い袋ぶくろに穴が開きそうだ。というか、すでに開いてるんじゃないか？　エリクサーでも送って差し上げようかな、ほんと。

「ろ、老龍さんは……」

　お目付役の姿を探し、引っ越しの進む家の中へ目をやる。

　しかし、ルートゥーは俺の顔を引き戻し、その前で自信たっぷりにこう言った。

「これで再スタートだな！」

「ええっ？」

「なんだ、不思議そうな顔をして。お前が言ったことだろう？　我はお前をよく知らないし、お前は我をよく知らないのだと。我らは友だちですらないのだと」

「あ、まあ、言ったけど」

「だから、まずは友だちからだ！　なってくれるな、友だちに」

「そりゃいいけど」

「うむ！」

　ルートゥーは大きくうなずくと、

「よろしく頼たのむぞ、タカヒロ！」

　そう言って、無む邪じや気きな笑え顔がおを見せるのだった。
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　国家存亡の危機！　大だい怪かい獣じゆう《カオスドラゴン》襲しゆう来らい！

　泣き叫さけぶ人々！　悲ひ嘆たんに暮れる戦士たち！　立ち込める暗雲！　脅おびやかされるイースィンドの地位！

　魔ま法ほう大国何するものぞ！　谷間の戦場は爆ばく発はつ炎えん上じよう！

　混こん沌とん龍りゆうは黒き炎ほのおで、か弱き人間たちを焼き尽つくして……！




　なんて展開から、気づけば一ヶ月が経たとうとしていた。

　暦こよみは四月に移り変わり、街は元の平へい穏おんを取り戻もどそうとしている。

（早いもんだよなあ）

　もう三月が終わったんだ。正直、実感なんて全然ないけれど──。

　歳月は人を待たずってことなんだろう。俺がルートゥーとドタバタやってるその間に、しっかり時間は進んでいたんだ。

　そのうち国家の危機とやらも、過去の出来事に変わっていってしまうんだろう。

　そんな予感を覚えながら、俺はのそのそと整備された道を歩いていった。

「おはようございます！」

「おー」

「おはようございます、先生！」

「おはようさーん」

　学園の敷しき地ちに近づくと、途と端たんに生徒の姿が増えた。

　今日は週に一度の講師の日だ。俺はあいつらの先生になって、実技やスキルを教えていくことになる。

（ここもずいぶんと久しぶりだな）

　最後に来たのは二月の終わりか？

　都合、一ヶ月以上ご無ぶ沙さ汰たしていたことになる。

　混沌龍襲来の際、王都は大混乱に陥おちいっていたからな。貴族連中は領地に子どもを逃にがしていたし、商人なんかも船を使って逃げていたみたいだからな。学校だの何だのと言っている場合じゃなくて、その影えい響きようで、ここもしばらく門を閉じていたみたいだが──。

（今日から再開、通常運営か）

　いつも通りの光景に、俺は何やら安心感さえ覚えるのだった。

「ああ、タカヒロさん」

「おー、エリック。おはようさん」

「はい、おはようございます」

　そう言ってにっこりと笑うエリック。

　こいつもちょうど通勤してきたところなんだろう。

　相も変わらず童顔な、どこか子犬っぽいエリックは、やっぱり子犬みたいにトコトコこちらに駆かけてきていた。

「今日から新学期ですね～」

「そうだな。それでいいのかって気はするけど」

「混沌龍のことですか？　いや、あれはもう退治されたのでしょう？」

「退治された？　誰だれに？」

「やはり黒騎き士しでしょう。タカヒロさんはご覧にならなかったのですか？　僕はあの要よう塞さいにいたのですが、その時にすごいものを目もく撃げきしましてね……！」

「あ～、はい、黒騎士な」

　そんな話をしながら正門をくぐる。

　その間も鼻息荒あらく、エリックは黒騎士について自身の考えを述べていた。

「他ほかの先生方は荒こう唐とう無む稽けいな話と言いますけどね！　あの混沌龍が何の理由もなく、ただ煙けむりのように消えてしまったという方が不思議な話ですよ！　世の中は広く、まだ僕たちの知らない実力者が存在していると聞きます。かつては《流る浪ろうの騎士》といった、龍りゆうさえ殺せる傭よう兵へいも北ほく欧おうの方にいたそうで……」

「かもしれないな～」

　学者や先生ってやつは、誰しも考察が大好きなのかもしれないな。

　エルゥもそうだけど、エリックも夢中になってベラベラとまくし立てて──。

（きっと本当のことを知ったら）

　強いショックを受けるんだろうなあ。

　混沌龍は恋する乙女おとめで、黒騎士と言われる者の正体は俺で、先の事件はラブコメめいたドタバタで、紆う余よ曲きよく折せつの末に龍はこの街に越こしてきて──。

（なんて）

　言っても信じてもらえないか。

　エルゥ辺りは信じるんだろうけど、こいつはいかにも常識人過ぎた。

「あっ、レオン先生！」

「……ん？」

「おはようございます！」

　校舎の前まで来たところで、急にエリックが頭を下げた。

　俺の後ろか？　振ふり返ると、そこにはひとりの男が立っているのが見えた。

（こいつは、確か……）

　何回か見かけたことはあるな。

　一度、向かい合って紹しよう介かいされたこともある。

　名前は確か、レオン・ド・ヴィルバン。いかにも堅かたそうな中年男は、勤続二十年だかのベテランエリート教師でもあった。

「おはようございます。フレサンジュ先生」

「はい！」

「それに……サヤマ先生」

「うっ……!?」

　鋭するどい目つきでじろりと見られ、思わず体が硬かたくなってしまった。

　いや、悪意はないんだ。それは十分、分かっちゃいるが──。

「Ｓクラスですが、高等部二学年からは私が担任です」

「フ、フランソワたちの担任、エリックからレオン先生になるんですよね？　学園からの手紙で知ってはいましたけど……」

「そうですか。しかし、混沌龍の騒そう動どうで挨あい拶さつもままなりませんでしたね。遅おそくなってしまい恐きよう縮しゆくですが、これからよろしくお願いします」

「はひ……」

　オールバックの堅かた物ぶつ教師、いかにも厳しそうな細身の男。

　そんなのにずいと迫せまられると、叱しかられてるわけでもないのに、どうも、こう、無む駄だに緊きん張ちようしてしまって──。

（まだ学生気分なんだろうな）

　怖こわい先生が苦手だなんて、一体いつまで高校生のつもりなんだか。

　そんな自分に内心苦く笑しようして、俺はふたりと連れ立って職員室へと向かった。

「いや、しかし、混沌龍の件は本当に大変でしたね」

「そうですね」

「レオン先生はどうでしたか？　確か、前線に出ていたと聞きましたが」

「手も足も出ずにやられました。ブレス一息で全ぜん滅めつです」

「い、いや、それはそう、ですよね。すみません」

「構いませんよ。誰が死んだわけでもなく、逆にいい経験ができたと思っています」

「さすがですね……僕なんて、見ただけで腰こしを抜ぬかしてしまって」

「それは仕方がないでしょう。なにせ、相手は伝説の……」

　堅物教師が相手とはいえ、混沌龍の話題は結構盛り上がるみたいだな。

　レオン先生は淡たん々たんと、しかし意外と乗り気のようだ。エリックも夢中になって、あれやこれやと話している。

（だけど、なあ）

　やっぱり俺は乗り切れないな。

　当事者としては、何だか落ち着かない気分でもある。

　そんな微び妙みような気持ちのままで、俺は黙だまって廊ろう下かを歩いて──。

「そういえばタカヒロさん」

「ん？」

「あの話、聞きましたか？」

「あの話？」

　ぼんやりとしている俺を慮おもんぱかってくれたんだろう。

　エリックが急にこちらを向いて、何やら別の話題を持ち出してきた。

「あの話ってなんだ？」

「あれ？　知らないんですか？　担当クラスだと思うのですが」

「担当クラスって……二年Ｓ組のこと？」

「はい。そこに留学生が来るという話なんですけど」

「留学生ぃ？」

　そんな話、俺は聞いてないぞ？

（……いや、聞いた、かも？）

　通達の手紙にそんなことが書いてあったような。

「いやでも、あれって中止になったんじゃねえの？　混沌龍の件でさ」

「一度はそうなりましたね。だけど中止も撤てつ回かいされました。そこから更さらに中止になりかけましたが、最終的には決定となりました」

「ややこしいわ！」

「それが政治ですよ」

　訳分からんな、政治ってやつは。

　まあいい。とにかく、留学は決まっていたんだな？

　だったらもう、留学生ってやつが来ているはずだ。

「手紙に書いてあったのは、確か、バルトロアの……」

「ええ」

　横からこくりとレオン先生。

　彼は静かにうなずくと、あくまで冷静にその名を告げた。

「隣りん国ごく、バルトロア帝てい国こくの第三王女。ドロテア殿でん下かがいらっしゃったのです」
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　バルトロア帝国。それは鉄と規律の国だ。

　住まう国民はまさに鉄人。彼らは強い意志と厳格主義とを兼かね備そなえている。

　秩ちつ序じよを愛し、ルールを守り、それを呼吸のように身につけている彼らは──。

　他から見れば堅物のように見えるのだろう。鉄のようだと揶や揄ゆする言葉は、時には無ぶ遠えん慮りよにぶつけられることもあった。

　今もそうだ。異国の学園の教室で、遠巻きに見られている帝国の王女。

　彼女を見る人々の目は、どれも遠慮のないものばかりだった。

（煩わずらわしい……）

　ドロテアは涼すずしげな表情の下、内心顔をしかめていた。

　自分に注がれる好こう奇きの視線。どこからか聞こえる生徒たちの声。

　そのどれもが告げている。「あれが鉄の国のお姫ひめ様なの？」と。

「いかにも堅物そうね」という言葉も聞こえた。それに対して自分が怒おこれば、一体どのような影えい響きようが出るというのか。それを考えない生徒たちの態度に、ドロテアは苛いら立だちが募つのっていくのを感じていた。

（これだから王国の民たみは嫌きらいだ）

　感情的で、非論理的で、楽観主義的で、言動が幼よう稚ちだ。

（混こん沌とん龍りゆうに襲おそわれたことを忘れたの？　原因も突つき止められていないのに、勇者が解決と言えばそれで解決？）

　グランフェリアは花の都と言われているが、きっと彼らの頭の中にこそお花畑が広がっているのだ。あのような大事件のあとに、これほど安あん穏のんとした顔を見せていること、それがドロテアには信じられなかった。

（彼らから得るものは少なさそうね）

　王族同士の交こう換かん留学。それは国家間の人ひと質じちの預け合いでもあったが、ドロテアは留学そのものを有意義なものにしようと考えていた。

　しかし、これでは多くのことは望めないだろう。自分と手合わせできるかどうか。そんな相手を探すのにも一苦労しそうな有様だった。

（だけど）

　それだけではない。ここは仮にもエリートクラスだ。

　ドロテアをして容易ならざると思わせる相手が、ここには確かに存在していた。

「お久しぶりです、ドロテア様」

「フランソワ」

　かけられた声に振り向けば、そこには見知った顔があった。

　フランソワ・ド・フェルディナン。あの大貴族、フェルディナン家の直系の娘むすめだ。

　その家いえ柄がらの関係もあり、ふたりは社交界で何度か顔を合わせていたが──。

（それだけではない）

　フェルディナンの名は、バルトロアにとって特別な意味を持つものだった。

　三十年前の戦争で猛もう威いを振るった魔ま導どう大隊。それを指揮していたのがフランソワの祖父、ジェロームだ。彼は炎ほのおの魔ま法ほうを操あやつり、数多くのバルトロア騎き士しを、山ごと、谷ごと、平原ごと、笑いながら焼き尽つくしていったのだという。

《炎のたてがみフェルディナン》

《魔導大公フェルディナン》

《赤い死神フェルディナン》

　これらすべてがジェロームを指す二つ名だ。口くち汚ぎたない言葉でなら、それこそ数え切れないほどのあだ名で呼ばれていたことだろう。

　彼は、まさしく脅きよう威いであったのだ。

　イースィンドが魔法大国と呼ばれる所以ゆえん、それは炎と共にバルトロア人の記き憶おくへと深く刻み込まれていた。

（彼がいなければ、講和条約もなかったのかしら）

　交換留学で「仲のいいふり」をする必要もなかったというわけだ。

　それを思うと奇き妙みような因いん縁ねんを感じ、ドロテアは自然と口角が持ち上がってくるのを感じていた。

「楽しそうですね、ドロテア様」

「ええ、楽しいわ。とてもね」

　くつくつと抑おさえ切れずに笑えみをこぼす。

　それを受けたフランソワ、彼女もまた微笑ほほえみを浮うかべる。

　しかし、その目に浮かんでいるのは挑ちよう戦せん的な炎の色だ。何もかもを見通して、王女の無ぶ聊りようを自分が慰なぐさめて差し上げる。そう上から提案している者の瞳ひとみだ。

（面おも白しろい。まったくもって面白い）

　このような気き概がいを持つ者がいるなど、実に面白いことではないか。

　さすがフェルディナン。さすが西方の大貴族。ドロテアは改めて彼女を気に入り、同じクラスになったことは、この度たびの留学における数少ない幸運だとさえ思った。

「フランソワ。これから、よろしく」

「ええ、こちらこそ。バルトロアの流りゆう儀ぎを存分に学ばせていただきます」

　握あく手しゆを交かわし、ドロテアたちは微笑んだ。

　握にぎった手から双そう方ほうへ、揺ゆるぎない自信と誇ほこりが伝わってくる。

（これがドロテア・イザベル・フォン・ローザリンデ＝バルトロア）

（これがフランソワ・ド・フェルディナン）

　相手にとって不足はない。
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　ふたりは闘とう志しがみなぎってくるのを感じていた。




「みなさん、おはようございます」

　やがて始業の鐘かねが鳴った。

　それをきっかり合図にして、長身瘦そう軀くの男が教室の中へと入ってくる。

「おはようございます」

「おはようございます、先生」

　生徒たちの返事に小さくうなずき、男は教きよう卓たくに鞄かばんを下ろした。

　事務的な性格なのだろう。彼は前置きもそこそこに説明を始めた。

「この春から君たちの担任を務めることになりました。レオン・ド・ヴィルバンです。専門は魔科学。主にマジックアイテムについて研究をしています」

「おおっ」

「やはり、あのレオン先生か」

　ざわつく生徒たち。

　レオン・ド・ヴィルバンという男は、著名な研究者としても知られた男である。

　騎士団が使う装備。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが使う杖つえ。それに学園の実習服は、彼が考案したものだと生徒たちは知っていた。

「最さい先せん端たんの技術に触ふれられるかもな！」

「苦労してエリートクラスに入った甲か斐いがあった……！」

　やにわにざわつき始める二年Ｓ組の教室。

　しかし、そこに冷や水を浴あびせるかのように、冷たい声が静かに響ひびいた。

「静かに」

　たった一言、それだけで、教室内はしんと静まり返った。

　レオンの声には氷のような冷たさがある。それは生徒の首筋を撫なでて、ゾクゾクと寒気を感じさせるようだった。

　少し青ざめた生徒たちに、レオンはゆっくりとその口を開く。

「さて、本日の日程ですが、午前中は始業式、午後はオリエンテーションとなっています。本格的に授業が始まるのは、三日後、週明けからのことですね。それまでに今年度は何をするのか、目標を立てておくのもいいでしょう」

　小言はなかった。説教もなかった。

　まるで何事もなかったかのように説明を続けるレオン。

　その淡たん々たんとした様子に、ドロテアはまた笑みが浮かんでくるのを感じていた。

（なるほど、これは）

　期待などしていなかったが、やはり大国は大国ということらしい。

　あのレオンという教師、ああ見えて相当の実力者のようだ。帝国にもあのような手合いはいた。声を荒あらげて叱しからずとも、部下をまとめて大人しくさせるような者が。

（隠おん密みつに多かったけれど）

　果たしてレオンはどのような者なのか。

　それを留学中に見み極きわめるのも、面白いかもしれないとドロテアは思った。

「それでは、私からは以上です。サヤマ先生からは何かありますか？」

（うん？）

　どうやらもうひとり教師がそこにいたらしい。

　あまりの存在感のなさに誰だれも気づいていなかった。よくよく見れば入り口の脇わきに、黒くろ髪かみの男が控ひかえているのが分かった。

（……いや、それはおかしいのでは？）

　あのような場所に立っていて、今の今まで誰もそれに気づかなかった？

　存在感のなさで片づけられる話ではない。きっと何かしらの隠いん蔽ぺいスキル、もしくは魔法の類たぐいを使っていたのだろう。

　あるいは、まさか──。

　自然と気配を消せる。その領域にいる者なのか──。

（ふ、ふふっ）

　見み抜ぬけなかった悔くやしさと、予想を裏切られたという喜び。

　ふたつの感情がない交ぜとなって、ドロテアの心を熱く激しく揺らし始める。

（思った以上に楽しめそうね）

　フェルディナンだけではない。この国にはまだ、隠かくれた実力者が存在するのだ。

　そしてそれを手札だと晒さらし、あまつさえドロテアに学ばせるだけの余よ裕ゆうがイースィンドにはあるのだ。

（最近、貴族の戦い方が変わったと聞くけれど）

　あながち間ま違ちがいではなさそうだった。

「あー、お前ら。まずは進級おめでとう」

（さて、どんな男なのかしら……？）

「ドロテア殿でん下かにおかれましては、この国への留学、心より歓かん迎げいを申し上げます」

（ふむ……）

　あれか。あの男か。なるほど、一見覇は気きはなさそうに見える。

　微び妙みようにスーツが似合っていないな。どこか全体的に気だるそうでもある。

　黒髪か。黒髪というのは気に食わない。あれではまるで悪あく魔まではないか。かつて帝てい都との城に忍しのび込んだ、あの残ざん忍にんかつ狡こう猾かつな悪魔のひとりに、

（………………うん？）

（………………悪魔？）

（………………あれ？）

（あれ？　あれ……!?）

（あ、あああ、ああ、あああああ……!?）

（あの髪……！　あの目、あの顔は……！）

「悪魔……！」

　暗い海から浮き上がるように──。

　ドロテアの脳のう裏りに、あの夜の光景がよみがえってきた。

　夜の廊ろう下かで踊おどり狂くるう三匹びきの悪魔。

　鳥、犬、魚。それぞれが異形の頭をもつ、恐おそるべき化け物たち。

　自分に向けられる悪魔たちの瞳。ぼそりぼそりと交わされる悪魔たちの言葉。

　そして近づいてくる悪魔たちの手──。

（い、いや、違う！　悪魔は死んだはずだ！　魔まの山で！）

　ジークムントはそう言っていた。

　奴やつらは混こん沌とん龍りゆうに見つかったのだと。吹ふき上がる龍りゆうの火か炎えんも見たと。

　ああなっては助からない。どんな人間でも助かりようがない。あの場を切り抜ぬけられるなど、自分が百人いても無理なのです。《最強騎き士し》ジークムントは、そう言って追つい跡せきを打ち切ったというくらいなのに──。

（生きている！　悪魔が生きている！）

　やはりあれは悪魔だったのだ！

　混沌龍の炎ほのおを浴びて、それでもなお生きていたのだ！

　恐きよう慌こうに陥おちいろうとするドロテア。彼女が見つめるその先で、悪魔はうすぼんやりと笑っているように見えた。




　　　　‐３‐




　背中に視線が突つき刺ささる。誰だよ、俺を凝ぎよう視ししてるのは。

（いや、分かっちゃいるけどさ）

　分かりたくないというか、できれば無視していたいというか。

（そういうわけにもいかないんだろうなあ）

　一いつ般ぱん生徒ならいざ知らず、相手はＶＩＰ、国こく賓ひんだ。

　ないがしろにしようものなら、無礼打ちだとか何だとか、いわゆるそういうややこしい事態になっちゃうんだろ？

（なんてったって王族だからなあ）

　いつぞやの馬ば鹿か王子に比べたら、よっぽどマシな部類に見えるけれど──。

　険しい視線の理由が分からず、俺は内心、大きなため息をつくのだった。

「あの、何か……？」

　振ふり返って王女に問いかける。

　これくらいはいいよな？　いいはずだ。

　なんかゴブリンでも見るような目で俺のことを見ているが。

（まさか、声をかけるのもダメなのか？）

　嫌いやな予感が脳裏に浮うかぶ。

　いやいや、そんなことはないだろう！　俺は講師で相手は生徒！　声をかけなきゃどうやって授業をやれというのか。

（いや、しかし、まさか、そういったこともあり得るのか……？）

　急に冷や汗あせが浮かんできて、俺は恐る恐る、もう一度王女様へと問いかけた。

「ドロテア様……？」

「先生。様はつけなくともかまいません。ここでは私は一生徒。そして貴方あなたはこの学園の講師なのですから」

「で、では、ドロテアさん？」

「はい」

「何か俺に言いたいことでも……？」

「いいえ」

（んなわけねえだろっ!!）

　俺を散々見ておいて、今さら「いいえ」はないだろうが！

　でも、そんなツッコミをしようものなら、事態はますますややこしくなるだけだな。

　それが分かっていた俺は、再び前を向き、黙だまって廊下を歩き続けた。

（なんなの、この子）

　ドロテア・イザベル、なんとかなんとかバルトロア。

　あの帝てい国こくの第三王女様だそうで、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのスレンダー美人といった風ふう貌ぼうだ。

　かわいいというよりは美しく、まるで銀色の刀を思わせるような少女だったが、

（俺、この子とは初対面だよな？）

　やっぱり王女の顔に見覚えはなかった。

　これだけ無ぶ遠えん慮りよに、殺気を込めて俺のことを見てくる相手だ。

　どこかで会って、何か事件があったと思うんだけど──。

（なんかあったか？）

　王女相手に何かをしただろうか？

　確かにバルトロアにいたことはあるし、帝都の城に忍び込んだこともあるし、そこでお姫ひめ様に出会ったこともあるし──。

　いや、でも、あの時は結局何もなかったはずだ！

　俺は何もしていないし、第一、相手はこのドロテアじゃなかった！

　あれは可か憐れんなお姫様だったもんな。このように冷れい徹てつな王女様ではなかった。

（だとすると）

　あのお姫様、おそらくは妹さんから、俺のことを聞いていたのか？

（いやいやいや！）

　伝聞だけで俺が俺だと分かるものか！

　手配書に描かかれた似顔絵、それさえ五割増しぐらいの凶きよう悪あく顔だったんだぞ。

　そもそも俺たちは死んだことになっていて、バルトロアでは「魔の山に逃にげ込んで自じ滅めつしたアホ」扱あつかいされているはずだ。

　冒ぼう険けん者時代、その辺りはきっちり調べをつけておいた。一度はバルトロアに再入国し、手配書はまだあるのか、俺たちの扱いはどうなっているのか、こそこそ探さぐって確かな情報をつかんでいたんだ。

　それによると、やはり俺たちは死んだことになってはいたが、

（だとすると、これはなんだ？）

　なんでドロテア姫様とやらは、俺を親の仇かたきのような目で見るんだ？

　なんで腰こしの剣けんに手をかけて、何かあろうものなら返り討うちにしてくれる！　みたいな顔で俺のことをにらんでいるんだ？

　分からない。分からないが、分からない分、恐ろしい。

　まるで針のむしろに座らされているかのような気持ちで、俺は午後のオリエンテーションのため、生徒たちと学園迷めい宮きゆうへと向かっていった。




「はい、今日は地下五階の大広間にて、実戦形式の組み手を行いまーす」

「「「はい！」」」

「まずは軽い運動ってところだな。ドロテア、さんも、それでよろしいでしょうか？」

「敬語は不要ですよ、先生」

「はい」

　やっぱり、なんか言葉にトゲがあるんだよな。

　ここに来るまでず────っとにらまれたままだったし、そのくせ用があるのかって聞いても全部「いいえ」で返してくるし。

　正直、もう何が何だか分からんぞ、俺は。

　もう考えないようにした方がいいんだろう。俺は努めてドロテアを意識から外し、改めて生徒たちへと向き直った。

「疎そ開かいだの何だので鈍にぶってるだろ？　軽い運動って言っても、怪け我がだけは注意しろよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生！」

「そうですわ。ここは学園迷宮ですもの」

「下手な場所よりよほど安全というものです！」

「それもそうだけど」

　一応、魔ま物ものも出るんだけどなあ。

　今のこいつらにはあってないようなものか。元々の高い素質もあって、今では単独タイムアタックみたいなことをやっているらしい。

（昔は苦戦していたんだけどな）

　ごり押ししかできなかった生徒が、今では楽勝、単独チャレンジってか。

　そこまでしないと手ごたえがないなんて、いいことなんだか悪いことなんだか。

（この迷宮、変化がないもんなあ）

　造り自体は丁てい寧ねいだし、難しいところはしっかり難しくなっているけど──。

　パターンや対処法が分かったら、あとはどうにでもなるもんな。あの強敵《オルター・エゴ》と同じようなもんだ。一度攻こう略りやくできたなら、あとは復習、おさらい目的でしか使われることがない。今はその段階すら通り越こして、「安全に組み手ができる道場」みたいな扱いまでされる始末。憐あわれ、初代学園長。苦心してここを造ったであろう、この迷宮に宿る英えい霊れいに、俺はそっと両手を合わせて祈いのるのだった。

（まあ、案外、若者の成長を喜んでいるかもな）

　そう割り切って、俺は一階のポータルゲートへ向かった。

　フロア間の移動はゲートをくぐるのが一番だ。いちいち階段を下りていられず、その点で言ってもここは至いたれり尽つくせりの迷宮だった。

　ゲートの操作もお手軽なもので、台座の宝玉に触ふれて念じるだけでいい。

　地下五階に通じよ！　みたいな感じだな。わざわざ手元を確かめるまでもない。こんな風に宝玉に触さわって、

「さっ、開いたな。お前ら、行くぞー」

「「「…………？」」」

「ん？　どうした？　そんな顔して」

　怪け訝げんそうな顔をする生徒たち。

　なんだ？　俺の後ろに何かあるのか？

「って、あ、あれ？」

　あるんじゃない。なかったんだ。

　移動用のポータルゲート、青い渦うずのようなものが発生していなかった。

「おい？　ど、どうしたんだ？」

　何度試ためしても結果は同じだ。

　手のひらで叩たたいても、台座を揺ゆらしてみても、装置はうんともすんともいわない。

「先生？　なにか問題でも？」

「あ、ああ、フランソワ。ポータルゲートが起動しないんだよ」

「まあ……故障でしょうか？」

「う～ん、かもしれん」

「先生、なにかあったのですか？」

「ポータルゲートがどうかしたのですか？」

　異変に気がついたのか、他ほかの生徒たちも寄ってきていた。

　中には装置に触っている奴やつもいた。それでもゲートは起動しそうにない。

（やっぱり故障か？）

　デリケートな装置っぽいからなあ。

　ひょっとすると連日の酷こく使しで壊こわれてしまったのかもしれない。

　いや、それとも逆のパターンだろうか？　生徒の疎開で誰だれも使っていなかったから、いわゆるバッテリーが上がった状態になっているのかも。

（よく分からんが、面めん倒どう臭くさそうだな）

　まず報告した方がいいんだろうな。

　だとすれば、今日のオリエンテーションは取り止やめか。

　適当な座学でお茶を濁にごすか、それとも修練場、運動場の方で予定通りに行うのか。

（怪我させたらまずいんじゃないのか？）

　だからこそ、安全装置が働く学園迷宮に来たはずなんだけど、

（ああ、もう。ここで考えていても仕方ないな）

　下手の考え、休むに似たりだ。ここでこうしてたって事態が好転するわけでもなし。まずは校舎の中に戻もどって、技術職だか魔ま法ほう職だかの先生を呼んでこよう。

（話はそれからだな）

　俺がそう考え、迷宮の出口に向かおうとすると──。

「なあに、地下五階なら、走ればすぐにつきますよ」

「ヴァレリー？」

「ですね。上層の魔物など、いてもいなくても同じようなものです」

「ベルベットまで」

「そうです、やりましょう！」

「多少のトラブルはかえって好機！」

「むしろ、ちょうどいいウォーミングアップになりますよ！」

「お前らなあ……」

《パラディン》のヴァレリー、《グラディエーター》のベルベット。

　他、体育会系の連中が、なんかメラメラやる気を燃やしている。

（走ればいい。蹴け散ちらせばいい、ったってなあ）

　他に問題があればどうするんだよ。【自動回復】とか【自動帰き還かん】の機能も壊れていたらどうするんだ？

　普ふ段だんの冷静なこいつらなら、それが分からないわけでもあるまいに。

　大方、ライバル国のお姫様を前にして、

「イースィンドの底力を見せつけてやるんだ！」

　的なことを考えているんだろうな。

　王国のごり押し戦法は、他国でも馬ば鹿かにされているらしいからな。ここで若手の自分たちが、そうではないところを見せてやろうという腹積もりなんだろう。

　そこが若いというか未熟なところなんだけど、

（さて、どうしたもんか）

　血気盛んな若者たちを前に、俺が静かに悩なやんでいると──。

　どこからともなく、誰かの笑い声が聞こえてきた。

『…………はっはっはっはっはっ…………』

「っ!?」

「だ、誰だっ!?」

　何とも言えない怪あやしげな笑い声。

　それは広間全体から聞こえてくるようで、重く、不気味に響ひびいている。

『…………くふ、くふ、ふふふふ…………』

「何者ですか!?」

「ええい、姿を見せろ！」

　声の主は答えない。

　ただくすくすと笑い続け、生徒の動どう揺ようを楽しんでいるかのようだった。

（ゴーストか？）

　それとはまた違ちがうみたいだ。魔物が現れたわけではない。

　だとすると、一体、どこに潜ひそんでいるのか。どこから声を出しているのか。

（いや、この声、どこかで聞いた覚えが……？）

　俺が首を傾かしげていると──。

　やがて広間の床ゆかの下から、ひとりの男がぬーっと浮うかび上がってきた。

『うふ、うふ、うふふふふ。楽勝？　余よ裕ゆう？　上層の魔物など、いてもいなくても同じようなもの？　まさか、未熟な生徒たちに、そのようなことを言われるとは…………ふふふふふふ……』

「お前はっ!?」

「まさか、初代学園長……!?」

　ぶつぶつと何事かをつぶやいているずんぐりむっくりのハゲ。

　そんな男の姿を認め、フランソワは両手を口に当てて驚おどろいている。

「って、知ってるのか？　あいつを？」

「え、ええ。有名な方ですわ。この学園を創つくった方です」

「ああ、そういうことか」

「立派な彫ちよう像ぞうが作られ、肖しよう像ぞう画がも多く残されている方です。そのような偉い人じんの霊れい魂こんが、なぜ、このような場所に……？」

　フランソワは戸と惑まどいを隠かくせないようだ。

　それは他の生徒も同じようで、みんなは一様にざわついてしまっている。

（俺はこいつがここにいるって知ってたけど）

　そういえば報告してなかったわ。

（あの時は神代の地下迷めい宮きゆうに叩き落とされたからなあ……）

　生きるか死ぬかの大だい冒ぼう険けんで、ぶっちゃけそれどころじゃなかったんだよ。

　そのあとも事件の連続で、すっかり報告するのを忘れていた。

（まあ、魔物ってわけでもないし）

　緊きん急きゆう性は低いと──。

　そう、思っていたんだが──。

（早まったか？）

　なんかこいつ、様子がおかしいぞ？

　笑っているけど、目が笑ってないというか、

（なんなんだ……？）

　そっと腰こしのナイフに手を伸のばす。

　その動作を知ってか知らずか、フランソワは一歩前に出て、初代学園長のおっさんに話しかけ始めていた。

「貴方あなたは初代学園長、ですわよね？」

『そう、その通りだよ。私は初代学園長。この迷宮を築いた者だ』

「やはり……！　ですが、どうしてそのようなお姿に？」

『後進の教育のため、魂たましいだけを迷宮に残しておいたのだ。いつか君たちのような若者と話をしたかったのだよ』

「まあ……！」

　嬉うれしそうな声を出すフランソワ。他の生徒も似たような感じで、「おお！」「すごい！」「素す晴ばらしい！」なんて声を上げて興奮している。

（いや、しかし、やっぱりなんか変だぞ？）

　俺の懸け念ねんを置いてけぼりにして、初代学園長と生徒たちの会話は続く。

『諸君、どうかね？　この学園迷宮は？　忌き憚たんのない意見を聞かせてくれたまえ』

「は、はい！　とてもよい鍛たん錬れんの場だと思いますわ！」

『ああ、緊きん張ちようしなくていい。思ったまま、答えてくれていいんだよ？　例えば……ヴァレリー君。君なら、単独踏とう破はも可能なのではないかね？』

「はい！　初代学園長先生！　十分に可能であると思います！」

『そうか、できるか。素晴らしい成長だ。では、そんな君にとって、この迷宮は歯ごたえがないのではないかね？　正直に、答えてくれたまえ。いいかい、遠えん慮りよせず、正直に、だよ？　さあ、答えなさい』

「は、はい。少しだけ、物足りないな、と思うところはあります」

『そうか、そうか……他の者はどうだね？　これはアンケートのようなものだ。率そつ直ちよくな意見こそ、私は嬉しく思う』

「そうですね……正直に言えば、単調すぎるとは思いました。罠わなや魔ま物ものの配置に一定のパターンが見られましたよ」

「私もそう思います。変化に乏とぼしいな、という印象を受けました。答えを知った答案を何度も解いているような感覚です」

「手ごたえのある魔物が少ないように感じました。正直、僕たちの相手としては物足りないものばかりでしたよ」

　一度堰せきを切ってしまえば出るわ出るわ。

　まさしく忌憚のない意見が、生徒たちの口から飛び出してくる。

「ランダムダンジョンにした方が良かったのでは？」

「もっと罠を増やすべきだと思います」

「意外性がないんですよね。ユニークモンスターも配置してみては？」

　相当の不満を持っていたんだろう。

　生徒たちは怒ど涛とうの勢いで改善案までまくし立て──。

　それを受けて、初代学園長は『そうか、そうか』とうなずいて──。

　そして、最後ににんまりと笑ったかと思うと、

『思い上がりも甚はなはだしいわ、この小こ童わつぱども!!』

　と、血走った目を開いて一いつ喝かつした。

「な、な、な……!?」

　フランソワは腰を抜ぬかしそうなほど驚いていた。

　他の生徒たちだってそうだ。温和なデブの一変に、思わず尻しり込ごみ、口を閉じている。

　しかし初代はそこで止まらず、唾つばを散らしてまくし立て──。

『私は知っているぞ！　貴様らがこの迷宮を侮あなどっていることを！』

『私が造ったこの迷宮を、言うに事欠いて楽勝などと抜かしていたな!?』

『この、ゴミ虫どもがっ！　この迷宮の価値も分からぬカボチャ頭どもめ！　おしめも取れぬ青二才どもが、よくも迷宮の品評などできたな!!』

　顔を真っ赤にして怒いかり狂くるう初代学園長。

　まあ、気持ちは分かるけどさ。一いつ生しよう懸けん命めい造った迷宮を「超ちよう余よ裕ゆう」とか鼻で笑われたら俺だってキレるわ。

（いや、しかし、生徒をゴミ虫呼ばわりとは）

　この学園長、相当キていそうである。

『私は恥はずかしぃぃぃっ！　これが我が学園の生徒とはな！』

『だが！　だが、私も教育者だ！　不出来な生徒を前にして、何もせずに手をこまねいてはいられない！』

『そこで、私は学園迷宮を改造した！　多種多様な強敵！　複雑さを増した迷宮！　そしてごり押し禁止のため、各フロアにはレベル制限機能まで備えておいた！』

「「「なっ……!?」」」

『高いレベルで圧勝するなど、この私が許さんぞぅ！　初心に戻もどって、同レベル帯の相手に挑いどむがいい！』

「「「……っ!?」」」

　おお、生徒たちが焦あせってる。

　確かにレベル制限は厄やつ介かいだからな。レベル差の有利に頼たより切っていた奴やつもいたし、初代学園長のアイデアはなかなかいいんじゃないか？

　口ぶりの割りには常識的で、かつ有能に思える改善をした初代様。腐くさっても教育者ってことか。これなら問題とかは起きそうにないな。

　俺が楽観視して気楽に見ていると──。

『さあ、これを乗り越こえられるものなら、乗り越えてみせるがいい！　ふはっ、ふはっ、ふはははははははははーっ！』

　言いたいことだけ言い放ち、初代はすっと姿を消してしまった。

　残されたのは俺と、戸惑い、慌あわてている生徒たちだけだ。

「ど、どうする……？」

「どうするって……初代学園長の怒りを鎮しずめるためには、言う通りにするしか……」

　ざわめく生徒たち。こういうところは真ま面じ目めというか何というか。

　まあ、無理もない。それだけ、あのおっさんは迫はく力りよくあったからな。

（だけど……）

　無視して帰るという選せん択たく肢しもあるんじゃないか？

　そう考えた生徒もいたのだろう。青い顔ではあるけれど、ひとりの少年が大きく威い勢せいのいい声を上げる。

「こ、こんな怪あやしげな企たくらみなど、つきあっていられるか！　先生方への報告が先だ。僕は帰らせてもらう！」

　他ほかの生徒たちが戸惑う中、アベルが我先に学園迷宮から去ろうとしていた。

　そう、別に律りち義ぎにつきあうことはないんだ。初代学園長もむきになってるし、どんな鬼き畜ちく迷宮ができあがっているか分からない。ここは素す直なおに校舎に戻って、先生方に報告するべきだと──。

　俺も、そう思っていたんだけど──。

「っ!?　あ───────…………」

　まさに迷宮から出ようとした瞬しゆん間かん、アベルの足元に穴が開いて、奴はそこへ一直線に落ちていった。

　って、え？　ええ？

『ふふふふふ……逃にがさん。誰だれも逃がさん。この迷宮から出たければ、全階層を攻こう略りやくする以外に道はない。もしも、脱だつ落らくしたり、逃げようとしたら……こうなる』

　どこからともなく初代学園長の声が聞こえてくる。

　そして、同時に、壁かべに何らかの映像が映し出されて──。

「「「アベルッ!?」」」

　先ほど落とし穴へとボッシュートされたアベル。

　壁一面には、奴が無数の触しよく手しゆで拘こう束そくされている姿が映っていた。

『や、止やめろ！　僕をどうするつもりだ！　その触手で、何をするつもりだ!?　や、止めろ！　金なら出す！　僕の家は商家なんだ！　金なら、あっ、やめ、止めろぉぉぉぉぉおはははは、ははは、やめっ、はははははは！』

　蠢うごめき絡からまる触手によって、アベルは全身くまなくくすぐられていた。

　わき、足の裏、おへそ、うなじ、鼻の穴。容よう赦しやのないくすぐりによって、アベルはたちまち涙なみだ、よだれをまき散らす。

『あひーっ！　あひぃーっ！』

「ひ、ひどい……！」

　あまりに凄せい惨さんな光景に、フランソワが震ふるえる声でつぶやいていた。

　確かにひどい。二重の意味でひどい。拷ごう問もんみたいなくすぐりもひどいけれど、アヘ顔になるまでくすぐられた野や郎ろうの半はん裸ら姿を見せつけられるとか、一体全体誰得なんだよ。こんなの見ている側にとっても罰ばつゲームだ。

『どうかね？　これで君たちも、真しん剣けんに挑む気になれただろう？　さあ、私はボスの間で君たちを待っているぞ！　ああなりたくなければ、ここまで辿たどり着くんだな！　うは、うは、うははははははは……』

　初代学園長の笑い声が聞こえなくなると共に、アベルの映像もぷつりと途と切ぎれた。

　途と端たん、ざわつきだす生徒たち。無理もないか。誰だって、ああなりたくはないだろう。女生徒の中には、悲ひ惨さんな未来を想像したのか、涙目の者までいる。

（落ちつかせるのに、少し時間がかかるか）

　そう思った矢先、涼すずやかな声がざわめきをかき消すように響ひびいた。

「何が問題なの？　この迷めい宮きゆうを攻略すればいいだけの話でしょう？」

　頼たのもしい言葉を事もなげに言い放ったのは、この学園の生徒ではなかった。

　声の主は留学生であるドロテアだった。彼女はあっけにとられる生徒たちを見回し、涼し気な顔で更さらに続ける。

「自信がないのなら、ここで待っていなさい。私があの狂きよう人じんを倒たおし、あなたたちを解放してあげるから」

　そう言って返事も待たず、ドロテアはひとりで歩き始めた。

　しかし、生徒たちも黙だまってはいない。ハッと我に返った奴ら、その中でも特に早かったフランソワは、燃えるような気き炎えんを上げてドロテアに迫せまった。

「お待ちください。誰も自信がないとは申しておりません」

「ふうん」

　フランソワの声にドロテアは振ふり返る。しかし、その目はどこか疑わしげだ。

　それを自分への──いや、生徒全員への挑ちよう戦せんと受け取ったんだろう。フランソワは更に激しく、威勢のいいことを言い放った。

「初代学園長からの挑戦？　いいでしょう、喜んで受けましょう。それが私たち、Ｓクラスの矜きよう持じなのです。そうでしょう、みなさん？」

「おおーっ！」

「そうだ！　臆おくすることはない！」

　やっぱり、あのお嬢じよう様はリーダーシップがあるなあ。

　自信に満ちた姿を見せつけることで、ガタついた生徒たちを一気に立て直したぞ。

「やるぞ！　俺たちは栄はえあるＳクラスだ！」

「そうよ！　あんな怪かい人じん、私が倒してみせるわ！」

　フランソワの声を受け、かけ声さえ上げ始める生徒たち。そんな彼らをちらりと横目で見て、ドロテアは早くも下の階へと向かい始めた。

「そう。なら、行きましょう。いつまでもここにいては、時間の無む駄だだわ」

「ええ、言われずとも。さっ、みなさん、行きますわよ」

「「「おお───っ！」」」

　ドロテアは、なぜか俺をキッとにらんで。

　そしてフランソワは、率そつ先せんして先頭に立って。

　生徒たちは、ふたりのあとに続いて、地下に続く階段を下りていった。

「…………ん？」

　俺、放置ですか。一応講師なんだけどなあ。

　まあ、「先生！　どうすればいいんですか!?」と群がられるよりかはマシか。

　ここは素直に生徒の成長を喜ぶとしよう。

「ま、いいや。俺は俺で、のんびり攻こう略りやくしよ」

　俺は学園迷宮を侮るような発言はしていないからな。

　あのおっさんとは顔見知りだし、そんな俺に悪さはしないだろう。

（……って!?）

「うそだろっ!?　俺のレベルまで下がってる！　な、なんで……!?」

『それはね。君も、同罪だからだよ』

「なっ、なにぃ!?」

　気がつけば後ろに初代学園長が立っていた。

　奴は不敵にくすりと笑い、まるで歌うように言葉を続ける。

『君はとても優すぐれた教師だ。君の知識や技術は、現代の水準を軽く上回っているのだろう。その証しよう拠こに生徒たちは、みるみるうちに新しいスキルを覚え、学園迷宮を破竹の勢いで踏とう破はしていった。しかし、それゆえに彼らは増長し、基き礎その大切さを忘れてしまった……』

「ええっ!?　それ、俺のせいなの!?　調子に乗りやすいのは、お国くに柄がらじゃ……」

『ノン！　絶対にノン！　さあ、もののついでというやつだ！　君も基礎の何たるかを、その若い体に刻み込んできたまえ！』

　突とつ然ぜん、バカン！　と音を立て、俺の足元の床ゆかがふたつに割れた。

　その下には当然のことながら下のフロアが──。

「うおっ、おおお!?　て、てめええええええ！」

　満足げなおっさんの顔が、上へ上へとスライドしていく。

　いや、違ちがう。俺が下に落ちているんだ！

「うおおおおおおお！」

　手を伸のばしたが届かない！　虚むなしく空をつかむばかりだ！

（ダメだ！　ダメだ！　ダメだダメだダメだ！）

　レベル制限ダンジョンで落とし穴は悪あく魔まのコンボだ！

　自分の力が十分に使えないのに、落ちた先で魔ま物ものに囲まれたらどうするんだ？

　部屋そのものが罠わなだったら？　強い敵が徘はい徊かいしていたら？　考えれば考えるほど、嫌いやな予感しかしてこねーっ!!

「うっ、くっ！」

　かろうじて石材の境目に手をかけたが──。

　あああ、やっぱり力が湧わいてこない──。

「うあああああああ……!?」

　結局、抵てい抗こうらしい抵抗なんてできなかった。

　俺は何もできないまま、穴の底へと吸い込まれていくのだった。




　　　　‐４‐




　地下一階。連続した四つの大部屋。

　それぞれの部屋では魔物が大挙して押し寄せてきた。

　しかし、ここではイースィンドお得意の戦法が上手うまく働いた。強力な魔ま法ほうの一いつ斉せい射しや撃げきにより、各部屋の魔物を危あやうげなく撃げき退たい。脱落者なし。




　地下二階。単調な迷めい路ろだが、罠多し。

　落とし穴で女子一名、ワープトラップで男子二名が強制転移。

　脱落した者の末路は壁一面に映し出されていた。彼らはアベルと同じ責め苦を味わっているようだ。生徒たちの顔に緊きん張ちよう感かんがみなぎる。




　地下三階。弾はずむ建材と魔物の組み合わせ。

　何もかもがここでは弾む。まるでグミでできているようだ。

　天てん井じようや壁にまでかけられた【バウンド・フロア】の反発力により、球状の「よく弾むスライム」は速度と攻こう撃げき力を増した。脱落者、後衛職二名。




　地下四階。複雑な迷路とゴーストの組み合わせ。

　壁を透とう過かし、我々の首を狩かろうとする数多あまたのゴースト。そんなものをいちいち相手にしていてはいられない。消しよう耗もう戦になると判断し、強きよう行こう突とつ破ぱを図はかる。それが功を奏したのか、脱落者は一名に止とどまった。




　地下五階。最も大規模な罠。

　予想以上の被ひ害がいの少なさに慢まん心しんし、先行し過ぎた五名の生徒を巻き込み、フロアの大部分が陥かん没ぼつしていった。罠の有う無むを確かく認にんせずに進むなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ。生き残った者たちには、良い教訓となっただろう。




　地下六階。ここはただ広いフロアだった。

　広々とした空間に、上階の瓦が礫れきが、落ちてきた生徒たちが、そして無数のゾンビの群れがいた。上階の罠はこのための布石だったのだ。身動きの取れない生徒はゾンビに嚙かまれ、その一員となり、虚うつろな目をしてこちらに襲おそいかかってきた。脱だつ落らく者四名。




　地下七階。炎ほのおと氷のフロア。

　この階も大広間だったのだが、石の代わりに床が溶よう岩がんで満ちていた。

　階段脇わきに設置された魔ま石せきを触さわれば道が作られるのだが、それは氷でできていて、三分と経たたずに溶とけて消えてしまう。つまりは氷の道が溶けてしまう前に、向こう岸へと駆かけ抜ぬけろというわけだ。念のためひとりずつ渡わたったのだが、間に合わない、もしくは足を滑すべらせて、三名の生徒が煮にえたぎる溶岩へと落ちていった。




　地下八階。壁かべを黒く染めるほどの蟲むし。

　十の小区画に分けられたこの階は、身の毛もよだつようなおぞましい蟲どもが蠢うごめいていた。油虫に、毛虫、得体の知れない幼虫に、ハエや蛾がを模した魔物たち。失神した女生徒から、蟲の沼ぬまに沈しずんでいった。




　そして地下九階。獣けものの森。

　この階は木々が繁はん殖しよくし、まるで森の中にいるようだった。

　そこに潜ひそむ魔物たちも同じだ。獰どう猛もうな魔ま獣じゆう、恐おそるべき食人植物の数々。ここまで生き残ってきた精せい鋭えいたちも、ひとり、またひとりと数を減らしていき──。

　最下層に着くころには、生徒の数は四人にまで減っていた。




「ふうっ、くそっ。ようやくボスの間か？」

「そのようですね。フランソワ様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、ありがとう。貴女あなたのおかげよ、ベルベット」

「…………」

　地下十階、『ボスの間』と大きく書かれた扉とびらの前で──。

　生き残った四人の生徒が息をついていた。ヴァレリー、ベルベット、フランソワ、そしてドロテア。いずれも優ゆう秀しゆうな実力者たちは、その額に汗あせを浮うかべながらも、しかし、ここに来てまだ余力を残していた。

「さすがにキツイな。これで最後だといいんだが」

「鍛たん錬れんが足りませんよ、ヴァレリー」

「俺はお前と違って重装備なんだよ！」

「そうですか」

　重たい盾たてをドスンと下ろし、ヴァレリーはぐいっと汗を拭ぬぐった。

　対するベルベットは姿勢を正し、静かに呼吸を整えようとしている。

　どちらもまだ戦えそうだ。道中、心を折ってしまった生徒たちとは違う。

（赤毛の騎き士しに、凛りんとした剣けん闘とう士しか）

　魔法大国と呼ばれる国で、まさかここまでできる者がいるとは。

　ドロテアは彼らを横目で見ながら、心の中の動どう揺ようを隠かくそうとしていた。

（大味な戦いしかできないと思っていたけれど）

　迷めい宮きゆうの進み方。魔物との戦い方。どちらも微びに入り細にわたり、すぐには欠点らしきものが見当たらなかった。

　特にあのフランソワ。あの金きん髪ぱつの少女は素す晴ばらしい。豪ごう華か絢けん爛らん、質しつ実じつ剛ごう健けん、相反するふたつの性質を兼かね備そなえている。いずれ彼女は戦場に立ち、数千の、数万の軍勢を華か麗れいに率いることだろう。それを思わせるだけのカリスマを、ドロテアはわずか数時間の間に正しく読み取ってしまっていた。

「よくここまで残れたわね。正直、意外だわ」

　悔くやし紛まぎれのような言葉を思わず口にする。しかし、それは彼女の疑問の声でもあった。

　ドロテアはどうしても分からなかったのだ。「一斉射撃！」しか能がなく、戦術的には一歩も二歩も劣おとっていたはずのイースィンド人が──。

　なぜ、これほどまでの技能を身につけられたのか？

　ドロテアは問わずにはいられなかった。

「ふふっ、先生のおかげですわ」

「先生？」

　レオン教きよう諭ゆのことだろうか？　いや、彼は実技担当ではない。

　だとすると──。

「ええ、サヤマ先生です。先生は半年前から私わたくしたちに指導をしてくださっているのです。迷宮攻こう略りやく法もあの方から学びました。先生の教えがなければ、私たちは今ごろ、全員脱落していますわ」

「……そう」

　やはり、あの悪魔の仕し業わざだったのだ。

　王国に忍しのばせた諜ちよう報ほう員から、イースィンドの教育に変化をもたらした人物がいるとは聞いていた。斬ざん新しんなスキル教授法。効率的な少人数戦の心得。それを教えている講師の名は、サヤマタカヒロだということも知っていたのだが──。

　まさかそれが、よりにもよってあの悪魔だとは思わなかった。ドロテアは思考を巡めぐらせ、あの男の思おも惑わくを探さぐる。

（悪あく魔まめ。一体何を企たくらんでいる。この国を強化しようというのか？　それとも貴族と関かかわりを持ち、この国の中ちゆう枢すうに潜もぐり込んでやろうというのか。狙ねらいは何だ？　まさかバルトロアと戦争を起こそうというのか？　だからこうして実績を増やし、若じやく年ねん層そうにシンパを作り、自己の影えい響きよう力を増していき……）

「そうだな。昔のままだったら、俺はここに立ってはいなかった」

「先生の教えは、窮きゆう地ちにこそ真価を発揮しますね」

「本当にありがたいことですわね。ふふっ」

（なんてこと）

　目の前の三人、彼らはいずれ要職に就つくであろう逸いつ材ざいだ。

　その誰だれもが、すでに悪魔に取り込まれている！　あの悪魔を先生と呼び、その教えを忠実に守って喜んでいるのだ！

（危険だ！　奴やつは確実に、この国に根を張っている！）

　そして、それが国中に広がっていった時。悪魔は、思うがままに行動するだろう。

　あの時のように。二年半前の、あの時のように──！

「悪魔め……！」

「え？　ドロテア様、何かおっしゃいまして？」

「……いいえ」

「そうですか。では、いよいよ、ボスの間に突とつ入にゆうしますわよ！」

「「おおーっ！」」

　そうだ。まだ動いてはいけない。どこまで奴の影響下なのかが分からない今、迂う闊かつな発言や行動は控ひかえるべきだろう。今は初代学園長の討とう伐ばつに集中すべきだ。地上に戻もどれば護衛の騎士や侍じ従じゆうたちに相談ができる。

　それだけではない。諜報員に連れん絡らくを取り、悪魔の周辺を探らせることもできる。人員を揃そろえて悪魔を捕ほ縛ばくし、真の目的を白状させることもできる。

（そのためにも、まずは目の前の戦いだ）

　雑念を捨て、意識を切り替かえ、ドロテアはフランソワらに続いてボスの間へと踏ふみ込んでいった。

『ようこそ、無力な子羊たちよ』

　敷しき詰つめられた大理石の床ゆか。壁にかけられた魔ま法ほうのランプ。

　まっすぐに延びているのは真しん紅くの豪ごう奢しやなカーペットだ。それは部屋の奥へ、奥へと続き、その先には初代学園長の姿があった。

『ようこそ、憐あわれな蝶ちようたちよ』

　タキシード姿の中年男が、玉座に腰こしかけワイングラスを揺ゆらしていた。

　くるりくるりとグラスを回し、彼は鼻から大きく息を吸い込む。

『んっん～！　トレビアン！　まさか、ここまでやってくるとは思わなかったよ。まだまだ私も、未熟ということだ』

　ワインの香かおりを楽しみつつ、余よ裕ゆうたっぷり生徒に向き合う初代学園長。

　自じ慢まんの迷宮は突とつ破ぱされ、今は自分ひとりしか残されていないというのに──。

（あのくつろぎよう）

　何か策でもあるのだろうか？

「初代学園長先生」

『んん～？』

「私たちは貴方あなたが課した試練を乗り越こえました。なので、脱落した生徒たちを解放してはもらえませんか？　映像越しとはいえ、見るに忍びありません」

　フランソワが前に出て、囚とらわれた生徒たちの解放を望む。

　だが、初代学園長は玉座に座ったまま、何も言わずに微笑ほほえむばかり。

（やはり、様子がおかしい）

　このような場合は──。

「【アイシクル・ランサー】！」

「ドロテアさんっ!?」

　先手必勝、攻こう撃げきあるのみだ。

　ドロテアはフランソワの陰かげから飛び出し、氷の槍やりを相手に向けて放ったが、

『ふぅ～、甘いなぁ～』

「……っ！」

　なんと、【アイシクル・ランサー】は片手で摑つかんで止められてしまった！

　凄すさまじい膂りよ力りよくと動体視力だ。緊きん張ちよう感かんを増すドロテアと生徒たち。

　初代学園長は依い然ぜんとして余裕を見せ、氷の槍を手て慰なぐさみのように弄もてあそんでいる。

『甘い甘い。こんなもので私を倒たおそうとはな。しかし、思い切りはいい。それに免めんじて、私も少し本気を出すとしよう』

　そう言って、初代学園長は笑いながら立ち上がった。

　決して背は高くないのに、なぜかその体は一回りも二回りも大きく見えた。

『では、いくぞ？　せめて一分はもってくれたまえよ』

　せせら笑う初代学園長。その顔に気き迫はくと闘とう志しがみなぎっていく！

「来るっ！」

　ヴァレリーが叫さけんで盾を構えた。

　ベルベットが静かに直剣けんを抜ぬいた。

　そしてドロテアとフランソワが、氷と炎ほのおの魔法をそれぞれ詠えい唱しようし──。

　学園迷宮での最後の戦いは、こうして幕を開けたのだった。




「【フォースエッジ】！　これならっ！」

『ぐあああああ……！　バ、バカな！　第三段階でも勝てぬというのか……!?』

　戦いが始まり、三十分ほど経たった頃ころ。初代学園長は、もはや虫の息だった。

　致ち命めい傷しようを負う度たび、人型からゴーレムのような巨きよ体たい、そして獅し子しのような姿へと、二度の変身を遂とげた初代学園長。その度に体力が全回復するのには手を焼いたが、この度の茶番もどうやらこれで終わりらしい。

（思った以上にあっけない）

　確かに、相手は強敵だった。身体能力だけなら魔ま獣じゆうをも上回るだろう。

　しかし、戦いのセンスがお粗そ末まつ過ぎた。迷宮造りは上手うまいのだろうが、学生相手に後おくれを取るなど、良くも悪くも彼はクリエイターということか。

『おおお、崩くずれる……私の体が崩れていく……！』

　学園長の体が小さくなっていく。末まつ端たんから魔ま素その粒りゆう子しへと変へん換かんされていき、徐じよ々じよに、徐々にと消しよう滅めつしていく。

　これで終わりだ。誰もがそう思った。誰もが勝利を確信した。

　だが、彼はまだ諦あきらめてなどいなかったのだ。

『おおお、倒れん！　私は倒れんぞ！』

　よろめきながらも玉座に辿たどり着く初代学園長。

　すると玉座がスライドし、床の下から何かがせり上がってくる。

「あれはっ！」

「ダンジョン・コア!?」

　ドロテアが驚きよう愕がくの声を上げる。フランソワも横で目を見開いている。

　間ま違ちがいない。虹にじ色いろに光り輝かがやく水すい晶しよう玉だまは、確かに本で見たダンジョン・コアだ。

　それは迷宮の命。それは迷宮そのもの。そして、《ダンジョン・メーカー》によって操作されるもの。

「っ！　まさか！」

　フランソワが慌あわてて駆かけ出そうとするも、もう遅おそい。

　迷めい宮きゆうの主あるじがダンジョン・コアに触ふれた時点で、すでに勝敗は決している。

『そう！　そのまさかだ！　私は更さらに進化する！　この迷宮、全すべての力を結集してな！』

「なんて往おう生じよう際ぎわの悪い……!!」

『ふはははは！　教育者たる者、生徒に屈くつするなどあり得ぬわ！』

　まさか初代学園長が、ここまで諦めが悪く、そして負けず嫌ぎらいな性格だとは思っていなかった。ドロテアたちは完全に読み違ちがえたのだ。おそらく奴はその言葉通り、更に強くなるのだろう。生徒たちが諦めるまで、何度でも、何度でも──。

『さあ！　今こそ進化の時！』

　濃のう密みつな魔素が、ダンジョン・コアを通じて初代学園長に流れ込む。

　その体が醜みにくく膨ぼう張ちようしていく。爪つめや牙きば、鋭するどいものが全身から生えてくる。

　そして───。

『私は初代学園長！　驕おごり高ぶる若者に罰ばつを与あたえる者！　さあ、我が愛する学園の生徒たちよ！　私にひざまずいて懺ざん悔げするがいいんああああああああああああああああああああああああああああんっ!?』

　轟ごう音おんを立てて爆ばく発はつした。

「「「「…………え？」」」」

　ダンジョン・コアを中心に巻き起こった爆ばく風ふうは、初代学園長の全身を黒く焦こがし、彼の体内に充じゆう塡てんされつつあった魔素すら吹ふき散らした。

　煙けむりを上げながら、がくりとひざをつく初代学園長。

『な、なにが……!?』

　彼のつぶやきは生徒たちの疑問でもある。

　一体、何が起きたというのか。原因となるものは見当たらないが──。

「ククク……」

　いや、いた。ひとりの男が立っていた。

　初代学園長の玉座にもたれるように、佐さ山やま貴たか大ひろがそこにいた！

「先生！」

　フランソワが歓かん喜きの声を上げた。

　そう、頼たよれる先生のご登場だ。彼は不敵な笑えみを浮うかべ、焦げた学園長にずいと迫せまる。

「レベルを制限し、モンスターハウスに落っことすとか……よくもまあやってくれたもんだよな。ええ？」

『き、貴様！　今までどこに……!?』

「通気孔こうだよ。空気の抜け道を見つけて通ったんだ。俺は斥せつ候こう職だぞ？　隠かくれる、忍しのぶ、潜せん入にゆうする。全部本領、お手の物ってやつだ」

『そんなところを通るとは！』

「結構通りやすかったぞ？　想定してなかったんだろ、こんな事態を」

『ぐうう……!!』

「まあ、だいたいそんな感じだよ。サッと隠れて、いち早くこの部屋に辿り着き、お前がダンジョン・コアを出すのを待ってたってわけだ」

『うっ!?　ま、ま、まさか！』

　震ふるえ始める初代学園長。彼も悟さとったのだ。自らの未来を。

　悪魔は目の前まで迫ってきていた。

「追い詰められたお前なら……《ダンジョン・メーカー》のお前なら、きっとコアに縋すがり付くと思ったよ。でも、迂闊だったな。コアが砕くだけりゃ、お前は無力な存在になるってことを忘れていたのか？」

『わ、私のダンジョン・コアがぁ……！』

「安心しろ。爆ばく弾だん程度で完全消滅させることなんてできねえよ。一晩経ったら再生するだろ。でも……お前をおしおきする時間ぐらいは、稼かせげたってわけだ」

　どこからともなく棒を取り出す貴大。

　その顔に浮かんだ、まさしく悪あく魔まのごとき笑みは深みを増し──。

「そういやあ、お前にはこないだも世話になったよなあ！　いい機会だ！　まとめて借りを返してやる！　この、ユミエル式おしおき術でなあああっ！」

『ああっ！　ああああああああああ～～～～～～っ!?』

　そして、悪魔の宴うたげが始まった。




　　　　‐５‐




「姫ひめ様、実習はいかがでしたか？」

「最悪」

　そう言ってドロテアはベッドに倒れ込んだ。

　疲つかれた。身も心も。まさか、死んだはずの悪魔と再会するとは。まさか、初代学園長がよみがえって乱心するとは。これを最悪と言わずして何という。

「やはり、イースィンドの教育は程度の低いものでしたか」

「それは違うわ、カウフマン。あのフェルディナン家の娘むすめはもちろんのこと、他ほかの生徒たちも確かな実力を身につけていたわ。彼らを見れば、教育の質が分かるというものよ」

「なんと、そうでしたか。では、一体何が姫様の心を煩わずらわせているのでしょう？」

「それは……」

　いっそのこと、カウフマンに打ち明けてみるべきか。あの悪魔が生きているのだと。

（……いや、それはダメだ）

　下手に追い詰つめてしまうと、あの悪魔が何をしでかすか分からない。

　そもそも、奴やつがなぜこの国にいるのか、なぜ教師となっているのか、まるで見当もつかないのだ。まだ動くべき時ではない。

　だから、今は誤ご魔ま化かす。だから、部下にも噓うそを吐つく。

「学園迷宮で、思わぬアクシデントが発生したの。それで、少し嫌いやな思いをしただけよ」

「そうでしたか」

（ごめんなさいね、カウフマン）

　忠誠を誓ちかってくれた《最強騎き士し》にそっと謝る。

（でも、いずれ……そう遠くない未来で、貴方あなたには存分に働いてもらうわ）

　あの悪魔を、屈くつ服ぷくさせるために。

「では、私はこれで。ご用があればいつでもお呼びください」

「ええ、ご苦労様」
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　忠実な騎士、執しつ事じと護衛も兼かねた男を下がらせる。

　彼がいれば滞たい在ざい用の屋や敷しきは安全だが──。

（……くっ）

　ひとりになると浮かんでくるのは、やはりあの悪魔のことだった。

（サヤマタカヒロ……!!）

　奴は霊れい体たいを百叩たたきにする術すべも持ち合わせていた。

　武器が特別なのか、何かしらのスキルを使っているのか──。

　ともかく悪魔は初代学園長を蹴けり上げて、その尻しりに向かって何度も何度も長い棒を振ふり下ろしていた。

『あひーっ！　あひーっ！』

「わーっはっはっはっ！　どうだーっ！　反省しろーっ！」

『あおおん！　あおおおん！』

「そのケツに痛みと罰を刻み込めーっ！」

『うおおおおおんっ!!』

　笑う悪魔。吠ほえるおじさん。そして歓かん声せいを送る悪魔のシンパたち。

「いいぞ！　もっとやれ！」

「先生！　そこです！」

「犠ぎ牲せいになった者の恨うらみを晴らしてください！」

　誰だれも悪魔を止めなかった。誰も悪魔をけなさなかった。

　ただ歓声を送り、目の色を変えて拳こぶしを振り上げ──。

（恐おそろしい）

　恐ろしかった。悪魔の行いが恐ろしい。悪魔の洗脳術が恐ろしい。

　自分は罠わなにはまってしまったのではないか？　奴が根を張り巡めぐらせた国に、まんまと誘おびき寄せられたのではないか？　自分は蜘く蛛もの巣に搦からめ捕とられた羽虫なのではないか？

　そして、奴の手中に収められた自分は、またも、




（失禁）




　してしまうのではなかろうか。

　ドロテアはそれが何より恐ろしかった。

「～～～～～～～～っ!!」

　二年半前。悪魔と初めて会った時のことを思い出すと、屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちに体が震える。

　大だい帝てい国こくバルトロアの、第三王女ともあろうものが、恐きよう怖ふのあまり尿にようをもらしたのだ。これ以上ないほどの醜しゆう態たいだ。死んでしまいたいほどの失態だ。

　しかもそれを奴に見られたのだ。悪魔はひとり、最後まで残ってドロテアのことを監かん視ししていた。暗がりのことではあったが、音で、色で、臭においで、絶対にバレていた。そうでないかもしれないが、楽観視はするべきではない！

（もしかすると映像に撮とられているかも。いや、そもそも、それが奴の目的だったのかもしれない）

　バルトロア第三王女の失禁映像。

　その流出は、帝国の威い厳げんを損そこなうことと同義だった。

（おのれ、サヤマタカヒロ……!!）

　許せない。許すことができない。

　あのような卑ひ劣れつな男、自分の手で引き裂さいてやりたい！

　そのためにドロテアは修しゆ行ぎよう、鍛たん錬れんに励はげんできたのだ。かつての可か憐れんな姿が消え失うせて、冷たさばかりが目立つようになるほどに。

（だが……だが！）

　悔くやしいが、今は何もできない。

　奴は王立学園の講師なのだ。これを害せば国際問題にまで発展するだろう。

（だけど……!!）

　ドロテアは諦あきらめなかった。

　あらゆる手段を脳のう裏りに描えがき、悪魔を捕つかまえる未来へ繫つなげようとしていた。

「待っていなさい、サヤマタカヒロ……！」

　今はまだ無力かもしれないが、きっと、きっとお前を捕とらえてこらしめてみせる！

　そう決意を新たにし、ドロテアは遠い夜空を見つめるのだった。




　まあ、結果から言えば全部ドロテアの勘かん違ちがいなのだが。

　そうとも知らず、彼女はひとり、怒いかりと羞恥に震えていた。
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　待ちに待った時が来た。

　今日からクルミアは年長組。お兄さん、お姉さんの一員である。

　まだ十歳になったばかりで、少しばかりの不安や緊きん張ちようも感じていたが、彼女の胸にはそれ以上に大きな期待と興奮があった。ここ最近はわくわく、ドキドキ、ろくにお昼ひる寝ねもできなかったくらいだ。なぜなら、

「今日から、あたしも、お仕事ができる！」

　そう、お使いやお手伝いの類たぐいではない。大人に交じって働いて、その報ほう酬しゆうとして金銭を受け取ることができるのだ。とは言っても見習い扱あつかいで、日当、給料もそれ相応のものではあるが──。

　それでも嬉うれしいクルミアは、その日の朝もぶんぶん尻尾しつぽを振ふり続けていた。

「あらあら、クルミアはご機き嫌げんね」

「うんっ！」

　朝食のあと、シスタールードスははしゃぐクルミアに目を細めていた。

　子どもの成長はいつも喜ばしいものだ。特に目の前のこの子のように、「早く大人になりたい！」と願っていた子のものは。

「あたし、もうお仕事できるんだよ？」

「そうね。大きくなったわね」

「えへへ。いっぱい働いて、お母さんに楽をさせてあげるからね？」

「まあ、偉えらいわ、クルミア」

　クルミアの頭を撫なでるルードス。

「だけど、まだそんなことは考えなくていいのよ？」

「わう？」

　どうして？　と言うようにクルミアが首を傾かしげる。その足元では愛犬ゴルディも同じようにしている。そんなひとりと一いつ匹ぴきを優しく見つめ、ルードスは静かに口を開いた。

「年長組になったけど、今のあなたはまだ子ども。お金を稼かせごうとか、たくさん働こうだとか、今はそんなこと考えなくていいの」

「なんで？」

「今はできることを探す時期なの。自分には何ができるのか、自分はどんな仕事が好きなのか。それを見つけるのが大事なことで、お金のことはまだ考えなくていいのよ？」

「何ができるのか。どんな仕事が好きか……？」

「そう。クルミアは何になりたい？　どんなことをしてみたい？」

「コックさんになりたい！　あ、でも、お肉屋さんにもなってみたい！」

「お医者さんにもなりたいのよね？」

「うん！　お店屋さんにもなってみたい！」

「試ためしてみればいいの。子どもでいられる五年間、ゆっくりと試していけばいいのよ。その中で一生の仕事、進むべき道を見つけていくのよ」

　そう言ってルードスは、クルミアの頭をまた優しく撫でた。

　話はそれで終わりだったのだろう。彼女は他ほかの子どもに手を引かれ、中庭の方へと向かっていく。それを見送り、先ほどの言葉を反はん芻すうしながら、クルミアは「う～ん」と悩なやまし気な声を上げると、

「何になりたい、か」

「わふっ！」

「ゴルディ、あたし、何になろうか？」

「わう？」

「やりたいことはたくさんあるけど……」

　指折り数えてそれでも足りず、また数えてはそれでも足りず。

　道は無限に広がっているように思えた。将来の自分、なりたい自分、それは星の数ほど存在しているように思えたのだ。

　あれにもなりたい、これにもなりたい、今は何でも試してみたい。選せん択たく肢しがあり過ぎて、かえって何も決められないような状態。そんな袋ふくろ小路こうじに陥おちいって、クルミアはくらくらと頭を揺ゆらしてこてんと倒れた。

「わうう」

　心配したゴルディが頰ほおをなめてくるが、クルミアは今、それどころではなかった。

（あたし、何をすればいいんだろう？）

　試せばいいと言われたけれど、自分の体はひとつしかないんだ。

　選べる道も、本当は両手の指で数えられるほどだろう。

　だからこそ迷いに迷い、悩みに悩み──。

　それでも答えが出なかったのか、彼女はもうひとりの「頼たよれる大人」を訪ねてみることにした。




「何でもしたいけど、何にもできない、か」

「うん……」

「言わんとすることは分かるけど、まあ、真ま面じ目めなもんだな」

　王都の中心から少し外れ、ここは中級区の住宅街兼けん商業区画。

　その一角にある何でも屋《フリーライフ》のリビングで、クルミアは店主の貴たか大ひろと向かい合って座っていた。

「どうすればいいんだろ？　どうすればいいと思う？」

「思い切って一本に絞しぼってみたらどうだ？　まずどれかやってみるんだよ」

「わう、き、決められない」

「花屋さんとかどうだ？　前になりたいとか言ってただろ？」

「ケーキ屋さんにもなりたいの……」

「贅ぜい沢たくな悩みだなあ」

　要するに今のクルミアは、山ほどのご馳ち走そうを前にして、

「さあ、ひとつ選んでみろ！」

　と言われて、逆に困ってしまっている状態なのだ。

　それは貴大の言う通り、贅沢な悩みではあったのだが、

（どうしたもんかなあ）

　山ほどのご馳走も、早く食べなければ冷めてしまう。

　無限に思えた可能性も、まごまごしているとどんどんなくなっていってしまうのだ。

　まず試してみろと言ったルードスは正しい。色々仕事をやってみて、そこから天職を探すべきだ。迷う分だけ損というもの。それは貴大も重々承知していることであり──。

「う～～～～～～ん」

「わううう……」

「それじゃ、何でもやってみるか？」

「ううん？」

「何でもやりたいんだろ？　じゃあ何でもやればいいんだよ」

「ええっ!?」

　それができないから相談しに来たのだ。

　驚おどろくクルミアに、しかし、貴大は呆あきれたようにこう言った。

「あのなあ、うちは何でも屋だぞ？」

「……？」

「何でもするのが仕事なの。何でもやりたきゃ、うちでやればいいじゃねえか」

「あっ!?」

　まさしく盲もう点てんというものだった。

　何でも屋《フリーライフ》。この場所こそが、今のクルミアに必要な場所だったのだ。

「えっ、えっ、いいの？　いいの？」

「いいよ。仕事ったってアルバイトなんだろ？　それくらい雇やとう余よ裕ゆうはあるぞ」

「でも、でも、ユミィちゃんが！」

「……わたしは構いませんよ」

「いたの!?」

「……ずっとそばにいましたよ」

　クルミアの横で小さく首しゆ肯こうする。

　この家のメイド、ユミエルは、今の今までクルミアの目に入っていなかったようだ。

　それは悩みのせいであり、視野が狭せばまっていたせいでもあったが──。

　その悩みも無事に解決したのだ。思いがけない形ではあったが、胸のつかえが取れ、クルミアは花のような笑え顔がおを咲さかせた。

「やった～っ！　じゃあ、じゃあ、明日あしたからよろしく！」

「明日は休みなんだけどな」

「じゃあ明後日あさつてから！」

「……明後日もうちはお休みですよ」

「週に二日もお休みがあるの!?」

「……やはり変でしょうか」

「変じゃない！　変じゃないぞ!!　うちはこれが普ふ通つうなんです！」

「きゃ～♪」

　小こ突づこうとする手をひょいと避よけ、クルミアはリビングの中を走り回った。

　その陽気に釣つられてしまったのかどうなのか、床ゆかで大人しくしていたゴルディまでもが駆かけ回り始める。

　そのドタバタを、貴大はため息交じりに見守っていたが──。

　最後に大きく息をつくと、彼は微笑ほほえみ、うなずいた。

「まあいいや。じゃあ、次の月曜日からよろしくな」

「わんっ！」

　こうして、クルミアは働き口を見つけることができ──。

　何でも屋《フリーライフ》には、アルバイト店員が増えることになったのだった。
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「大だい丈じよう夫ぶ？　ちゃんと着れてる？」

「……大丈夫ですよ。着られています」

「変じゃない？　この服、あたしに似合ってる？」

「……似合ってますよ。ちっとも変じゃありません」

「えへへ～」

　週が明けての月曜日、クルミアは約束通りに《フリーライフ》へとやってきた。

　仕事をしようと張り切って、お仕着せのメイド服に身を包んで──。

「って、そんなのどこにあったんだ？」

「……イヴェッタさんです」

「またあの人か……」

　近所に住む淫いん魔ま、イヴェッタの顔を思い出してげんなりとする貴大。

　彼女は面めん倒どう見みがよく、仕し事ごと柄がら衣装もたくさん持っているのだが、何かを頼たのむと「それが貴大の趣しゆ味みなのだ」と思い込んでしまう節があるのだ。ユミエルのひとりファッションショーの時も大変だった。貴大はその時の混乱を思い出し、何やら朝から頭痛を感じるような気がしていた。

「まあいいや。物は確かなんだ」

　ありがたく使わせてもらおうと、貴大はそう割り切ることにした。

「ねえねえ、似合う？　似合う？」

「はいはい、似合うよ。立派なメイドさんだな」

「わうう～♪」

　貴大にわしわしと撫なでられ、それでも嬉うれしそうにするクルミア。

　彼女は尻尾しつぽをぶんぶんと振ふり、しきりに貴大に抱だき着こうとしていた。

　しかし、

「こら、いつまでも甘えてるんじゃないぞ」

「きゃん!?」

「仕事でうちに来たんだろ？　その間はシャキッとしてろよ、シャキッと」

「う、うん。そうだった」

　言われてハッと気がついた。

　そうだ、ここには働きに来たのだ。

　いつものように「優やさしいお兄さん」に甘えてばかりはいられない。

（あたしがお姉さんなんだから！）

　今では自分も年長組、年下の手本になるべきお姉さんである。

　そんな自分がいつまでも子ども気分でいてはダメだ。今日はゴルディも置いてきて、ひとりでここまでやってきたのだ。クルミアは努めてキリッとして、真面目な態度で貴大やユミエルへと向き直った。

「じゅんび、かんりょう、ですっ！」

　ピーン！　と尻尾も逆立てて、敬礼のようなポーズを取るクルミア。

　それにどう応じていいのか分からなかったが──。

　貴大は少し笑うと、クルミアを事務所の方へと案内した。

「まあ、そんなに気張ることもないさ。うちは気楽な何でも屋稼か業ぎようだからな」

「気楽な何でも屋かぎょう」

「そう。仕事に対する責任はあるけど、依い頼らいによっちゃだいぶ緩ゆるいのだってあるんだ」
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「どういうこと？」

「たとえばだな……ほら、これだ」

「わっ!?」

　ぽんと投げ渡わたされるガラス瓶びん。丸っこいそれを両手で受け取り、クルミアはどういうことかと貴大を見る。

「それはな。ポーションの瓶だ。近所の道具屋に依頼されててな」

「ぽーしょん？」

「そう、ポーション。傷薬だな。飲んでもいい、かけてもいいの便利なやつだ」

「へえ～……」

　両手に収まるガラス瓶をしげしげと見つめる。

　クルミアにとって、傷や怪け我がはシスターおかあさんに治してもらうものだった。神の奇き跡せき、魔ま法ほうの力で、あっという間に傷口を塞ふさいでしまうのだ。

　しかし、この世にポーションがあるということは知っていた。魔法が使えない人、自分で薬を作れる人は、こういったもので怪我や傷を治すのだという。そのポーションを実際に見て、クルミアは興味深そうに観察を続けたが、

「あれ？　でも、これ、何も入ってないよ？」

　上下に少し振ってみても、やはり水音は伝わってこなかった。

　そもそも軽い。このガラス瓶は空なのだ。クルミアは不思議そうに何度もガラス瓶を振っていたが──。

　その早とちりを、貴大に少し笑われてしまった。

「だから瓶だって言っただろ？　それは専用の入れ物ってことで、中身はまだ入ってないんだ」

「わう？　タカヒロが飲んだの？」

「飲まねーよ。空き瓶だけたくさん預かってんの」

「な、なんで？」

「混乱してるっぽいな。まあ、いいや。ちょっとこっちに来い」

　クルミアを手招きし、貴大は事務所の机に瓶を置かせた。

　そしてユミエルに何事かを伝え、台所から水やハーブを持ってこさせる。

「何するの？」

「いいからいいから。ほら、ここに水と材料を入れてみ？」

「うん……？」

「よし、入れたな？　じゃあこれを思いっきり振るんだ。ほら」

「えっ、えええっ？」

　訳が分からずとも促うながされるまま、クルミアは瓶を上に下にと振り始めた。

　シャカシャカと音を立てる水とハーブ。それは一分、二分は元のままだったが──。

「あっ、あれっ!?」

　三分間振り続けると、なんと瓶が光を放った！

　おまけに中身が変化している。ハーブはそのままだが、水が緑色の液体へと変わっているではないか。

「あっ、これ、もしかしてポーション!?」

「そうそう」

「えーっ!?　なんでーっ!?　こんなに簡単に作れるの!?」

「水とハーブがいいものならな」

　最も単純な処方箋レシピであった。

　他ほかの材料を加えたり、魔ま力りよくを込めて火にかけたりと、アレンジレシピはいくらでも存在するが、基本となるのは「いい材料を根気よく攪かく拌はんする」。たったこれだけのことだったりする。そのいい材料がなかなか手に入らないし、あったとしても他の薬に使われるしで、この単純なレシピを試ためす者はいないのだが──。

　ともあれ、こうしてひとつポーションが出来上がったのだ。クルミアは目を輝かがやかせると、掲かかげるようにして自分が作ったポーションを見つめていた。

「こうしてできたものを納品するだけでいい。それを何度か繰くり返したら、道具屋の方からちょくちょく依頼が来るようになるぞ。瓶だけこっちに渡しておいて、できたらまとめて持ってこいってな」

「へ～……！」

「薬作りが上達したら、自分で道具屋か薬屋を開くこともできるんだけど」

「やりたい！　それもやりたい！」

「うちは販はん売ばい店じゃないの。どうしてもやりたいなら、次のフリマでも気長に待ってろ」

「くぅ～ん……」

　しゅんとうなだれるクルミア。しかし、仕事には忍にん耐たい、我が慢まんも必要である。

　つい許可を出しそうになるが、貴大は心を鬼おににして、甘い考えをグッと抑おさえ込んだ。

「まあいい。次はこいつだ」

「わう？　それ、なあに？」

「使い魔まが詰つまった箱だ」

「つかいま？」

「小鳥とか猫ねことか……まあ、魔ま法ほう使つかいのパートナーだな。手紙を運んだり、目や耳の代わりになってくれたり、なんか色々便利らしいぞ」

「へ～……！」

「慣れたら魔法使い以外の人も使えるんだけど、慣れさせるまでが大変でな。それをしてくれって頼まれたんだよ」

「人は怖こわくないよ～って教えるの？」

「そう。まあ、言ってみれば、魔法の動物屋さんってところだな」

「魔法の動物屋さん！」

　魅み惑わくの響ひびきに、クルミアの耳がぴょこんと立った。

（動物屋さん！　それも魔法の！）

　どんなものかは知らないが、聞いただけで胸がわくわくしてくる言葉だった。

　興奮は行動に表れて、クルミアは落ち着きなく貴大の周りをうろついている。

「早く開けてっ！　早く！　早く！」

「おい、落ち着けって」

「わうわう～っ！」

　貴大の腕うでに抱だき着いて、早く早くと急せかすクルミア。そんなところがまだ子どもだと思いながら、貴大は手元の小箱をそっと開いた。

　するとまばゆい光と共に、小箱からは使い魔が飛び出していき──。

「わあああ……！」

　一体どこにこれほど詰まっていたのだろう。

　猫やネズミ、小鳥やトカゲ、果てはウサギや狼おおかみの類たぐいまで。次々と現れては宙を舞まい、ただの事務所を幻げん想そう的な風景へと変えていく。

「わっ、わっ!?」

　中には霊れい体たいの存在もいたのだろう。からかうようにクルミアの体を通り抜ぬけ、にやりと笑った猫を見つめ──。

「すご～～～～い!!」

　クルミアの興奮は、今、最高潮に達していた。

「わ～～～～～っ！　かわいいね！　タカヒロ！　この子たち、とってもかわいい！」

「まあ、そうだな」

「なんで浮うけるの？　なんでなんで？　あっ、ヘビもいる！」

「そうだな。ヘビもいるな」

「わううう～！　あう～！　あうう～！」

「人語が話せなくなってるぞ」

　こうなるだろうとは思っていた。

　普ふ段だんからゴルディを可愛かわいがっているクルミアのことだ。動物関係の仕事は大喜びで、しかし、我を忘れてしまうだろうことは分かっていた。

　相手が使い魔だとか霊体だとかは関係ない。クルミアは尻尾しつぽをぶんぶん振ふって、ネズミやトカゲとまで仲良くなろうとはしゃいでいる。

（ひょっとしたら天職かもな）

　早くも適性が見つかり、幸さい先さきがいいなと思う貴大。

　しかし同時に懸け念ねんもあった。使い魔の中には気難しいものも交ざっているのだ。

　部屋のすみにいる狼などがそうだ。あれは貴大でも容易に近づける相手ではなかった。

（まあ、あいつは時間がかかるだろうな）

　そう思って、貴大がクルミアの方を見ると、

「仲良くなったよ～！」

「だああっ！」

　ズルッと滑すべって転んでしまった。

（ま、マジで天職だったか）

　灰色の毛並みに顔を埋うずめ、にこにこ笑え顔がおで手を振っているクルミア。

　そんな少女に抱き着かれて、狼は気難しい顔をしながらも、何だかそれほど満まん更ざらでもなさそうな表情をしている。

（しょせんはオスか……）

「自分、一いつ匹ぴき狼おおかみですから」みたいな顔をしながら、しっかり男の子だったというわけだ。

　そんな狼を複雑そうに見ながら、貴大ははしゃぐクルミアに大きな声で呼びかけた。

「お～い、ほどほどにしとけよ！　まだ仕事はあるんだからな！」

「お仕事!?　次はなに～？」

「カオルんとこで料理を作るぞ！　お前がやりたがってたコック見習いだ！」

「わ～い！」

　ぴょんと飛び跳はね両手を上げて、クルミアは貴大に抱き着いてきた。

　その十歳児とは思えない重みを受け止めながら、しかし、やはりこの子はお子様なのだなと感じる貴大だった。
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　クルミアが働き始めてから、早くも数日が経たとうとしていた。

　四月中ちゆう旬じゆん、うららかな天気の下もとで、貴大とクルミアは隣となりに並んで路地を歩いている。

「次はどこかな～、次はどこかな～♪」

「おい、落ち着けって」

「わう～♪」

　踊おどるように路地を進み、引き返しては貴大の腕を取るクルミア。

　上じよう機き嫌げんな彼女を止めることもできず、貴大は仕方ないとばかりに息をついた。

（まあ、こいつにとっちゃ新しい仕事だもんな）

　今は郵便配達の途と中ちゆうで、複数軒けんの家を回っているところだ。

　貴大にとっては面おも白しろみのない仕事でも、クルミアにとっては知らない街を歩く、大切な手紙を届ける、胸が躍おどるような「お仕事」なのだろう。それを貴大と一いつ緒しよにできること、それ自体が嬉うれしいことでもあり、クルミアは終始にこにこと笑顔のままでいた。

「郵便で～す♪」

「あら、私に？」

「わんっ！」

「あらあら、まあまあ、ありがとうね？」

「うう～♪」

　小さな花屋、そこで店番をしていた老婦人に、クルミアは頭を撫なでられて喜んだ。

　その間、貴大は手紙の住所を見て、間ま違ちがいがないことを確かく認にんしている。

（これで最後か）

　中級区の一角をぐるっと回って戻もどってきていた。

　ここからそう遠くない場所に《フリーライフ》はある。休きゆう憩けいを取るにはいいタイミングだろう。貴大は一度、事務所の方へ戻ることにした。

「んじゃ、さっさと家に戻るぞ」

「ばいばーい！」

「はい、ばいばいね」

　手を振るクルミアを引きずりながら、貴大は近くの通りへと出た。

　ここをまっすぐ進み、横道に入ればすぐ《フリーライフ》だ。迷いようがない道を、貴大はクルミアと歩いていく。

「タカヒロ。タカヒロ」

「ん？　なんだ？」

「次のお仕事、なあに？」

「次ぃ？　なんだ、今日もやる気満々だな」

「うん！　だって楽しいもん！」

　その言葉に噓うそはない。クルミアは心底仕事を楽しんでいる。

　まぶしいほどの勤労意い欲よくに、貴大は珍ちん獣じゆうでも見たような顔をしていたが──。

　ひとつだけ気になることがあり、彼はそのことについてクルミアに伝えた。

「いや、だけどな。楽しいばっかじゃないんだぞ？」

「わう？」

「仕事ってのは大変なものなんだ。責任ってやつもあってな」

「せきにん？」

「そう、責任。仕事ってのは受けたからにはやらなくちゃいけないし、最後までしっかりやり遂とげなくちゃいけないんだ」

「うう？」

「ちょっと難しかったか？　実例がないと分からないか。まあ、それが分かるような依い頼らいはさせてないけど」

「う～？」

「まあいいや。おいおい教えていくけどな。だけど」

「だけど？」

「お前が何でも屋になったとしても、文字通り何でも引き受けるんじゃないぞ？　そんなことしてみろ。あとでえらいことになるからな？」

「えらいこと……!?」

　貴大ほどの大人が念を押すのだ。

　それはさぞかし「とんでもないこと」なのだとクルミアは思った。

「わ、わかった。何でもは、しない」

「それでいいんだ」

　表情を硬かたくするクルミアを見て、貴大は満足そうにうなずいた。

　そして、そうこうしているうちにちょうど《フリーライフ》の目の前だ。貴大は事務所の方から店の中へと入っていく。

「ただいま～」

　鍵かぎが開いているということは、ユミエルが店番をしているということだ。

　ついでだから、三人そろって休憩をしよう。貴大はそのように考えたが、

「ん？　なんか、忙いそがしい？」

　テキパキと動くユミエルには、若じやつ干かん、余よ裕ゆうがないように感じられた。

　彼女は倉庫から木箱を運び、そこから何かの道具を取り出そうとしている。

「……ご主人さま」

「どうかしたのか？　なんか依頼でもあったのか？」

「……はい。冒ぼう険けん者ギルドからの依頼です。《スカーレット》が大物の群れを仕留めたため、素材の加工、仕分けを手伝って欲しいと」

「は？　そんなの冒険者だけで足りるだろ」

「……何分、数が数だそうなので、何でも屋にも声をかけているそうです」

「めんどくせ～……断れなかったのか？」

「……お得意さまですので」

「そりゃそうだけど」

　ギルドの仕事は優先度の高いものだ。

　こういった緊きん急きゆうのものこそ受ければ覚えが良くなるし、次からは割のいい仕事、楽な仕事を回してくれるようにもなる。反対に断ってしまえば、理由如何いかんでは除名処分を喰くらうこともあり、そうでなくとも大変な仕事ばかり回されるようになる。

　やらないという選せん択たく肢しは《フリーライフ》にはなかった。仕方ないとばかりに、貴大は大きく長いため息をつく。

「分かった。俺も行くよ」

「……ご立派ですよ、ご主人さま」

「初めからそのつもりだろ？　さっさと行って終わらせるぞ」

　自身も木箱の中を漁あさり、そこからノミ、ヤスリなどの道具を取り出していく。それを手て提さげの道具箱の中に移し、貴大はそこで思い出したかのように振り返った。

「ああ、クルミア。お前はここで留守番してろ」

「うう？　いいの？　お仕事なんでしょ？」

「ちょっと専門性が高いやつなんだよ。荒あらっぽいのもいるし、お前は連れていけないな」

「ユミィちゃんは？　ユミィちゃんは行くんでしょ？」

「こいつはこう見えて強いんだよ。心配すんなって」

　ぐしぐしとクルミアの頭を撫でて、貴大はそう笑って言った。

　彼の言葉通り、ユミエルのレベルは１００を超こえていて、そんじょそこらのちんぴらでは相手にならない程ほどなのだ。それを知らないクルミアは、最後まで不思議そうな顔をしていたが──。

「うん、わかった。おるすばんしてる」

　ここでわがままを通す子でもなかった。

　クルミアは素す直なおにうなずくと、トコトコと貴大の脇わきへと寄った。

「……お昼ご飯は台所にあります。好きなように食べてください」

「俺たちはどうすんだ？」

「……お弁当を用意しました。機会を見ていただきましょう」

「用意がいいな。よし、それじゃ心配ないか」

　ふたりは会話しながらも準備を進め、数分後にはすっかり用意を整えていた。

　ユミエルは弁当の入ったバスケットを、貴大は両手に道具箱を提げ、早くもギルドへと出かけていこうとしている。

「それじゃ、行くか」

「……はい」

「留守番、頼たのむぞ。鍵はちゃんとかけるんだぞ」

「うん！」

　元気のいい合図にふっと微笑ほほえみ、貴大はユミエルを連れて出ていった。

　ひとり残されたクルミアは、とりあえず言われた通りに鍵をかけたが──。

「……ふうっ」

　怒ど涛とうの勢いに、ここでようやく息をつけた。

「何でも屋って、大変なんだなあ」

　責任のことはまだよく分からなかったが、先ほどの貴大たちが大変そうだったことは分かる。きっとこのあと、あまり楽しくないことをするのだろう。そしてそれは彼の言う、やらなくちゃいけないこと、やり遂げなければならないことのはずだった。

「お仕事にも色々あるんだ」

　たとえばそう、今のクルミアが留守番を任されているように。

　これも立派な「お仕事」である。任されたからにはしっかりやろうと、クルミアは事務所の奥へと向かった。

「まずは、ごはんっ」

　もうそろそろお昼時である。時間はちゃんと守って、食事はしっかり取って、午後の仕事にも備えなければならない。それまでにふたりが帰ってくるのかどうか、それは少し不安だったが、

（早く帰ってきてくれるといいな）

　留守番はできるけど、ひとりはさびしいクルミアであった。

「まあいいや。ごはん～♪」

　暗いことばかり考えていても仕方がない。

　クルミアは努めて明るく、楽しいことを考えることにした。

「ユミィちゃんの、ごはん～♪」

　ユミエルが作る食事はどれも美味おいしかった。それはこの職場体験の楽しみのひとつでもある。クルミアは鼻歌交じりに、事務所からリビングへと移ろうとして──。




　ドンドンドンドン！




「うわあっ!?」

　鳴り響ひびいた音に、ぴょんと飛び跳はねて驚おどろいた。

「だ、誰だれだろ……？」

　恐おそる恐る後ろへ振ふり向く。事務所の入り口、ドアにかかったカーテンの向こうに、何やらほっそりとした影かげが動いている。

『タカヒロさん！　ユミエルさん！　誰か、いませんか!?』

　ドンドンドンドン！

　ノックというには乱暴すぎるものだが、何やら相手は必死のようだ。

　若い男だろうか？　声からして子どものようでもある。

『助けてください！』

　ドンドンドンドン！

『大変なんです！』

　ドンドンドンドン！

『どうか、どうか、ここを開けてください！』

　ドンドンドンドンドン!!

（ど、どうしよ？）

　留守番を任されたからには、この扉とびらを絶対に開けるわけにはいかない。

　しかし、訪問者はかわいそうなほどに悲痛な声を上げている。それを放ほうっておくことも、優やさしいクルミアにはできなかった。

（タカヒロの名前を知っているし……）

　ここは人通りの多い商業区画でもある。

　まさか押し入り強ごう盗とうや誘ゆう拐かい犯ではあるまいと、クルミアはドアの鍵を外すことにした。

　すると外からは転がり込むように、十二、三歳ほどの少年が現れて──。

「ああっ！　助かった！」

「………………」

「って、あれ？　どちら様でしょう？」

　それはこちらの台詞せりふだった。

　クルミアは目を丸くして、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者のことを見つめている。

「うん？　その服、もしかして新しい店員の方ですか？」

「あ、う、うん」

「そうですか！　《フリーライフ》、なかなか評判ですもんね！」

「そ、そうなの？」

「もちろんですよ！　丁てい寧ねいかつ迅じん速そくな仕事っぷり、そのうち店員が増えるとは思っていました！」

「そうなんだ……えへへ」

　貴大やユミエルのことを褒ほめられると、我が事のように嬉うれしいクルミアだった。

　気を良くした彼女は動どう揺ようも薄うすれ、目の前の客、栗くり毛げの少年に対して胸まで張った。

「そう、タカヒロはすごいんだよ」

「ええ、ええ、そうでしょうとも！」

「ユミィちゃんだってすごいの」

「そうでしょう、そうでしょう！」

　よいしょ、よいしょと持ち上げられ、どんどん高くなっていくクルミアの鼻。彼女の気持ちは際限なく大きくなって、今ならどんなことだって引き受けそうだった。

　だからだろう。ついうっかり、首を縦に振ってしまったのは。

「そのすごい《フリーライフ》を見込んでお願いがあります！」

「うん！」

「うちの依い頼らい、半分引き受けてくれないでしょうか!?」

「いいよ！」

「本当ですか!?」

「……って、あれ？」

　よく考えれば良くないことだ。

　クルミアはあくまで見習い店員、依頼を受けるまでの権限はない。

　しかし同時にこうも考えた。貴大とユミエルは確かにすごい。ふたりは「さっさと行って終わらせる」と言っていた。とすると、お昼過ぎには帰ってくるのだろう。新しい依頼をできる余よ裕ゆうもあるはずだ。このかわいそうな人を放ってはおけない。困っている人は助けるべきだと院長先生も言っていたではないか。

　もちろん、これは良くないことだ。良くないことだけど、同時に人助けにもなることである。それなら叱しかられるのは承知のうえで、依頼を受けてもいいのではないか？　自分も一いつ生しよう懸けん命めい手伝うつもりでいる。必要なら夜遅おそくまでずっと働いてもよかった。それだけの覚かく悟ごを持って、クルミアは再びこくりとうなずくと、

「うん、受けます」

　と言った。

「やった！　や、やったあ！　いや、助かりました。ここがダメなら、もうどうしようかと思っていたところなんです」

　少年は飛び跳ねんばかりに喜んでいた。

　その姿を見ると、自分は間ま違ちがっていなかったんだなあとクルミアは思う。

（これでよかった、んだよね？）

　怒おこられるかもしれないけれど、受けてよかったと思うクルミアであった。

「さて、それじゃあ依頼の件ですけど」

「うん！」

「ご存知かと思いますが、今、どこもバタバタしてまして」

「うん！」

「うちも人手が足りなくて……よいしょっと。これだけあるんですよ」

「うん！　……うん？」

　店の外に出たかと思うと、少年は木箱を抱かかえて戻もどってきた。

　その中に入っているのは、依頼書と思おぼしき羊皮紙の束、束、束。

　愕がく然ぜんとするクルミアに対し、少年はあくまで安心して木箱を渡わたす。

「いやあ、良かった！　緊きん急きゆうの案件だったんです！」

「え？　え？」

「本当に、本当に助かりました！」

「ええっ？」

「もっとお礼を言いたいのですが、忙いそがしいので、僕はこれで！」

「あ、あの、わ、わううっ」

「それじゃ！」

　ぴゅうっと吹ふく風のように、少年はその場からいなくなってしまった。

　クルミアはあとを追おうと思ったが、木箱が重くてそれどころではなかった。

「こ、これ、何枚あるの？」

　十や二十ではないだろう。

　三十、四十、ひょっとして五十──。

　数えてみたかったが、怖こわくてとてもできなかった。

　現実を認めるのが怖い。自分の手で抱えているものが怖い。そんな初めての経験に、クルミアはあっという間にパニックに陥おちいった。

「ど、ど、どうしよ～～～～～～!?」

　答えはどこからも返ってこなかった。

　何でも屋《フリーライフ》には、クルミアの戸と惑まどいの声だけが響いていた。
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「で、依頼をたくさん受けちゃったと」

「ううう……」

「しかも今日中の依頼だけで三十件。すごい数だな」

「ごめんなさいぃ……」

　その日の夕方、帰ってきた貴大の前で、クルミアは尻尾しつぽを丸めて正座をしていた。

　顔は血の気が失うせて真っ白になり、体は小さくぷるぷる震ふるえて──。

　しかし悪いのは彼女であり、それは本人も重々承知のことだった。

「話を聞く限りだと、隣となりの区画の《アングルナージュ》が来たみたいだな。あそこの見習い、そそっかしくて大変なんだよ」

「うっ、うう」

「なんでうちに全部預けちゃうかな。普ふ通つう、分散させるもんだろ。ほんと、大手ってやつは仕事も手配も大おお雑ざつ把ぱで……」

「うううっ」

　自分が叱られているみたいだった。

　クルミアはますます体を縮め、しかし、おずおずと貴大に問いかける。

「タ、タカヒロ？」

「あん？」

「怒ってる……？」

「そりゃ怒ってるよ。怒ってるけど」

「うぅっ！」

「いや、でも、これは俺が悪かった」

「……え？」

　貴大はしゃがみ、クルミアと目線を合わせて頭を撫なでた。

　そしてひとつひとつ言い聞かせるように、ゆっくりと自分の考えを述べていく。

「お前はまだ十歳だもんな。いくら急いでたからって、そんな子をひとりにしちゃいけなかったんだ」

「うぅ？」

「ごめんな。近所の誰だれかに預かってもらうこともできたのにな。留守番くらいできるだろうって、ほったらかして本当に悪かった」

「う、う、うっ」

「本当にごめん。お前は悪くないよ」

「うわあああ～～～……！」

　謝る貴大にすがりつくクルミア。彼女はぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだをこぼしている。

　そうさせたこと、そうさせてしまったことを反省しながら、貴大はクルミアの背中を何度も優しくさすっていた。

　そして、それを五分、十分と続けて、クルミアが落ち着いたのを見て──。

「さて、こいつをどうするかだな」

　改めて依頼書の束と向き合っていた。

　ひとつひとつは簡単な仕事だが、塵ちりも積もれば何とやらだ。今日が期限のものだけでも三十件もあり、そして時刻は現在午後五時を回ろうとしていた。

「ぐすっ、うっ、ごめんね、タカヒロ……」

「いや、さっきも言ったけど、元をたどれば俺が悪いんだよ。気に病やむなって」

「だけど……」

「まあ、問題だよな。普通なら間に合うわけないけど……」

　ちらりと壁かべにかかった時計を見る。そうしたところで時間が巻き戻るわけもないが、貴大は何かを計算しているようにも見えた。

　どうするのだろうか？　クルミアがきょとんとした顔で彼を見ると、貴大は大きくひざを叩たたいてこう叫さけんだ。

「よしっ！　腹をくくるか！」

「ううっ？」

「ユミィ！　お前が時間内にできそうなものは！」

「……七件です」

「クルミアでもできそうなものは！」

「……三件です」

「隣の手伝ってくれそうな奴やつらは！」

「……他ほかの街に劇を見に行っているそうです」

「肝かん心じんな時こそ隣にいろよ!!」

　最後にそうツッコミを入れ、貴大は大きく息を吸った。

　そしてゆっくり吐はき出しながら、また時計を見ながら依頼書を数える。

「よし、じゃあ、俺の担当分は二十件だな」

「ええっ!?」

「ええじゃねえよ。何驚おどろいてんだ」

「だ、だって……！」

　さすがのクルミアも分かっていた。

　簡単な仕事とはいえ、貴大の体はひとつしかないのだ。あの少年は人手が足りないと言っていたが、まさに《フリーライフ》こそ人手が足りない。そんなの神様だってできっこないと、クルミアが貴大を止めようとすると、

「言ったろ？　仕事には責任があるって。受けたからにはやらなきゃいけないって」

「で、でも……！」

「だからお前が悪いんじゃない。俺が悪いんだ。この仕事は俺が受けた仕事みたいなもんだ。だから俺は、これをちゃんとやり遂とげなくちゃいけない」

「だけど……！」

「だけどじゃねえよ。いいか、見てろ？　お前に責任の取り方を教えてやる！」

　次の瞬しゆん間かん、貴大の姿がかき消えた！

　かと思えば事務所の隣、小部屋のような倉庫の中から彼の姿が現れる。

「えっ!?　ええっ!?」

「ほら、ユミィ。薬の材料だ」

「……ありがとうございます」

「納品までお前に任せたぞ」

　鉱石、薬草、謎なぞの液体が入った小こ瓶びんなど、次々と机に置いてはまた持ってくる貴大。クルミアの驚きなど気にもせず、彼は今度は大きなバッグを持ってくる。

「これとこれは西区画。これとこれは上級区。これは下級区？　バラけてんなあ」

　ぶつくさ言いながら、その動きは少しも止まることがない。

　ショルダーバッグ、あるいはリュックに小物を入れて、彼はそれをひとつひとつ丁てい寧ねいに並べていく。今度はこれをどうするのだろうか？　クルミアが挙動を見守る中、貴大は大きく口を開けると、

「行くぞ!!」

「っ!?」

「【ブースト】！　【コンセントレーション】！　【ハイスピード】！　【フロートシューズ】！　隠いん蔽ぺいの【シャドウベール】に、ダメ押しの【レンジャーフォース】に、そんでもってトドメの【ミラージュ・ボディ】ィィィィィィィィィ!!」

　貴大が叫ぶと、彼の体は七色の光に包まれた。

　それだけではない。なんと彼の体から、六人の貴大が新たに現れ──!!

「えええええええ～～～～～～っ!?」

　驚くクルミアの前で、七人の貴大が円えん陣じんを組む。

　そしてそれぞれの荷物をひょいと持ち上げ、彼らは一様にこくりとうなずいた。

「よし行けっ！　俺っ!!」

「「「「「「任せろ、俺っ!!」」」」」」

　エコーがかかってわんわんと耳に響ひびくようだった。

　そのかけ声にクルミアがふらついていると、貴大はすぐにも事務所を出て、暮れていく街を四方八方へと散っていった。それは道行く人にとって、「何かの影かげが通り過ぎた」としか映らなかった。それほどの速さ、それほどの気配のなさで、七人の貴大は街中を駆かけ巡めぐっているのだ。個体によってはすでに配達を済ませ、次の依い頼らいへと向かう者もいたほどだ。

（な、なんだったの……？）

　残されたクルミアは尻しりもちをつき、呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　そんな彼女にユミエルは静かに近づくと、

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。ご主人さまに任せましょう」

　そう言って、クルミアを優やさしく抱だき起こすのだった。
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　魔ま法ほう使つかいには「魔ま力りよく切れ」という現象がある。

　それは魔法を使いすぎた結果、極度の精神疲ひ労ろう状態に陥おちいってしまうことだが──。

　全力を超こえた全力を出した貴大は、「魔力切れ」に近い状態になってしまっていた。

「んあ～～～～～～～………………」

　自宅のリビング、その小上がりの縁へりに引っかかっている。その状態でぐんにゃりしている貴大は、先ほどからずっと間ま抜ぬけな声を上げていた。

「もう働きたくねぇぇぇ～～～～～～………………」

　まるでどろどろに溶とけたスライムのようだ。

　虚うつろな目をして全身虚きよ脱だつ状態にある貴大。それは「自分に強化バフをかけて」「その状態で分身を何時間も操あやつり続ける」という暴挙がもたらした結果だった。

「……お風ふ呂ろの用意はできましたが」

「あおぉ、お～～～～～………………」

　大好きな風呂にもいけない始末。

　そのような貴大の腕うでを取り、先ほどからクルミアは何度も彼に謝っていた。

「ごめんね、ごめんね。こんな、タカヒロ、うぅっ」

「んおお～～……」

「こんなことになっちゃってぇ！」

　涙ながらに謝罪を続けるクルミア。

　彼女は自分を恥はじていた。まだ子どもの身であること。まだ未熟な身であること。誰かに助けてもらう存在であることを、彼女は「嫌いやなこと」だと初めて思った。

「早く大人になりたい……」

「んあ？」

「早く大人になって、タカヒロを助けられるようになりたいよ」

「……………………」

　切実な願いに、しかし貴大は──。

「焦あせらなくてもいいって」

「えっ……？」

「お前はまだ十歳なんだから」

「…………」

「ゆっくり大人になっていけばいいんだよ」

　優しい目だった。教え諭さとすような顔をしていた。

　だからクルミアは泣き言を止め、貴大の言葉に耳を傾かたむけようとする。そんな彼女に対し、貴大はまた微笑ほほえむと、とつとつと語り始めた。

「何度も失敗して、痛い目にもあって、そうやって大きくなるんだ。いつかは必ず大人になるんだからさ。それまでにたくさん経験を積んで、色んなことをしてだな。つまりは、あれだ、あ、あぅ、あ～」

「……最後まで持ちませんでしたね」

　そう言ってユミエルが貴大を抱かかえ、そっと小上がりに横にさせた。

　途と端たんにすやすやと寝ね息いきが立って、そちらを見れば貴大の安らかな顔があった。

「……布ふ団とんを持ってきましょう」

「ぐー」

「……クルミアさん。もう遅おそいですから、あなたはうちに泊とまってください」

「あっ、うん！」

「……連れん絡らくはもうしておきましたから」

「あ、ありがと……」

　涼すずやかな顔でリビングを出ていくユミエル。

　彼女もまた無理をして働いていた。それなのに疲つかれを感じさせず、逆にクルミアを気き遣づかう余よ裕ゆうが彼女にはあった。

（ゆっくり大人になればいいって言われたけど）

　貴大を、そして戻もどってきたユミエルを見ながら思う。

（やっぱり、早く大きくなりたいな）

　貴大のように。ユミエルのように。

　ふたりのような頼たよれる大人に、クルミアはきっとなるのだと心に決めた。

（だから、がんばろう！）

　ある春の日の《フリーライフ》での出来事、それはちょっとしたことではあったが、クルミアにとっては大きな大きなことだった。
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「ごめん、タカヒロ！　お父さんがぎっくり腰ごしになっちゃって……せっかくきてくれたのに、本当にごめんね」

「いや、いいっていいって」

「おわびっていったら何なんだけど、これ、持っていって」

「おおっ!?　いいのか!?」

「もちろん！」

　大衆食堂《まんぷく亭》の仕事がキャンセルになった。

　それに加えて大きな肉を、豚ぶた肉にく各種をお土産みやげに持たされた。

　カオルの父アカツキには悪いけど、これはいわゆる望外の喜びってやつだった。

「ふんふんふ～ん♪」

　現在時刻は午後五時過ぎ。早いところはもう食事の準備を始めているんだろう。《まんぷく亭》からほど近い家に戻もどる途と中ちゆう、そこかしこからバターや魚の焼ける匂においが漂ただよい、野菜を刻む音なんかがかすかに聞こえてきた。

（俺も帰ったらまず飯だな）

　たとえばそう、豚バラ肉を使った料理を、腹いっぱい食べてやるんだ。

　熱したフライパンで、やや厚めにスライスした豚バラ肉をこんがりと焼く。味付けは塩胡こ椒しようのみだ。それだけ……それだけで、飯をかっこむ！　副菜？　そんなものは必要ない！　肉と飯、他ほかに何がいるって言うんだ。

（ユミエルは栄養バランスとか気にしそうだけど）

　たまにはこんな料理を食べたくなるものなの。

　明らかに不健康だけど、まあ、心の栄養だと思って許して欲しい。

「さ～て、早さつ速そく作っていこうかな～！」

　スキップしながら通りを進み、あっという間に家に着いて、住居の玄げん関かんの方から中へと入り、そのままリビングに移動しようとして──。

「あっ、タカヒロ！」

　事務所の方から来たクルミアに見つかった。

　あいつは嬉しそうに、尻尾しつぽを振りながらこちらに近づいてくる。

「どうしたの？　忘れ物？　それとももうお仕事おわり？」

「い、いや、そういうわけじゃないけど」

「なんだろ？　なんなのかな？　手伝いがいるの？」

　にこにこしながら目の前にいるクルミア。

　こいつは犬いぬ獣じゆう人じん、お肉大好きのわんこなんだ！

　ひょっとすると目の色を変えて襲おそわれるかもしれない。俺より肉の方が大事とか言われるかもしれない。油断せずに距きよ離りを取ろうとするが、

「よお、近くに来たから寄ったぜー」

「なっ!?」

「んん？　なんだそりゃ？」

　伏ふく兵へいは思わぬ角度から現れた。

　俺の後方、ちょうど真後ろ、玄関から入ってきたアルティが。

　なんと、俺が隠かくしていたバスケットをひょいと持ち上げたんだ！　そしてその拍ひよう子しに、被かぶせていた布がはらはらと解ほどけ落ちて──。

「おおっ!?」

「お肉だっ！」

　俺んちの廊ろう下かで歓かん声せいが上がった。

　やっぱり上がるよな。テンションが上がる気持ちは分かる。

　だけど、これは俺が、俺がカオルから受け取ったもので！

「何の騒さわぎだ？」

「先生が帰ってらしたの？」

「おや。これは見事な豚肉じゃないか」

（げええ～～～～っ!?）

　いつの間にそこにいたのか、リビングからは何人もの女が顔を出した。

　ルートゥーにフランソワにエルゥに……あ、ユミエルまで廊下に出てきたぞ。

　まさにオールスターって感じだな。よくもここまで揃そろったって感じだ。俺んちがたまり場にされているからでもあるが。

（今さら、今さら）

　諦あきらめは早い方だし、流れには身を任せるタイプでもあった。

　さらに増えたたまり場メンバーのことは気にせず、俺は素す直なおに豚肉の塊かたまりを見せることにした。途と端たんに上がる嬉うれしそうな声！

「まあ！」

「おおっ！」

「これはいいね」

「だよな？　どれも絶対美味うまいって、この肉」

「わうう～」

「……よだれが垂れそうですよ」

　なんて、目が肉に釘くぎづけだ。

　分かってる。分かってた。こうなることは予想できていた。

　どうせ俺の家で飯を食うつもりなんだろう？　この肉をみんなで食おうとか言い出すんだ。それが分かっているからこそ、俺は余計な抵てい抗こうをするのを止やめた。連日の事件で疲つかれてるし、肉はたっぷりもらっているんだ。全員で食っても問題ない、とは言えない量だけど、まあ、これも縁えんだと割り切っていこう。

「分かった。今日はうちで食ってけ」

「「「「「おお～っ！」」」」」
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　再び歓声が上がった。今度は五人分の合唱だ。

　その音量に苦く笑しようしながら、俺はひょいとバスケットを持ち上げた。

「ちょっと待ってろよ。塩胡椒で焼いてくるから」

「やっ」「あ？」「ん？」「お？」「え？」

「「「「「え？」」」」」

「今度は何だよ……」

　不協和音の末のクエスチョンマークだ。

　みんながみんな、揃いも揃って、「こいつは一体何を言っているんだ？」みたいな顔で俺のことを見ている。

「なんだよ。なんか不満でもあるのか？」

「それは当然だよ。豚肉を焼くなんてとんでもないことじゃないか」

「んだよエルゥ。じゃあどうしろっていうんだ？」

「煮にるのさ。春野菜と豚肉のポトフ。これで決まりだろう？」

「何言ってんだ、お前」

　俺はこんがり焼いたのが食べたいんだ。

　それも、今すぐ。何でことこと煮なきゃいけないんだよ。

「そうだ！　肉は焼くもんだろう！」

「おっ？　アルティ。珍めずらしく意見が合うな」

「焼くところまではな」

「ん？」

「豚肉、特にもも肉は香こう草そう焼き。それが正解ってやつだ」

「香草焼きぃ～？」

　冒ぼう険けん者の口からそんな言葉が飛び出すとは思わなかったな。

　お前の親父おやじ、鹿しかとか猪いのししを丸焼きにして食うような奴やつだぞ？　そんな男の娘むすめであるなら、俺と同じく塩胡椒で肉を焼くべきだ！　俺はその旨むねを手短に伝えたのだが、しかし、返ってきたものはアルティ以外の言葉もあって──。

「いーや、香草焼きだ！」

「赤ワインで煮込むのもなかなかのものですわよ」

「ふっ、物知らずの小娘め。豚肉は中ちゆう華かがよく合うのだ」

「ちゅうかってなあに？」「……なんでしょうね」「やはりポトフがだね」「煮るのは反対、反対だ！」「アルティさん、貴女あなた、少し強ごう情じようですわよ？」「ちゅうかってなんだろ？」「ふふん、知りたいか？　ならばその肉を我に献けん上じようしてだな！」

（あ～、も～！）

　めちゃくちゃだな！

　まあ、こうなるだろうとは分かっていたが、実際になるとどうにもうるさい。

　そのうち近きん所じよ迷めい惑わくにもなるんじゃないだろうか。そうなる前に、家主としてはどうにかするべきなんだろうが、

「焼く！」

「煮る！」

「蒸むす！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうの大激論は、ちょっとやそっとのことでは収まりそうになかった。

（さて、どうしたもんかな）

　鶴つるの一声でビシッと決めれば、それが一番いいんだろうけど。

　それはそれで禍か根こんを残しそうだ。何かいい方法はないものだろうか。

　俺が少し悩なやんでいると、女たちがバッと勢いよくこっちを向いて、

「先生！」

「タカヒロ！」

「タカヒロ君！」

「ん？」

　なんだ？　なんか不ふ穏おんな気配を感じるが。

　こいつら一体、何のつもりで──。

「勝負だ、タカヒロ！」

「え？」

「料理勝負です！　この豚ぶた肉にくにはどのような料理が相応ふさわしいか？」

「それを実際に作って、優ゆう劣れつを決めようってんだよ！」

「まあ、結果は分かっているだろうがね。それでも実証するのが研究者というものだ」

「だが！　互たがいに審しん査さしては客観性を得られぬ！」

「だから先生に審査員になっていただいて！」

「優勝者を決めてもらうことにした！」

「……は？」

　そんな話になってたの？　いつの間に？

　勝負って、この豚肉を使って？　これを煮たり焼いたり蒸したりするの？

（じょ、冗じよう談だんじゃ……！）

　お前らだけで勝手にやってろ！

　しかし、そう言おうとした瞬しゆん間かん、肉はバスケットごと奪うばわれてしまった。

「明日あしたの昼、試合開始だ！」

「望むところです！　返り討うちにして差し上げますわ！」

「タカヒロ！　貴様も必ず参加するのだぞ！」

「それじゃタカヒロ君、そういうことで」

「わう～!?」

　若じやつ干かん一名、巻き込まれていったように見えたが──。

　とにかく、なんか、料理勝負をすることになった、らしい。

「俺の肉が……」

「…………」

「ちなみに、今日の晩飯は？」

「……お魚ですよ」

「ちくしょおぉぉぉぉっ！」

　無む慈じ悲ひな宣告だった。肉は明日までお預けらしい。

　俺の叫さけびは夜空に消えて、男料理の計画もまた露つゆのように消えたのだった。
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「なんでこんなことになったの？」

「俺にも分からん。気づいたらこの状態になってた」

「わたしも気づいたらこの状態になってたよ」

「奇き遇ぐうだな……」

「そうだね……」

　なんて話をしつつ、俺はカオルと一いつ緒しよに死んだ魚のような目をして座っていた。

　ここは大衆食堂《まんぷく亭》。カオルとその両親、ロックヤード一家が営む「米の飯」を食わせる店だ。家から歩いてすぐの場所にあり、炊たき立てのご飯が食べられるということで、いつも便利に使わせてもらっているんだけど──。

　今回はそれが変な方向に働いたらしい。料理勝負の場として《まんぷく亭》が選ばれ、参加者から少なくない額の貸し切り料金をもらい、ロックヤード夫妻はほくほく顔になって、しかし娘のカオルは茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている。

「今日、休みの日なんだけどなあ」

「なに貸し切り料金受け取ってんだよって話だよな」

「しっ！　タカヒロちゃん！　滅めつ多たなことを言わないで！」

「ガハハハッ！　まあ、フロアと厨ちゆう房ぼうの使用料ってとこだな！」

「そうよあなたーっ！　もっと言ってあげて！」

　一体いくらもらったんだろうか。

　カオルの母親、ケイトさんのテンションの上がりっぷりが怖こわい。

「まあまあ、気にしないで！」

「そうそう。細かいとハゲるぞぅ！」

「「ワーッハッハッハッハッハッハッ！」」

　依い然ぜんとしてハイテンションなふたり。

　こいつらのことはしばらく放置しておこう……。

「それで、料理勝負だったっけ？　あの豚肉を使うの？」

「ん？　ああ、そうだ。なんか奪われちゃってな」

「どれもいいお肉だからね。見る人が見れば興奮すると思うよ」

「まさにそうなったんだよ」

「あ、あはは……」

　苦笑するカオル。段々調子が戻もどってきたみたいだ。

　まあ、相手はいつもの面子めんつだからな。ルートゥーが加わったとはいえ、いつまでも気き後おくれするような奴じゃないだろう。

　その証しよう拠こに、ほら。目には輝かがやき、顔には血色が戻っていて──。

「ね、ねえ。これってタカヒロが審査員なんだよね？」

「そうだぞー。なんか勝手に決められた」

「それはまあ、不本意なことなんだろうけど……」

　カオルはそこで言葉を切った。

　なんだ？　何か言い淀よどんでいるみたいだが。

「あ、あのさっ！」

「うおっ!?」

「わたしも参加していいかな？　料理勝負！」

「え？　そりゃ別にいいけど……」

「いいの？　ほんとに？　品数増えて負担になったりしない？」

「めちゃくちゃ腹減ってるから、別に構わないぞ」

「そっか。ふーん。じゃあわたしも作ろっと」

「あ、ああ。がんばれよ」

　泣いた烏からすがなんとやら、さっきまで死んだ目をしてた奴が活いき活きとし始めたな。手て狭ぜまになっている厨房に行き、何かしらの食材を棚たなの中から取り出している。

（これで総勢七名か）

　つまりは七品来るということだ。

　まあ、いけるだろう。いけるはずだ。

「残さず食べろ！」と大皿料理を出されない限りは──。

「……来たか」

　厨房からこつこつと足音が聞こえる。

　いよいよ料理対決が始まろうとしていた。




　～豚ぶたロースの赤ワイン煮に込こみ～




「一番手は当然私わたくし、フランソワ・ド・フェルディナンですわ」

　自信たっぷりの顔で出てきたのは、金きん髪ぱつ縦ロールのお嬢じよう様さま、フランソワだった。

　奴は優ゆう雅がに微笑ほほえむと、そっと一品の料理を差し出す。

「先生のために、私、手を尽つくしましたわ」

「それは？」

「昨さく日じつ話していた通り、豚肉の赤ワイン煮込みです」

「なるほど。それで、その人は？」

「当家のシェフです」

「どうぞよろしくお願いいたします」

「は、はあ」

　どこから入り込んだ、シェフ。

　そして料理勝負に使っていいのか、シェフ。

　深く考えると負けなような気がして、俺はそのまま口を閉とざした。

「それではシェフ。料理の説明を！」

「はい」

　初老のシェフがうやうやしく頭を下げた。

　そして皿に盛られた料理を示すと、俺に料理の説明を始める。

「こちらポルトン豚の赤ワイン煮でございます。ロース肉を軽く茹ゆで、その後に赤ワイン、香こう草そう、香こう味み野菜と共に煮込みました。煮込みはほどほどに済ませ、嚙かみ締しめることで旨うま味みを感じられるように仕上げました。添そえ物はニンジンのバターソテーとサッと茹でたアスパラガスです。肉と野菜の組み合わせの妙みよう味み、そちらも楽しんでいただければと思います」

　よく通る声で説明を終えたシェフは、ぺこりと頭を下げて厨房に戻っていった。どこか威い厳げんを感じさせるその姿は、彼が名のあるシェフであることを俺に悟さとらせた。

「まあ、美味うまそうだよな」

「そうでしょうとも！　当家のシェフは優ゆう秀しゆうなのです」

「あー、うん。そうだろうな」

　なんか胸を張るポイントがズレてる気がするが、「優秀な料理人を雇やとっている」というのも貴族のステータスのひとつだと聞いたことがある。それを庶しよ民みんの常識で考えるのは止やめて、俺は目の前の料理を味わうことにした。

「むっ。なんかタンシチューみたいな感じだな」

　ロースを使ったとか言ってたけど、それを煮込むとこんな風になるんだな。

　これは期待できそうだ。俺はナイフとフォークを手に取って、いよいよ赤ワイン煮込みの実食に移る。

「おお、柔やわらかいぞ」

　しっかりと繊せん維いは感じさせつつも、肉はほろりと柔らかく切れた。

　それにソースをたっぷり絡からめて、俺はフォークを口元に運んで──。

「ん！　んん！」

　予想以上の力強い味だった！

　赤ワイン煮込みは嚙み応ごたえがあり、しかし、それが決してしつこくない。口の中で解ほどけてソースと混ざり合っていく。豚ぶた肉にくを使っているからだろうか？　牛のものより軽い味わいだったが、それがまた絶ぜつ妙みような具合で美味かった。

「九点……！　これなら九点だ！　十点満点中、九点！」

　審しん査さ員として、そして一個人として、目の前の逸いつ品ぴんに評価を下した。

　九点。それが豚ロースの赤ワイン煮という料理に下した、噓うそ偽いつわりのない評価だった。

「おっ……？」

「いきなり高評価が……」

　厨房からこちらの様子をうかがっている奴やつらが、見るからに動どう揺ようした態度を見せていた。まあ、いきなりの高得点だもんな。続く者のプレッシャーは半はん端ぱないだろう。

（だけどやっぱり九点だぞ、これ）

　ソースを野菜に絡めても美味い。

　皿自体は小さかったが、満足度は見た目以上に高い一品だった。

（惜おしむらくはちょっと上品過ぎたな）

　貴族の食しよく卓たくにも出せる料理は、少しだけ俺にとっては馴な染じみのない味だった。

　その違い和わ感かんさえなければ、十点満点でもおかしくはない料理だった。

（さて）

　巻き込まれて始まった料理対決、また災難かと思ったけれど。

　この調子ならまったく問題ないな。むしろかなり嬉うれしいイベントの類たぐいだ。

　考えてみれば、ここに座って美味いもんを食うだけだもんな。ここは役得と割り切って、美味おいしい料理をたくさん食べよう！

（次は何かな？）

　気がつけば、この勝負を楽しんでいる自分を感じていた。




　～雲ウン片ピエン肉ロー～




「次は我の料理だ！」

　あれ？　大だい丈じよう夫ぶか？

　上がりかけた気分は急降下、いきなり不安の霧きりが立ち込めてきたぞ？

「なんだその顔は。何か不満でもあるというのか？」

「そ、それって人間が食える料理だよな？　魔ま物もの素材とか使ってないよな？」

「我はそこまで常識知らずではないぞ！」

「い、いや、すまん。念のためな？」

　分かってる。分かってるけど、相手がルートゥーだとさすがにな。

　まだ躊躇ためらう俺に対し、ルートゥーは不満げに頰ほおを膨ふくらませたが──。

「ふふん。減らず口を叩たたけるのもそこまでだ。これを見て驚おどろくがいい！」

「お、おおっ!?」

　手には大きめの平皿が一枚。そこに薄うす切ぎりにされた豚肉が孔く雀じやくの羽のように並んでいる。それをでーんとテーブルの上に置き、腰こしに手を当てて胸を張るルートゥー。

「老ろう龍りゆうに習った雲片肉だ！」

「ウンピェンロー？」

「うむ！　あやつの生国、中ちゆう華かの料理なのだぞ」

「へえ～……」

「さあ、我が手ずから調理した料理だ。ありがたく食すがよいぞ！」

　まさかこいつがここまで料理ができるとは。

　いや、しかし、ルートゥーは千年以上も生きてるもんな。趣しゆ味みで料理をする時間も何十年単位であったんだろう。

（中華料理は久しぶりだ）

　いかにもそれらしい盛り付けに、俺は気分が高こう揚ようしてくるのを感じた。

（ふうん。薄切りにした茹で豚？　を並べてるのか）

　試ためしに一枚、箸はしで持ち上げてみる。

　うん、ペラペラだ。紙とまではいかないまでも、それに近い薄うすさがある。

（味付けが特とく殊しゆなのか？）

　そう思って口に入れてはみたが──。

　ううん、まさに茹でた豚だ。味もそっけもない。

「ああ！　何をしておるのだ！　ちゃんと、これにつけて食べぬか！」

「あ、ああ。すまん、すまん。大皿が迫はく力りよくありすぎて気づかなかった」

「料理はきちんと味わって食すものだぞ？　がっつくのは我だけにしておけ」

「おお、にんにく醬じよう油ゆか、これは！　いやー、食しよく欲よくが湧わいてくるな！」

　ちらりとゴスロリ服をはだけて柔やわ肌はだをのぞかせる混こん沌とん龍りゆうさん。

　それを華か麗れいにスルーして、俺は改めて雲片肉に取りかかった。

（う～ん、いい感じだ！）

　先ほどと違ちがい、俺の胃い袋ぶくろが「食わせろ！」と叫さけんでいる気がする。

　だってにんにく醬油だぞ、にんにく醬油。茹で豚ににんにく醬油だなんて、見るからに究極の組み合わせじゃないか！

　ああ、すりおろした生にんにくの、つんとした香かおりがたまらない。これを茹で豚にからませて食べるわけだな……くぅ～、いい！　とてもいい！

「では、早さつ速そく……んんんん！」

　ガツン！　とにんにくのパンチが来た！

「ああ、いい！　これだよ、これこれ！　にんにく最高ー！」

　茹で豚の薄切りににんにく醬油をからませて食べる。すると、にんにくの強きよう烈れつな匂においと刺し激げきが胃の腑ふへと落ちていって、そこから燃えるような感覚がした。

　にんにく醬油は男の子のガソリンだ！　この刺激、この匂い！　パワーが即そく湧き出てくるような、このスタミナ味！

　それを肉にかけて食べる？　最強じゃねえか、ちくしょー！

（また、この茹で豚がいいね！）

　茹で方が特殊なのか、肉自体がいいのか。

　絹のような舌した触ざわりで、しっとりとしていて、冷めていても脂あぶら身みまで美味い。

　それをこのタレと合わせるんだ。口の中で、滑なめらかな肉ににんにく醬油が溶とけ合うように混ざりあって、渾こん然ぜん一体とした味になっている。

　カリッと焼いた肉ではこうはいかないな。茹で豚ぶただからこその、この味、この食感。

　さすが、千年の時を生きた混沌龍。美食に関しても、他の追つい随ずいを許さないな。

　しかし──。

「完成度が高いが……」

「ふむ？」

「それだけに惜しい。画が竜りよう点てん睛せいを欠くとはこのことだぞ、ルートゥー！」

　ここまで男の味覚の好みがわかっていて、肝かん心じん要かなめのものを出さないとは。

　惜しい。実に惜しい！

「分かっておるではないか。さすが、我が見込んだ男。そうだ、貴様の言う通り、雲片肉を食すのにアレを欠かすなど、あり得ぬ」

「ほほう……」

　どうやら俺は試されていたらしい。

　アレを提供するのに相応ふさわしい人物かどうかと。

　だが！

「あんまり男をなめるなよ？　雲片肉だったか……こんな料理を出されて、アレを求めない野や郎ろうがいるかよ」

「ククク……そうは言うがな。我の前でアレを求める男を、我は貴様以外に知らぬ。よいぞ。それでこそだ。その気き概がいこそ、我の求めるものだ」

「御ご託たくはいい。早くアレを持ってきてくれ」

　斬きって捨てるような物言いに、ルートゥーは嬉しげに目を細める。ちらりと、赤い舌で唇くちびるをなめる。ったく、好きものめ。お前もアレが欲しいってのか？

「そうか、そんなにアレが欲しいか」

「ああ、アレだ……アレが欲しい」

　アレだ！　俺にアレをくれ！　にんにく！　醬油！　肉！　そうきたら、絶対に必要となるもの！　欠かすことのできないもの！

　そうだ、アレだ！　今、俺は何より、アレが欲しい！

　欲しい、欲しい、欲しい！

「白い飯が！」「酒が！」

「「…………………………は？」」

　世界が、ズレた。

　俺たちが発した言葉は、一言一句違たがえることなく一いつ致ちするはずだった。

　それがどうだ。《まんぷく亭》に響ひびいたのは、聞くに堪たえない不協和音だ。人々が愛してやまないアレの名前じゃない。

「おいおい、ルートゥー。どうしたんだよ。病気にでもなったのか？　それとも、千年も生きててボケちまったのか？　アレの名前が違うぞ？　ほら、落ち着いてもう一回、『白い飯』って言ってみな？」

「おかしい。おかしいぞ、タカヒロ。酒を求める貴様の声が、我の鼓こ膜まくを震ふるわせるはずであったが……何も聞こえぬ。代わりに飯などという無ぶ粋すいな言葉が聞こえたが……まさかあれは貴様の言葉ではあるまいな？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

　空気が震えているように感じる。いや、まさか、そんなはずはない。

　きっとルートゥーは勘かん違ちがいしているんだな。些さ細さいな認にん識しきのズレだ。そこを正せば、奴も酒だなんて寝ね言ごとはもらさないはずさ。

「まあ、落ち着いて考えよう。肉と飯。不可分の組み合わせだろう、これは。何でそこで、酒が出てくるんだよ。ありえねえだろ」

「タカヒロ、貴様は強いが、まだまだ人生経験が足らぬようだ。肉と酒。それが、この世の真理なのだ。それを知るのに、遅おそいということはないぞ？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

「この世の真理？　お前は千年も生きた癖くせに、そんなこともわからないのか？　肉と飯！　これこそが、永久不変のこの世の真理だ！」

「貴様っ！　貴様は今、越こえてはならぬ線上にいる！　悪いことは言わぬ……さあ、我が雲片肉で紹しよう興こう酒しゆを飲むのだ」

「嫌いやだね！　この料理には飯だ！」

「痴しれ者がっ！　この料理には酒だ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「飯！」「酒！」

「飯！」「酒！」

「飯!!」「酒!!」

「…………ルートゥゥゥゥゥゥゥゥ！」

「タカヒロォォォォォォォォォォォ！」

　王おう暦れき三百二十四年。

《まんぷく亭》は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。




　～香こう草そう焼き～




「だかりゃ、タカヒリョ！　男は、米より酒らろぉ」

「はいはい、ネンネしような、ネンネ」

「おしゃけおいしー♪」

「何やってんだ、お前ら……」

　顔を真っ赤に染めて、ぐでーっとテーブルに突つっ伏ぷしている混沌龍の少女。

　それをあやす俺を見て、アルティは呆あきれたような顔をしていた。

「なんだ、見てわかんねーのか。勝ったんだよ、俺は」

「そうか……いや、ワケわかんねーよ」

　だろうな。結果だけを見ると、俺にもよく分からんよ。

　とにかく、俺は勝ったんだ。その事実が重要だ。

「何したんだ、お前」

「聞き分けがないドラゴンちゃんに、酒を飲ませてやっただけだ」

　俺がしたことは簡単だ。

　飯より酒だとのたまう混沌龍さんに、望み通り酒を与あたえたんだ。

　ゲームプレイヤー時代に入手した酒を。八や岐またの大蛇おろちさえ眠ねむらせる《龍りゆう殺し》をな！

　結果、ルートゥーはぐでんぐでんに酔よっぱらって無力化した。もっと早く思いついてればよかったな、この方法。

「りょ～……タカヒリョ～……ｚｚｚ」

「はいはい、ルートゥーちゃん。上に行って寝ねようね～」

　遂ついに寝入ってしまったルートゥーは、ケイトさんが担かついで連れて行った。

「いいのか？　あれ？　参加者ひとり減ったぞ」

「俺が知るかよ。そもそも、これは身内のイベントみたいなもんだ。俺らは俺らで好きにやってようぜ」

「そうか……まあ、そうかもな……」

「ん？　何か言ったか？」

「なんでもねーよ！」

　ぶつぶつつぶやいていたアルティが、急に大きな声を上げ、でーんとテーブルに大きな木製ボウルを置いた。中には溢あふれんばかりの野菜と肉。レタスなどのみずみずしい野菜と、香こうばしく焼き上げられた肉の組み合わせが食欲をそそる。

「さっ、食ってくれ。豚ぶた肉にくの香草焼きだ」

「ああ、いただくよ」

　香草焼きってこのことだったのか。

　これまた、えらく懐なつかしいもんが出てきたな。冒ぼう険けん者にとってはご馳ち走そうのひとつで、俺も冒険者時代、打ち上げとかでよく食ったよ。

　そういやアルティのお袋ふくろさんは、この料理が得意だと聞いたことがあるな。さすがに食べたことはないが、キリングのおっさんの自じ慢まん話は耳に挟はさんだ。

『うちの香草焼きよりうめえもんはねえ』

『うちのカカアは、下手な料理人よりも料理上手だ』

　実際、何人かの冒険者は食べたことがあるらしい。そいつら曰いわく、お世辞抜ぬきに美味おいしかったとのこと。香草焼きをこれほど美味うまく作れる奥さんだからこそ、ギルド長の妻に相応しいのだと絶賛していた。

　アルティはその人の娘むすめだ。

　当然、直々に手ほどきを受けているだろう。これは期待できるぞ。

（いや、でも、なんか忘れているような……？）

　まあ、いいや。今は香草焼きだ。

　サイコロ状に切られた肉、そしてフレッシュハーブをレタスで包む。

　大きく口を開け、それにかぶりつこうとして──。

　俺はピタリと動きを止めた。

（思い出した。思い出したぞ……！）

　冒険者サンド……！

　あれを作ったのは誰だれだ？　香草焼きの名人、アルティのお袋さんじゃねえか！

　パンに肉や野菜を挟んだ冒険者サンドは、アルティのお袋さんが作るものが最上の味とされている。しかし、実際に食べてみて……俺は、どうなった？

　あまりのまずさに意識が飛びかけたんだ。舌が汚お染せんされるような味に、ぽろぽろと涙なみだをこぼしさえした。

　そして悟さとったはずだ。きっとこの世界の人間と、地球出身の俺では、どこか味覚が異なるのだろうと。彼らの最上の美味とは、俺にとってはゲロマズなのだと。

　すると、この香草焼きも。冒険者たちがこれ以上にないと断言する、スカーレット一家の香草焼きも。もしかすると、ゲロみたいな味なのかもしれない──。

「どうしたんだよ？　さっさと食えよ」

　アルティが横から急せかしてくる。当然だな。母親直伝の料理を前にして硬こう直ちよくされれば、誰でもじれったく思うだろう。

（でも……でも！）

　あのとき口にした冒険者サンドの味を思い出すと、手が動いてくれないんだ……。

　いや、動くには動くけど、勝手にブルブル震えるというか。

（い、いかん！）

　相手に対して失礼だろうが！

　食え！　思い切って、口に入れるんだ！　そうすりゃ、後はどうにでもなる！

　そうは思うが、俺の体は言うことを聞いてくれない。依い然ぜん、硬直したままだ。

「タカヒロ……？」

　アルティの疑いが決定的なものに変わりつつある。

　ダメだ！　早く食え！　口の中に放ほうり込め！　やれ、やるんだ、佐さ山やま貴たか大ひろ！

「そうか、そういうことか」

（うああっ!?）

　間に合わなかった！　アルティは眉まゆを下げてうつむいている。

（しまった……！　やってしまった……！）

　後こう悔かい先さきに立たずとはよくいったもので、今いま更さら悔くいたところでどうしようもない。

　俺の臆おく病びようさがアルティを傷つけてしまったんだ。謝っても許されることではないだろうが、まず謝れ！　そして理由をきちんと伝えれば、俺とアルティの味覚が異なること、分かってもらえるはずだ！

　そう思って、赤毛の少女に顔を向けると、

「すまんっ！」

　逆に頭を下げられた。なぜだ？

「お前、オレが持ってった冒険者サンドがクソまずかったから、心配してんだろ？　香草焼きもまずいんじゃないかって」

「え？」

　何でこいつ、俺が冒険者サンドをまずいと思ったことを知ってるんだ？

「アレは……アレはな。実は母さんじゃなくて……オレが作ったもんなんだ！　料理なんてしたこともねえオレが！　だから……だから、クソみてえな味になったんだ！」

「な、なんだってーっ!?」

　今明かされる衝しよう撃げきの真実！

　あの冒険者サンドはお袋さんではなく、アルティさんお手製の料理でした。

（いや、道理で）

　なんか納なつ得とくしてしまった。すまんな、アルティ。

「あの時、オレは自分でもまずいって思ってたんだ。なのに、どうしてもお前に手料理を食ってもらいたくて……自分でも、何でそうしようと思ったのか、未いまだによく分かんねえ。どうかしてたんだ。あんな生ゴミみてえな料理を……本当に、すまん！」

「い、いや、いいんだ。気にしなくていいんだ」

　だってそれは惚れられ薬のせいだったから。

　あのマッドな薬のせいで、みんなおかしくなってたからな。

　アルティに罪はなく、あれはあのクソエルフの責任だった。

「ほんと、気にすんなよ？」

「そう言ってくれるか……はあ～……胸のつっかえが取れた気分だぜ」

「よかったな」

「ああ！　さっ、じゃあ、改めて、オレの香草焼きを食ってくれ！」

「えっ」

　なぜそうなる。自分で今、料理が下手ですって言っただろ!?

「そんな顔すんなって。安心しな。今度の料理はしっかり練習してきたからな。まずくねえよ。味見したけど、うまくできたと思う」

「そ、そうか」

　それなら安心だと、ほっとため息をひとつ。

　気を取り直して、俺はレタスで包んだ香草焼きにかぶりついた。

「おっ、これは……」

「いけるだろ？　なんたって、オレの母さんの直伝だからな！」

「ああ、美味い！　これは美味いぞ、アルティ！」

「へへ……」

　いや、これは本当に美味いな。しっかりと効いた塩気に、乾かん燥そうハーブとフレッシュハーブの癖くせの強さ。それらがレタスでうまい具合に和やわらげられ、さっぱりと食える。

　なるほど、これはそんじょそこらの香草焼きとは一味違ちがう。焼き加減か、ハーブの種類か。その辺りはよく分からないけど、断然、こっちの方が美味い！

　レタスで肉を包む手の動きが止まらない。いや、こりゃ美味いわ！

「うん、美味い、こいつはいいな！」

「だろ？　そうだろ？」

「ああ、かなりのもんだ。こんなに美味いんだ。お袋さんも、心配してのぞき見なんてしなくてもいいのにな」

「なっ……!?」

　気づいてなかったのか。

　さっきから店の入り口でうろうろと、亜あ麻ま色いろの髪かみの女性がこちらを見ていたんだ。

　初めて見るが、あれがアルティのお袋さんなんだろう。顔立ちとかがカッカしてない時のアルティとよく似ていた。

「か、母さん……！　なんで来たんだよ!?」

「だってアルティ、お母さん、心配で……」

「し、し、心配だからってさ！」

「料理勝負をするって聞いてびっくりしたわよ。お皿はひっくり返さなかった？　他ほかの子みたいに、ちゃんと料理の説明はした？　ああ、そういえばこの人は、最近アルティがよく話してくれるタカヒロさんだったわよね。私、挨あい拶さつした方が」

「わーっ!?　わーっ!?」

「ははは……」

　まったく、何やってんだか。アルティがわたわたと慌あわてながら、お袋さんを厨ちゆう房ぼうに押し込んでいる。まあ、こういった場に親が来るなんて、授業参観みたいなもんだからな。恥はずかしいって気持ちは十分に分かる。

　でも、そこまで慌てなくてもいいだろうに。もうちょっと香こう草そう焼きの感想を言いたかったけど、仕方ないか。

　そう思い、視線を厨房から目の前のテーブルに移すと──。




　何か、見えた。




　今、視界の端はしに、何か映った。

　あれは──何だ？

　ゆっくりと、視線を《まんぷく亭》の入り口へと向ける。いる。やはり、いる。

　鬼おにだ。血けつ涙るいを流した「憤ふん怒ぬの悪あつ鬼き」がそこにいる。

「キリ……ング……」

　それは悪鬼などという生易しい相手じゃなかった。

《皆みな殺ごろしのキリング》と呼ばれる巨きよ漢かん、それが俺のことを無表情に見つめていた。

「どうした。食わねえのか。食えよ、ネズミ」

「は、はひ」

　対混こん沌とん龍りゆうの時でも感じなかった圧力、殺気をひしひしと感じる。

　キリングは俺の正面にどっかと腰こしを下ろすと、やや身を乗り出すようにして俺の顔をのぞき込んできた。

「うめえか。オレの娘むすめが作った飯はうめえか」

「はい、はい……！」

「そうか。うめえだろうな。オレの嫁よめさんが教えた料理だからな」

「うっ、ううっ」

　正直、味なんて全然分からない。

　だけど食べなきゃ殺される。でも、食べ切っても殺される。なぜか確信めいた考えが俺の脳のう裏りをよぎる。

「アルティが作った香草焼き。オレもまだ食ったことねえんだぜ？」

「は～……！」

「感想を聞かせてくれよ。なあ？」

「…………!!」

　砂を嚙かむとは、まさにこのこと。

　俺は鬼と見つめあって、震ふるえる手で香草焼きを胃い袋ぶくろに詰つめ込んだ。

　正直、今にも泡あわを吹ふいて倒たおれそうだったが、

「あなた!?　何しているの!?」

「親父おやじ！　変なことすんなって！」

　すんでのところでアルティたちが来てくれて助かった。

　いや、しかし、まさか街中で、しかも飯を食ってるときに、「死ぬかもしれない」と予感させられるとは思わなかった。




　～とんかつ～




　キリングが奥さんと帰っていき、香草焼きも完食した数分後。

　今度はカオルの出番なんだろう。あいつはきょろきょろ辺りをうかがいながら、それでも美味おいしそうなものを持ってきた。

「うああ～……なんかすごいほっとする……」

「た、大変だったね？」

　苦笑いを浮うかべながら、カオルは俺の前に皿を置いた。

　さすがこの食堂のウェイトレスってところか。些さ細さいな動きも堂に入っているように感じられた。

「さ～て、お待たせ！」

「おお～」

「わたしの料理はね～……ジャジャーン！　とんかつで～す！」

「とんかつ」

　パカッと開けられた蓋ふたの中には、何の変へん哲てつもないとんかつがあった。

　普ふ通つうだ。ひねりも何もない、超ちよう普通なとんかつだ。

「あれ？　タカヒロ、とんかつ好きだよね？」

「ああ、好きだよ」

「だよね！　はい、ウスターソース。好きにかけて食べてね」

「はい」

　かけるソースまで普通だ。普通すぎる。

　じょぼじょぼとウスターソースをかけて、とんかつを口に入れる。

　さくりとした食感の、きつね色に揚あがった衣ころも。溢あふれ出した肉にく汁じゆうが、口の中でウスターソースと混ざり合う。

　うん、美味しい。普通に美味しい。

　しかし特筆するべき点が見つからない。普通過ぎるからだ。

「どう？　上手うまくできてるでしょ？　わたしも料理の腕うでが上がったからね！」

　へへーんと得意げに語るカオル。

　俺はとんかつを食べながらその顔を見ていた。

「ねっ、ねっ、どう？　美味しい？」

「ああ、美味うまい」

「やったね！　あ、レモンかける？」

「ああ」

　そのまま俺は、ざくざくととんかつを食べ切った。

　普通に美味かった。カオルは空になった皿を見て喜んでいた。

　しかし普通だ。普通の味だった。

（それがカオルの持ち味なのかもしれないな）

　続く参加者の姿を見て、俺は普通の貴重さ、ありがたさを痛感していた。




　～豚ぶたバラ肉と春野菜のポトフ～




「次はお前か、エルゥ……」

　カオルと入れ替かわりで、メガネをかけた瘦そう身しんのエルフが前に出た。

　こいつは前科があるからな。見ろ、あの顔を！　貼はり付けたような笑え顔がおじゃねえか！

「今度は何を仕込んだ？」

「愛情さ」

　にたりと笑って答えるエルゥ。どの口がいうか、どの口が！

「まあ、安心してくれたまえ。この料理には薬物など混ぜてはいない。今回は純じゆん粋すいに美味しさのみを追求して作ってみたよ」

「本当か……？」

「本当さ。こう見えても私はポトフにはうるさいからね。無ぶ粋すいな混ぜ物などはしない」

　ううむ、ここまで言うからには、本当なんだろうか。

（いまいち信じきれないが……）

　俺が迷っている間に、エルゥが何かを語り出した。

「ポトフはね、単純に見えて奥が深いんだよ。野菜と肉、香こう辛しん料りようをブイヨンで煮に込こみ、塩味をつけただけのもの……言ってしまえばそれだけだ。でもね、タカヒロ君。ほんの少しのこだわりで、ポトフはその味を変えるんだ。例えばだね。用いる野菜が冬のものと春のものでは、まるで別の料理になるんだ。また、肉の種類も肝かん心じんだね。グランフェリアでは軽く塩をすり込み、しばらく寝ねかせた豚肉が用いられるが、羊、牛、加工肉に魔ま物もの肉など、地域によって千せん差さ万ばん別べつの違ちがいを見せる。このように、ポトフと一口に言っても、その言葉が指し示す範はん囲いはとても広いものであり……」

　ずいぶんと熱心な弁だな。

　ポトフにこだわりがあるってのはどうも本当のことらしい。

　エルゥはまだ語り足りないのか、次々とポトフの知識をつむいでいく。

「王おう暦れき以前にも、ポトフの原形と思おぼしき料理が存在していた。豚肉とジャガイモ、玉ねぎを弱火でじっくりと煮ただけのもので、これには香辛料を使わない。この料理に名前はなく、ただ単に煮込みと呼ばれていたそうだよ。北はロセリア、南はサウードまで、多くの地域で食されており、これがポトフの多様性、地域性を生み出す要因となり……」

　段々講義じみて来たな。そう目で訴うつたえると、エルゥはこほんと小さく咳せき払ばらいをした。

「さて、今回用意したポトフは実にスタンダードなものだ。小ぶりな新じゃがいも、小カブ、プチオニオン、セロリと、軽く塩をして寝かせた豚バラ肉。そしてローリエと粒つぶ胡こ椒しようを鍋なべに入れ、ブイヨンを注いで火にかける。そのままアクを取りつつ、弱火でじっくりと数時間ほど煮込んで、出来上がりだ」

　手順を示すかのように、鍋にぽんぽん肉と野菜を放ほうり込むエルゥ。

　って、んん？

「いや、ちょっと待て！　今から作るのかよ!?」

「そんなわけないだろう。先ほどの実演は手順の説明だ。あらかじめ煮込んでおいたものは別に用意しているよ」

「料理番組か！」

　野菜などを置いていた配はい膳ぜん台から、布がかけられた鍋をすっと持ち上げるエルゥ。

　そして、テーブルに置かれた鍋の蓋を布ごと持ち上げると──。

　ふわっと、柔やわらかな香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「おおっ……」

　どこかコンソメに似ているが、それよりもずっと優やさしい匂においだ。

　豚バラの強い香りが、大地の香りに包まれている。

「どうだい、いい香りだろう？　春の野菜は滑なめらかな食感もさることながら、この香りが最大の魅み力りよくなんだ。香辛料にも負けない大地の香り。まずはこれを胸いっぱいに吸い込んでくれたまえ」

　なるほど、これは野菜の匂いか！　しかし、濃こいなあ！

　蒸気にのって、ふわりと食堂に広がった香り。まるで野菜畑にいるみたいだ。匂いだけでむせかえりそうになる。

「さあ、ご堪たん能のうあれ。好みでマスタードをつけるのもいいが、まずはそのまま、味わってみてくれないか」

　エルゥがシチュー皿に肉と野菜を取り分けてくれた。

　どいつもこいつもごろごろとしていて、まさに無骨そのものだ。新ジャガイモや小玉ねぎなんか丸のままで、だけど、それがたまらなく美味そうに見える。

「じゃあ、いただきまーす！」

　我が慢まんなんて必要ない。ナイフを右手、フォークを左手に掲かかげ、俺は皿の中央に鎮ちん座ざしている豚肉に突とつ撃げきした。

　大ぶりな肉にナイフを突つき立て、フォークで切りにかかる。

　だが、肉はほろほろと崩くずれ、うまく切れない。なんて柔らかさだ……！

　仕方なく、とろとろの脂あぶら身みにナイフを入れ、縦ではなく横に切る。そして、フォークの上でふるふると震える煮込み肉を、口いっぱいに頰ほおばった。

「んん～～～……！　と、とろける……！」

　口の中の肉が、さくさく、とろりととろけた。

　崩ほう壊かいしそうなほどに柔らかな煮込み肉は、さくりと嚙み切ったと思えば、次の瞬しゆん間かん、するりとのどの奥へと滑すべっていく。霜しも降ふり肉とは、また違ったとろけ方だ。

「おっふ……また、野菜がほくほく、とろとろで……！」

　ジャガイモ、小カブはほくほくと口の中でほぐれ、セロリや玉ねぎはジュレのようにとろける。野菜のエキスが、口からあふれ出しそうだ……！

「また、マスタードがいいな！　味がピリッと引き締しまってさ」

　香り高いが辛から味みが薄うすい粒つぶマスタードは、その酸味にこそ真価があると思う。ビネガーにも似た酸味が加われば、どこか芯しんのない煮込み料理がピシッと引き締まる。いくらでも食えるんじゃないか、これは？

「どうだい？　私のポトフは美味しいだろう？」

「ああ、美味いな、これ！　最高だ！」

「ふふふ……もっと食べていいんだよ？」

「言われなくても！」

　食べるほどに飢うえていく感じだ。こんな感覚、初めてだ。

　肉、春野菜、マスタード。悪あく魔まのごとき組み合わせが、俺の心を虜とりこにする。

「ウオオッ！」

　もう止められない。止まらない！

「ハァ、ハァ、ハァ、もっと！　もっとだ！」

「いいとも、存分に食べたまえ！」

「モット！　モットォォォ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、たくさんあるよ。全部君のものだ！」

　舌が、のどが、胃い袋ぶくろが！　俺の全すべてが、ポトフを求めてやまない。

　ポトフを食べなければ、頭がどうにかなってしまいそうだ！

「うおおおおおおォォォォォォォ！」

「ははははは！　これで私の勝ちだ！　タカヒロ君は私のポトフに夢中だ！　はーっははははははは！」

　エルゥの高笑いが聞こえる。

　でも、そんなこと今はどうでもいい。今は、ポトフ、ポトふ、ぽとふ……。

「何やってんだ、クソエルフ！」

「エルゥ先生!?　ご乱心しましたの!?」

「……ご主人さまへの狼ろう藉ぜきは許しませんよ」

「わうううっ！」

「は、放せっ!?　私は、私はただ、『美味おいしさが百倍になる』という珍めずらしい薬草が手に入ったから、それを試ためそうと……これは人類への貢こう献けんだ！　見ろ！　タカヒロ君もあんなに幸せそうじゃないか！　何も問題は！」

「……あちらでお話ししましょう」

「やめっ、あ、ああああぁぁぁぁぁ～～～～～～…………」

　喧けん騒そうの中、俺の意識は段々と薄れていって──。

「ぽとふん」

　最後にぶつりと暗くら闇やみに落ちた。




　～水すい餃子ぎようざ～




「……ご主人さま。しっかりしてください、ご主人さま」

「う、ううう……ユ、ユミィか？」

　うちのメイドに優しく揺ゆすられ、俺はどこかで目を覚ました。

（……目を覚ました？）

　一体いつ眠ねむったのだろう？　寝る前はどこで何をしていたのだろう？

（うう、ダメだ、さっぱり思い出せない）

　ただ、

「ユ、ユミィ、俺は、俺は、とても美味おいしいものを食べたような気がするんだ。それこそ、脳みそがとろけそうなほど……そうだ、ポトフだ、ポトフが食べたい」

　胃袋がポトフを求めている。美味なる料理を求めている。しかし、何でこんなにも食べたいんだろう？　病やみ付きになるようなポトフを食べたからか？

　いつ？　どこで？　思い出そうとすると頭が痛む。

「……ご主人さま、それは夢ですよ。ポトフなんてありません。ここにあるのは水餃子だけです」

「すい、ぎょう、ざ？」

「……はい、水餃子です」

　それだけ言い残して、ユミエルは《まんぷく亭》の厨ちゆう房ぼうへと消えていく。

（《まんぷく亭》……）

　そうだ、確か俺は料理勝負に巻き込まれたんだ。

　それで審しん査さ員にされて、料理を食べて……それから、それから……。

「ううっ！」

　ダメだ、やっぱり頭に鋭するどい痛みが走る。

（俺に何があったんだ……!?）

「……思い出さなくていいのです。悪い夢だったのですよ。さ、これを食べて、落ち着いてください」

「ユ、ユミィ」

　顔を上げると、ユミエルがテーブルにお椀わんを置くのが見えた。

　その中身を、俺に食べるように言っているのか？

　何だ？　あれは何だ？　少し離はなれたここまで、いい匂いがぷんと漂ただよってくる。

　その匂いに誘さそわれるように長なが椅い子すから腰こしを上げ、ふらふらとテーブルに近寄る。

　すると、お椀の中身も視界に映って──。

「ああ、これか」

「……はい」

　やや色のついたスープに、小さな水餃子が三つ沈しずんでいる。

　木製のさじが添そえられているということは、スープごとすくって食べろということなのだろう。お椀自体も小ぶりで控ひかえめなものだった。

「……味はついています。何も加えず、ご賞味ください」

　やはりそうか。普ふ通つう、水餃子といったら、茹ゆでただけの餃子をタレにつけて食べるものだが……こいつはスープで水餃子に味をつけたんだな。

　ともすれば、うっかり箸はしで崩してしまうこともある水餃子も、このように食べれば皮の滑らかさ、封ふうじ込められた具材のうまみを損そこなわない。

　何より、スープと一いつ緒しよに餃子を口にするのがいい。湯から引き上げて食べるよりも、こうして食べた方がつるりと口に入ってくる。その感かん触しよくが、またたまらないんだ。

「じゃあ、いただきます」

「……はい、どうぞ」

　スープ水餃子のことを考えると、麻ま痺ひしていた思考が甦よみがえってくる。

　腹も少し空いている感じだ。俺は素す直なおにさじを持った。

　そして水餃子をスープごとすくい上げて──。

「ふ～、ふ～……んん」

　鶏とりがらスープの流れに乗って、ちゅるりと水餃子が口の中に滑り込んできた。

　それを一嚙かみ、二嚙みすると、優しい味わいがスープに混ざって広がっていく。

　これは肉と野菜のうまみだ。それを香こう味み野菜、胡こ椒しようの香りが引き締め、まとまったひとつの味になっている。

「……豚ぶた肉にくと春キャベツの水餃子です。香味野菜、香こう辛しん料りようの使用は、あえて控えめにしました。食材本来の柔やわらかな味わいをお楽しみください」

　なるほど、道理でやたら胃に優やさしい味だと思った。香辛料などの使用は、ピリッとした刺し激げきが出ない程度に抑おさえられているし、キャベツも多めに入っている。それを塩分控えめのスープと食べるんだ。そりゃあ柔らかな味わいにもなるってもんだ。

「これはいいな。病人食っぽいけど、しっかりと満足感は与あたえてくれる」

「……それはよかったです」

　お椀に入った水餃子くらい、食べきるのに時間なんてかからない。

　三度さじを動かしたらもう空だ。だけど、少ないとは思わなかった。たった三つの水餃子だったが、ちょうどいい感じに腹の隙すき間まが埋うまった気分だ。

　この量でちょうどよかった。満足感を得るには、この量でちょうどいい。

　ユミィは、それが分かっていたんだな。

「お前も成長したなあ」

「……ありがとうございます」

　同居人の成長に嬉うれしさがこみ上げてくる。

　昔はジャガイモを削そぎ切りにするような奴やつだったんだけどな。あれから一年ちょい、こいつも変わってきているんだろう。

　嬉しさに任せて、ついユミィの頭を撫なでようとした。

　いつも通り、軽くはたくようにぽん、ぽんと。

　しかし──。

「こら！　これは料理勝負なのだぞ!?」

「いい雰ふん囲い気き出してんじゃねえぞ！」

　厨房からホイッスルを鳴らし、どやどやと少女たちがやってきた。

　ああ、そうだ。こいつらもいたな。そんでもって、ちゃんとこいつらの料理を食べたはずだ。

　なぜかエルゥが縛しばられてるのが気になったが──。

　まあいい。これで全員分だったか。いよいよ審査の結果を伝える時が来たんだろう。

　どの料理が一番優すぐれていたか？

（それは……）




　～焼肉～




　少女たちが、テーブルの前にずらりと並んで俺を見ている。

　その目で誰だれもが問いかけていた。誰が一番なの？　誰が一番だったのかと。

（いいぜ、俺も男だ）

　最後ぐらい、ズバッと決めてやろうじゃねえか！

　男らしく、ズバッと！　決められたら、苦労はしないんだよなあ。

「う～～～～んんんん？」

　結果を出せば一悶もん着ちやく起きるだろう。

　それぞれ我の強い奴らのことだ。一番以外は納なつ得とくしないはずだ。

　その証しよう拠こに自信満々に、奴らはぐいと身を乗り出して──。

「さあ、先生？　おっしゃってくださいませ。私わたくしの料理が最も優れていると」

「あっ、てめえ、フランソワ！　なに寝ね言ごと言ってんだ！」

「そうだぞ！　我の料理が一番！　一番だと決まっているのだ!!」

「とんかつはタカヒロの好物だからね。きっと、わたしにもチャンスが」

「……水餃子も、ご主人さまの好物です」

「わ、私のポトフがだね」

「……何か？」

「ひぇっ」

　決める前からこの騒さわぎだ。

　ほんとに、決めてしまえばどうなってしまうんだ？

《まんぷく亭》崩ほう壊かいエンド、それは回かい避ひしたいところだが、やはり妙みよう案あんは浮うかんでこず、俺の頭は空回りするばかりだった。

（いや、もう断言で決めよう。決めるんだ！）

　そう思って、俺が誰かひとりに絞しぼろうとした時に──。

　厨房から、ひとりの少女が駆かけてきた！

「まって～！　まだ、あたしが終わってないよ～！」

「ああ、クルミア！」

　犬いぬ獣じゆう人じんの少女がテーブルにお盆ぼんを置く。

　そしてやや渋しぶい顔をして俺のことを見てくる。

「忘れるなんて、ひどいよ、タカヒロ」

「すまん、すまん。なんか色々あったみたいだからな。記き憶おくが飛んでた」

　ぐいぐいとクルミアの頭を撫でると、不ふ機き嫌げんそうな顔がにこっと崩くずれる。

　うんうん、クルミアにはこういう表情の方が似合っているな。それだけで俺は温かな気持ちになり、にこやかにテーブルへと向き直った。

「さ～て、じゃあ、いただこう！」

「うん！」

「クルミアは、何をつくった……の、か……な……」

　ひとしきりわんこの頭を撫でた後、俺は視線をテーブルに落とした。

　すると、そこには平皿に盛りつけられた焼き豚ぶたバラ肉と──。

　ぴかぴか光る白米があった。

「おおお……!?」

　実はずっとフラストレーションが溜たまっていたんだ。

　ルートゥーの時に一度爆ばく発はつしたが──。

　俺はこの勝負中、ずっと、白い飯が食べたくてしょうがなかった。

　だって、しょうがないだろう？　俺は日本人だ。それが肉料理を食べて、白米を食べないだなんて……俺の常識では、ありえないことだった。

　だけど、これは肉料理対決なんだ。ご飯なんてついてこないんだ。

　肉がメインなんだ。そう思って、ひたすらにご飯欲よつ求きゆうに耐たえてきたが──。

　そんな俺の目の前に、つやつやと輝かがやく銀シャリがあった。

　ほかほかご飯が用意されていたんだ。

「ク、クルミア？　これは……？」

　聞かなくても分かる。だけど、問わずにはいられなかった。

　これは何かと。食べてもいいものなのかと。

　信じたかったんだ。これは幻まぼろしなんかじゃないと、誰かの口から聞きたかったんだ。

　だから、クルミアが笑え顔がおでうなずいた時。俺は神にすら感謝した。

「やいたお肉とごはんだよ！　タカヒロ、ずっと食べたいって言ってたでしょ？　だから、ここのおばちゃんに手伝ってもらって作ったの！」

「おお、おおお……！」

　がっしりと左手で茶ちや碗わんを摑つかむ。

　おごそかに右手で箸を構える。

　白い飯から立ち上る蒸気を、胸いっぱいに吸い込んで──。

　そして俺は、猛もう然ぜんと目の前にあるものを喰くらい始めた。

「ああ、ああああ！　これだ！　これなんだよ！　俺が食いたかったのは！」

　塩がよくきき、脂あぶらが滴したたるまでに焼けた肉。そして、それを受け止める白米！

　嚙めば嚙むほど、頰ほお張ばれば頰張るほど、舌で、のどで、胃い袋ぶくろで！　えもいわれぬ美味うまさを感じる！

「日本人に生まれてよかった！」

　そう心の底から感謝する、この瞬しゆん間かん！

　ああ、これだ！　優勝は、この料理だ！

「百点まんてええええええん！　クルミア、百点満点んんん!!」

「わう～！　やった～！」

「えええええええええええええええええええええええええ!?」

　歓かん喜きの涙なみだを流しながら、俺は高らかに宣言する。

　これが一番だと。シンプル・イズ・ベストだと。米と肉の組み合わせは無敵だと！

　優勝した喜びに、俺に飛びつくかわいいわんこ。それを愕がく然ぜんと見ている少女たちと、幸せとともに肉と白米を食べ続ける俺。

《まんぷく亭》の雰囲気が、段々と剣けん吞のんなものに変わっていく。

　予想通りだ。しかし、白い飯で焼き肉が食える喜びは、何物にも代えがたい。だから、俺は結果が分かっていても米を食ったんだ。

　ざわつく少女たちに、はしゃぐクルミア。

　豚肉料理対決は、未いまだ終わる気配を見せない。

[image: ]

　夜はまだ、長いようだ。




　　　　‐３‐




　豚ぶた肉にく料理対決から数日が経たった。あれから俺は、しばらくは肉を見るのも嫌いやになって、昼飯は魚市場の食堂で済ませていた。

　魚に貝、海老えびに海草。街のすぐそば、グランベルゼ湾わんで獲とれた海の幸さちは、豚肉責めで疲ひ弊へいした俺の舌と胃に優やさしかった。もう、嬉き々きとして、焼き魚やら海かい鮮せんサラダなんかを頰張ったね。うめえ、うめえと声を上げて、煮に魚ざかなの汁しるまですすっていた。

　そんな俺の食べっぷりを気に入ったのかどうなのか。

　なんと、食堂のおっちゃんが新しん鮮せんな鮭さけの半身をくれたんだ。

（何て太っ腹な人なんだ……！）

　また後日、お礼にうかがおうと思う。

　しかし、今は鮭だ。鮭のことだな。鮭ときたらどんな風にも調理できるぞ。一度凍こおらせて刺さし身みにしてもいいし、そのまま焼いて塩を振ふってもいい。スモークサーモンにするという手もあるな。ああ、夢が無限に広がっていく！

「ただいまー！」

　うきうきしながら家の玄げん関かんをくぐる。

（決めた！　今日は素す直なおに焼こう！）

　鮭はたっぷりとあるんだ。思う存分、楽しもうじゃないか！

　そう決めた俺は、スキップでもしそうな勢いでリビングに入って、

「あら？　先生、それはなんですの？」

「あーっ！　サケだー！　あたし、サケ、大好き！」

「それはいいな。私は鮭のムニエルに目がなくてね」

「え？　鮭といったら、フライだろ？」

「は？」

「ええ？」

　囲まれた。囲まれてしまった。

　彼らは俺を囲み、鮭の料理法についてあれこれ意見をぶつけ合っている。

　何だろう。なんかこれ、見たことあるぞ。ものすごい既視感デジヤブだ。

「塩焼き！」

「マリネ！」

「ムニエル！」

「フライ！」

「味み噌そ漬づけだ！」

　全員集合での大激論、それはやはり先日のものと同じだった。

　だとすると、これから俺はどうなるのか、それもこの前の時と同じように！

「問題は料理のこと！　であれば、ここはやはり料理勝負で！」

「もう、勘かん弁べんしてくれえええ～～～！」

　ルートゥーの声を聞いた直後、俺はたまらず叫さけび声を上げるのだった。
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「あ～、ひどい目にあった」

　夕暮れに染まった街を、俺はとぼとぼと肩かたを丸めて歩いていた。

　女どもの争いに巻き込まれ、そこから這ほう這うの体ていで逃にげ出してきたからな。多分、今の俺は髪かみもぐちゃぐちゃ、少し薄うす汚よごれて見えることだろう。

「いい加減、どうにかしないとな」

　全員集合しちゃうとおかしな化学変化が起きるっぽいからなあ。

　そんな日は週に一回あるかないかだけど、それを何とか月に一回に減らして、

「いや、季節ごとに一回にだな」

　高いのか低いのか分からない目標を考えつつ、俺は路地を歩いていった。

　そうしてしばらく経ち、いよいよ街が紅あかくなってきた頃ころだろうか。ふと顔を上げると、いつの間にか路地裏に迷い込んでいたことが分かった。この先はもう行き止まりだ。いわゆる袋ふくろ小路こうじの狭せまい道を、俺は笑いながら振り返ろうとする。

「ったく、どこをどう歩いたんだよ」

　そう自じ嘲ちようしながら振り返った、その瞬間。

「こんにちは」

　路地の先に、ひとりの少女が立っているのが見えた。

　柔やわらかく微笑ほほえむ修道服姿の女の子だ。白はく髪はつが特とく徴ちよう的ではあるけれど、それ以外に目を引くようなところはない。

　しかし、何か気になる。その子はただ微笑んでいるだけなのに──。

「タカヒロくん、だよね？」

「えっ!?」

「会いたかったよ。ずっと、ずっと」

　急に名前を呼ばれ、思わず体が固まってしまう。

　だけど少女は自由なままで、まるでそうすることが自然であるかのように、羽のような軽さで俺に近づいてくると、

「やっと会えたね？」

　そう言って、ギュッと俺の体を抱だきしめてくるのだった。








あとがき






　フリーライフ５巻、いかがだったでしょうか？

　今回から第二部のスタート、新ヒロインを迎むかえての新展開が始まります。

　とは言っても本作のこと、しばらくはこれまで通りに進むと思いますが……。

「人類を守る勇者」だったり、「大陸中央に住まう魔ま王おう」だったり、「聖都にいるという聖女」だったりと、スケールの大きな存在がちらほらと見え隠かくれしています。新ヒロインもそういった類たぐいの存在ですし、エピローグに出てきたあの子も、ひょっとすると規格外の人物なのかもしれません。

　第二部はそういった新キャラクターが集まって、貴たか大ひろの日常は今まで以上にドタバタなものとなり──。そして物語の重要な部分、「ＭＣとは何なのか？」「悪あく神しんとは何なのか？」といった謎なぞにも触ふれていきます。

　スローライフだけではないフリーライフ、第二部もよろしくお願いいたします。




　その５巻の内容についてですが……。

　混こん沌とん龍りゆう編へんはＷＥＢ版でも人気のエピソードだったので、加筆修正にも気合いが入りました。特に挿さし絵えも使ったあの場面。掲けい載さい当時は（良い意味で）「騙だまされた！」「騙された！」という感想が殺さつ到とうし、書いていて良かったなあと思ったものです。

　留りゆう学がく生せい編へんもなかなか評価の高かったエピソードでしたね。話というよりはドロテアが人気で、「姫ひめ様は出ないんですか？」「もっとおもらしさせないんですか？」と、熱の入った感想が……あれ？　何かおかしい気がしますが、まあ、気にせずに参りましょう。

　ドロテアはヒロイン（？）という微び妙みような立場なので、他のヒロインほどには貴大との絡からみがありませんが……。要所要所で登場し、物語を盛り上げてくれると思いますので、どうぞご期待ください。

　そして燃えよドラゴン編、はたらくクルミア編については……。

　完全新規のエピソードなので、こちらも書くのに気合いが入りました。青せい龍りゆうくん（ちゃん）は書いていて面おも白しろいキャラクターだったのですが、クルミアもメインに据すえると楽しいキャラクターでありました。そんなドラゴンとわんこが活かつ躍やくする新章、読者さんにも楽しんでいただけたのなら幸いです。

　謝しや肉にく祭さい編へんについては、もう読んでいただくしか！　是ぜ非ひとも深夜に読んで、米と肉が食べたい発ほつ作さに苛さいなまれてください（笑）

　さて、最後になりましたが、関係者の皆みな様さまに謝しや辞じを送りたいと思います。

　まずは担当編集Ｔさん。メニューっぽいフォントの提てい案あん、見開きでの例のシーンの快かい諾だく、ありがとうございました。「こうしたい！」と思った事をいつも実現していただき、本当に感かん謝しやしています。次もお世話になると思いますが、その時はまた、よろしくお願いいたしますね。

　次にイラストレーターのかにビームさん。ルートゥーのキャラデザ、あれはとてもいいものですね！　唯ゆい我が独どく尊そんなお子様ドラゴン、第二部ではメインヒロイン並みに活躍しますので、作者としてもそのシーンを見られるのを楽しみにしています。

　そしてコミカライズ担当の森もりあいりさん。毎月ネームを確認することさえ楽しみになっています。漫まん画が版が読めるのを励はげみにしつつ、原作者としても負けじと頑がん張ばっていきたいと思います。

　装そう丁ていや校正、この本に関わったすべての方も、本当にありがとうございました。この本を読んでくださった方にもお礼を申し上げたいと思います。第二部がスタートしたフリーライフ、これからも楽しんでいただけるよう努力していきますね。

　それでは、次は６巻でお会いしましょう。ではでは。
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　最近、景気のいい話を聞くようになった。

　劇場が無料開放されたとか、街の広場でパーティーが開かれたとか、賞金を懸けての闘技大会が開かれたとか。どうも「お大尽様」が現れて、そいつが盛大にカネをばら撒いているらしい。おかげで微妙に仕事が増えて、店主としては喜ぶべきなんだろうけど──。

（十中八九、あいつだろうな）

　謎の大富豪の正体。それは多分、ルートゥーのことだ。

　噓か真か、国家予算をはした金とか言う奴だからな。噂の豪遊もお遊び程度で、本人としては、ポケットマネーをちょっと使ったくらいの感覚なんだろう。

（まあ、俺に害があるわけでもなし）

　仕事が増えたと言っても軽いもんだ。おこぼれのおこぼれのおこぼれのおこぼれみたいな依頼だから、そこまで大変な内容でもない。臨時とは言え店員が増えたから、むしろちょうど良かったんじゃないか？　そう思ったからこそ、俺はあいつの金遣いについてとやかく言うつもりはなかったんだが──。

「どういうことだよ！」

「先生、何かご存知ですの？」

「め、珍しいな」

　なかなか見られない光景だった。

　アルティとフランソワ、いつも張り合ってばかりのふたりが、なぜか今日に限って肩を並べている。こちらに向かってぐいぐい迫り、そのせいで俺はすっかり壁際に追い詰められていた。

「てか、何だよ。何がどうしたって？」

「あいつだよ、あいつ！」

「ルートゥーさんのことですわ！」

「ルートゥー？　あいつがどうかしたのか？」

「どうかしたかもどうもねえよ！」

「あの方の持ち込んだ資産のおかげで……」

「ちょっとおかしなことになってんだよ！」

「おかしなことぉ？」

　あいつは何もかもがおかしいが、そういうことじゃないんだろうな。首を傾げて続きを待つと、ふたりは競うように「おかしなこと」について話し始めた。

「あいつ、街でカネをばら撒いてるだろ？」

「王貴区でも噂になっています。湯水のごとく金銀財宝を浪費するのだと」

「そのせいでめちゃくちゃ好景気な場所と、そうじゃない場所ができて……」

「一個人に対し、誘致合戦が始まろうとしています」

「はあっ？」

　なんだそりゃ。

（……いや、分からんでもないな）

　つまり、儲けた奴は二匹目のドジョウを狙い、儲けられなかった奴はルートゥーと接点を持とうとしているわけか。

（現金というか何というか）

　まあ、仕方のないことではある。ルートゥーの財産は国家予算並みだからな。こぼれただけでも一財産、そりゃあ群がる蟻も増えるわな。

　しかし、それが問題になるようなら──。

（注意のひとつもするべきなんだろうな）

　俺はそう思って、隣の家の方を向いた。




「わーははははははははっ！」

「「「そいやっ！　そいやっ！」」」

「いいぞ！　いいぞ！」

「「「わっしょい！　わっしょい！」」」

「行け行け！　進め！　もっと行け！」

「「「ルートゥー様の仰せのままに～っ！」」」

　中級区の大通り、そのうちのひとつでパレードが始まっていた。

　いや、これはパレードと呼ぶべきなんだろうか？　筋骨隆々とした男たちが、何やら玉座を担いで練り歩いている。座っているのはもちろんルートゥーだ。機嫌良さそうに笑いながら、奴は指揮棒を右へ左へ振り回していた。

「うむうむ！　たまにはこのような遊びもいいな！」

「喜んでいただけて！」

「何よりでございますぅ！」

「報酬は弾むぞ！　ほれ、もっと元気よく進め！」

「委細承知！」

「かしこまりてございますぅ～！」

　マッチョが吠えた。ダンディがうなずいた。

　竜人少女を神輿と担ぎ、男たちは輝く笑顔で道を歩いた。王族もかくやという煌びやかさで、しかし一種異様な雰囲気をまとう集団。彼らは啞然とする民衆を残し、今度は上級区に移ろうと城門に迫り──。

「って、待て待て待て！」

　そのノリで上級区はマズい！　騎士やら何やらが出張ってくる前に、俺は急いでルートゥーたちの前へと回った。

「おおっ！　タカヒロ！」

「嬉しそうな顔してんじゃねえよ！」

「事実嬉しいから仕方がないのだ！」

「そういうことを言ってんじゃねえ！」

　ぴょんと飛びついてきたルートゥー、それを強引にグイっと離し、俺は割と真剣な気持ちで忠告を送る。

「用もないのに上級区に近づくなって。場合によっちゃ槍で突かれるんだぞ？」

「ああ、心配はいらないぞ？　買収しているからな」

「買収できるもんなの!?」

　バッと振り向くと、衛兵の奴らがサッと目を逸らした。

　握らされている……多分、職務を忘れちゃうくらいの額が……。

　人間の俗っぽさにうんざりしながら、それでも俺はルートゥーに向き直った。老龍さんは青龍の様子を見に行っているんだったか。お目付け役不在の今、こいつをたしなめられるのは俺しかいなかった。

「あのなあ、ルートゥー。お前の金遣い、ちょっと問題になってるぞ？」

「なぜだ？　街が潤うのは良いことではないのか？」

「程度の問題なの。悪目立ちするとすり寄ってくる奴も増えるし……貴金属や宝石の相場が乱れてるって、フランソワの奴が困ってたぞ」

　ついでに言えば冒険者にも悪影響だ。ギルドの依頼をこなす奴らが、一時的とはいえこんなことをしていいはずがない。その人材の無駄遣いを、ルートゥーに「止めてくれ」と伝えたところ、

「う、うむ。少しはしゃぎ過ぎたか」

　意外と言うか、それともやっぱりと言うべきか。

　ルートゥーはバツの悪そうな顔をすると、へたっと尻尾を力なく垂らした。

「良かれと思ってやっていたのだがな」

「良かれ？　何がどう良かれなんだ？」

「賠償金は送ったが、そういったものは得てして民に還元されないものだろう？　だから遊びながらではあるが、直接カネを落として回ろうと思ってな」

「ああ、そういうことか」

　耳元でささやかれ、ようやく俺も合点がいった。

　先日の事件、あの大暴走に責任を感じていたんだな。王都を無駄に混乱させた分、それを補って回ろうと考えたわけだ。そういったところは好感が持てるけど、

「でも、やっぱり加減が必要だぞ」

「ううっ」

「遊ぶなとは言わないけどさ。そこんとこ、意識してくれよな」

　それだけ言って、俺はルートゥーを連れて家に帰っていった。

　男たちが物欲しそうな視線を送ってくるが、そんなの無視だ、無視！　おひねりとか追加料金とか期待すんな！　代金は約束した分だけ受け取ってください！

　そんな感じで一件落着、ルートゥーも大人しくなったと思ったんだが──。




「今日は控えめにホームパーティーだ！」

「……は？」

「近所の者を呼んで、飲めや歌えやの宴会を開くぞ！」

「いやいやいやいや！」

　近所じゃない人まで来る流れだ！　次を期待し、近所に越してくる人まで出るかもしれない。確かに控えめっちゃあ控えめなんだけど、前の豪遊を基準にされたら困るというか……！

「パーッと使うぞ！　予算は任せろーっ！」

「やめて！」

　ハンドバッグから金貨を鷲摑みで取り出すルートゥー、それを必死で止めようとしながら──。

　こいつが庶民感覚を身につけるのは、年単位で先の話になるなと思う俺だった。
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